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シソウしそう イッカン

エイゾウ

　

　

　

　

はじめに

　

　このホンは、わたしのズイヒツサクのイッサクめから、サンサクめのなかから、トク

にいいたいということをぬきだし、まとめたものである。したがって、イッサクめから、

サンサクめをよまれたかたには、なんのめあたらしさもない。つまり、まだわたしのズイ

ヒツをよんだことのないベツのかたむけである。ただこれをヘンシュウしていて、そん

なことをかんがえていたのか、などとジブンでもサイハッケンがあった。このサイハッ

ケンをもとにいくらかブンショウをかくであろう。わたしとしては、そのように、やく

にたつしごとであった。

　このホンがドクシャのなんらかのやくにたてばさいわいである。

　

　

　

　

　

　

　

イチ、『アルクカラ カンガエル』ゴ

　

ジハンキは、このサンジュウネンでかなりふえたが、なつにつめたいのみもの、ふゆに

あたたかいのみものしかうってなかったりする。ふゆでも、アイスコーヒーをそういう

ことでない。ジョウオンのものが なかったり　ということだ。

ショウテンに たまにあるが コウバイのむずかしさをかんがえると、「あなたは あたたか

いコーヒーをのむべきだ」とケツロンされるかも。そのくらい「ジョウオン」の のみも

のをコウバイするのはむずかしい。

しょうがなく、あたたかいのみものと つめたいのみものをまぜて いいオンドにさせたり

することになる。ま、ゼイタクといえばゼイタクだが、ネンリョウのムダづかい という

きがする。

なぜ、ジョウオンではいけないのかと。ま、あったかくて、うれしいときもあるのだが。

たぶん、「センシンコク」として、ゆめのようなサービスをしなければならないのだろう。

ま、テキリョウずつ まぜあわせれば、テキオンののみものができる。バイリョウコウ

ニュウすることになるが。そうか、ショウバイだ。
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ニ、『ア』ロク

　

はながさくジキさかないジキがある。イッコシュルイのことをいっているのだが。でも、

ま、はなの ツゴウなんだろう。さくジキがまちまちだったりする。ま、かんがえてみれ

ば、いまはふゆだといっても、みなみハンキュウのホウでは　なつだったり。ダイタン

にいえば、どこかははるで、どこかは ふゆだから、あのはなは はるにさくといってもゴ

サがでるんだろう。

キョネン にわでさいたはなもよかったが、ことしのもよかった。とりもよい。ナナネン

まえは、むくどりのすをみてたり。そういえば キョネンのはる、むくどり きていたか

な。アンガイキョネンのはるは はとをよくみた。シゼンが おしえてくれるっていうのが

あるかな。ノウサギョウをやるようになってから そうおもう。

　

サン、『ア』ハチ

　

おととし ゆずのきが のびていたのでていれをしようとおもったら、おふくろがさきにだ

れかにきらせてしまった。ケッカ とげができた。ばらも こうやってとげができたのかと

ナットクした。のばらにはげんに　とげがない。とげがあるのも あるかもしれないが。

その「いかり」は イチネンほどではしずまらなかった。ニネンハンほどたったが まだの

こっている。

　

ヨン、『ア』キュウ

　

「き」でまけたら、やっぱりまけになる。ここでの「き」は、まけんき　などの「き」で

ある。ウンドウキョウギなどでのことだ。わたしは タッキュウでそれをかんじたが、ソ

ウゾウというのも ダイジなんだろう。かつソウテイでキョウギをする。まけキチョウ

（チョウシ）に なっても ねばってかちキチョウをとりもどすと。ニセンジュウサンネン

にもそうおもったが、キョネンもそう。アンガイ ニンゲンカンケイもそうかもしれない。

ダブリュハイ（セカイタイカイ）がロクガツにあったが、それもおなじ。やわらかいた

まをけるのではなく、モクザイをけるとか タンレンにはいろいろある。

　

ゴ、『ア』ニジュウニ

　

わたしは なにかをタッセイするとマンゾクをおぼえたりする。いったことをやる という

のはわりとよくあることだ。でも、チュウガッコウで　いった エイゴのモンクはいまだ

にタッセイしてなかったり。「アイ プレイ テニス」なんかはそのテンケイである。「アイ

プレイ ギター」はタッセイしたがたまうちのホウは、タッキュウ（テーブル テニス）は

やったりするものの、タッセイはされていない とみるべきでは。
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だから そういうエイゴキョウイクを カイゼンしたホウがよいとおもう。「どうせ、うそ

だろ」じゃ しょうがないのである。いつかたまうちを　タッセイしようとおもっている。

こういうわけでニホンのエイゴキョウイクは コクサイテキに サイテイとされているよ

うだ。

　

ロク、『ア』ニジュウゴ

　

さきに、みっつのしごとができるじゃ あまいとかいた。ゲンザイはよっつのサギョウが

できる デンサンキがあり、また、ニンゲンもよっつのしごとをできるぐらいが ジュウ

キュウセイキのエイコクのキホンだったようだ。たしかによっつのしごとはできなくな

い。しかし、よっつのサギョウができるデンサンキに、ぼううで（ロボットアーム）を

つけたら、ニンゲンのロウドウシャがシツギョウしかねない。だってユウシュウなんだ

から。ガッコウでまなぶジョウホウもちいさいキロクブヒンに おさまってしまうし。

じゃあ どうすればいいかというと、やっつのしごとをすればいいんだろうと。「デンサ

ンキをこわせ」じゃ「またか」になってしまう。センジュカンノンのえ がうかぶ。かし

こいひとは、デンサンキから まなんでいるんでしょうね。

　

シチ、『ア』ニジュウハチ

　

きられて きずついたゆず（●サン、『アルクカラカンガエル［イカ、『ア』］』ハチ）。イ

チネンたって、ちょっとだけみがとれそうだった。それをわすれてセンテイしてしまい、

そのちょっとだけの ちいさいままの しゅうかくのみとなった。でも においはするし ほ

んものである。

それをみずにいれて そのみずをのんだ。うまい。ラムネとか レモネードとかいうけど

そういうことだ。「ラムネ」は ライムを、「レモネード」はレモンを。ゆずだから ゆずす

い にしとく。あとから あじつけをしてもいいがそのままがうまいかな。ゆずブロもいい

ですが、ネンカンとおしてのめるゆずすいもいいと。ま、シハンのでもできますが。

　

ハチ、『ア』ニジュウキュウ

　

きというのは、ホンライテキに、したのホウのみきがロシュツしているのかと。しっか

り カイソウテキになった きはみごとだが、ニンゲンが　てをつけてしまって、したのホ

ウがロシュツするのでは とおもう。だから うえのホウにハンモすると。もし、ニンゲン

が てをつけたとすれば、なぜはしごをつかわなきゃ みがとれない かたちにするんだろ

う。はしごやのサクボウか、っておもう。でも かうホウも わるいんだな。
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キュウ、『ア』サンジュウサン

　

ニクとニクじる、どっちがダイジなのかと。やっぱりかたちというか　シツリョウのお

おきいホウが ダイジなんだろう。なにしろニクだから。だからといってニクじるもすて

がたい。でも、かつおだしとかで、ニクのホウをダイジにしなかったから（ほかのリユ

ウがあるにせよ）ニホンジンはタイカクがちいさかったんだろう。いまはカイゼンチュ

ウか。ヘンに　ニクのあぶらみをありがたがったりしているみたいだけど。わたしは し

もふりよりあかみハです。

　

ジュウ、『ア』ヨンジュウサン

　

ノウギョウをやって、laissez faire（ジユウホウニン）がダイジなんだとおもう。そりゃ

それぞれのジジョウがあるし。ダイコンなんかも ほうっておいたらたねができて、しっ

かりそだっています。へんに てをくわえないというか。

　

ジュウイチ、『ア』ヨンジュウゴ

　

おとなのフットボールとはどんなものか。あいてのゴールに、「ゾウトウヒン」、さけと

か、ハムとか、ゴミとかをうちこむ。ゴミじゃないホウがいい。でも、セイキュウショ

がとんできたらソシしなくてはいけない。ニホンのセンシュが ハイタイしてイチネンハ

ンたとうとしているが、もうつぎのヨセンをやっている。ただ、ショミンにとってダイ

ジなのは、おとなのフットボールだ。

　

ジュウニ、『ア』ヨンジュウハチ

　

なぜ「ベッド」なのか、ねるのにつかうのです。ふとんでもいいはずだが。よつあしだっ

たり、むつあしだったり。よつあしって、うしとかのうえでねる「え」ですわ（●『ア』

シチ）。おれは そんなにできたひとじゃないとなれば おりるしかない。ふとんでジュウ

ブンと。セイヨウテキな というかシハイによって カノウになるんですかね。ベツにキリ

ストキョウトじゃないからたたみにねないとです。ゲンダイの「ふみえ」かもしれませ

ん。いすもそうですね。やっぱりザブトンですかな。

　

ジュウサン、『ア』ゴジュウヨン

　

フンをうみにながせば、うみにシゲンというかがたまる。ハイセツブツ　といったって、

こしたあとのショクブツ、ドウブツセイブンだから。ま、それをうみにながしていると。
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ま、すくなくともかわには ながしている。だからうみに も みたいなのがハッセイした

りするんだろう。

むかしみたいに はたけにまけば、わりとちかいところで ジュンカンする。でもスイセン

ベンジョは やめにくいんだろう。ショクブツだけなら　はたけとジブンとで ジュンカン

するだけだ。ムダがないからヒリョウも　そんなにいらないだろう。

　

ジュウヨン、『ア』ゴジュウロク

　

マージャン。「すごい」マージャンは、ニハンであがったら、ふたさらリョウリがでてく

る。ゴハンだったら ゴさら。すごいリョウリニンは、つぎになんさらであがるかを ヨソ

クして、あがるまえにジュンビ。あがったらすかさずだす。

そういうマージャンが あったのかはフメイですが。

　

ジュウゴ、『ア』ゴジュウシチ

　

むくどりに すをテイキョウしたことがある。あまどのシュウノウバに　むくどりがすを

つくったのだ。しばらくすると、ひなが くちをあけてなくようになった。つがいのカタ

ホウが すのちかくでケイカイしていた。すをのぞくと うるさくないた。ビスケットかな

んかをさしいれしたが　たべただろうか。ま、いいものをみつけてくるんだろうな。ど

うも おふくろが いやがるようで、ニカイめはソシされてしまった。

　

ジュウロク、『ア』ゴジュウハチ

　

わりとサイキン とりにえさをやっている。なんか はらをすかしているようなそんなきが

してあげている。まえは ちょっといったところにとりや（はとにえさやっている）とい

うかがあったが、みせをしめてしまったようだ。ま、ふゆだと ショクリョウがすくない

のだろうからケッコウたべていたな。

　

ジュウシチ、『ア』ロクジュウイチ

　

サイキン、ユニュウものの スパゲッティとかうっているけどやっぱり　ほんものはすご

い。こむぎの あじだけでなく、こうばしいフレバーとかがあったり。やっぱり すごいの

はちがうとおもってしまう。それに、スパゲッティのすごいところは、みずでゆでられ

るんです。おゆ、じゃなくて、ジョウオンスイ。ちょっとジカンがかかりますが、ケイ

サンすればダイジョウブ。ネンリョウがなくてもたべられる。だから、ヒジョウヨウに

もいいでしょう。イッカイ、そばもジョウオンでゆでたら ぐちゃぐちゃに。ま、あがり

がはやいのでしょう。ケイサンですね。ヒジョウヨウにためておくことにしようとおも
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います。

　

ジュウハチ、『ア』ロクジュウサン

　

ちょっとまえによくたべたおカシは、いもガシと まめ。ソボクでいいとたべていたがサ

イキンは あじつけのこいものをケッコウたべている。まめは、ダイズをいったものだ

が、たべすぎなくていいとおもう。こめを　あげたものもいいな。たべすぎない。コク

サンヒンもあるし。サイキンラッカセイなんか チュウゴクサンばっかり。ガイコクサン

をたべるのなら　そのくにのひととなかよくしなければならない。スイメンカというか

で　カットウがおこりますから。ティティピーをすすめるとやっぱりそういうモンダイ

も。ゴジュウゴネンタイセイ（ジミンセイケンによる）はガッシュウコクと なかよくし

ておけばだったけど まぁ、いろんなところとコウエキをすると なかなかむずかしそう

ですね。やっぱりジミントウタイセイのホウが わかりやすいかな。ま、コクサンにがん

ばってもらいたいです。

　

ジュウキュウ、『ア』ロクジュウヨン

　

ニクマンはおいしい。ショカツ（チュウゴクの カンのジダイにカツヤクしたとされる）

センセイを おもいだすが、そのショカツセンセイがつくったセイヒンが ニセンネンちか

くたっても のこっている。ニクをいれたマンジュウというやつである。

ただ、ショカツセンセイはシッパイをしたとおもう。なぜなら、ジブンにできないこと

をカン（おなじく）ショウグンに ヨウキュウしたことだ。だから ケッキョクあまりいい

ホウにいかなかった。もっとショウグンを　おくればよかったのかもしれない。

　

ニジュウ、『ア』ロクジュウゴ

　

マルクスはなにをのこしたか。キョウサンシュギコクとだれかがいうかもしれないが、

わたしにとってはそうでない。いや、それもあるけどだ。ケッキョク、シホンカがつよ

いのはしょうがない。ロウドウシャは はたらいてかねをてにする。だったら、ウンドウ

するジカンをけずって かねをてにしたほうがよいのではないかと。つまり、はやいもの

がちだと。だから、すぐにやらなければならない。

たしかに ウンドウをして タショウチンギンはあがるかもしれないが、そのためについ

やすジカンは、そのジカンはたらいていたら どのくらい　かせげたかをかんがえるとど

うなのかと。ケッキョクシホンカがはらったりするんだろうけど そのキギョウはシキン

テキによわる。それはロウドウシャにとってどうなのか。ソレンのようにセイコウした、

する、かもしれないが、キョウソウではうまくなかった。いいコウエキができないとな

れば、その、シホンカ、キギョウはよわっていく。それだったら、すぐにしごとをしろ
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と。そういう、マルクスのキョウクンはいかしたい。

キョクロンすると、ハンセイするまもないのだ。だから、コンサルタントなんだ。コンサ

ルタントになりたきゃケンキュウするといい。でも、ゲンバがダイジじゃないかと。そ

れに、そのしごとのセンクシャもいる。レキシのケンキュウをしているようじゃニリュ

ウだと。シュウエキを　あげられるんならいいですが。

　

ニジュウイチ、『ア』ナナジュウシチ

　

ここしばらくかわらないが、「セイギ」っていうのが むずかしい。だれかがそれをシュ

チョウしても、いや、こちらが「セイギ」ってはなしになるから、それじゃしごとをす

るか とかなったり。「テロ」もそうだ。グンを だすのもそう（テロ）だろとか。しょう

がないからリョウイキにわけて、「セイギ」をイジするのかな。「セイギ」というオウみ

たいなのをたてて、それぞれやっていこうとするわけかな。でも、カクダイしようとし

たら たたかいになるね。

でも、うみにでで、コウカイジョウで「セイギ」をシュチョウできそうだ。カイゾクとか

いわれるだろうけど。そのジャクテンは、ショクリョウ。つくれればだけど、どっかから

かわなきゃならない。だからむずかしそうだ。イッパツあたればしずんじゃうし。それ

が「セイギ」としたら　もろい。だから、フツウは、「セイギ」の ジュンドをひくめて、

タイキュウセイを あげるのかな。うみじゃなくてもショウトツすれば、しんじゃったり

するわけだから。

　

ニジュウニ、『ア』ナナジュウハチ

　

ニホンジンがドリョクしたから センゴフッコウなのか、ガッシュウコクのドリョクでセ

ンゴフッコウなのかわからない。どちらもあったんだろうが。でも、センソウにかんする

つみぶかさがあれば、それなりのやりかたをするだろう。ニホンジンがセンソウにカン

する つみぶかさを ヒョウゲンしているのにはであったことない。あまり、そういう　ゲ

ンバを　しらないからか。やっぱり、セイカツがアンテイしてくると、「イショクたつて

エイジョクを しる。」というようにレイがダイジかもしれない。イレイもダイジだがほ

かにもダイジなことはある。センソウでのヒガイを　ベンショウしたり。でも、そうい

うのはやはり コジンでやるべきなんだろう。センソウにカタンしたんだろうから。サン

カしないことも できたはずだ。たしかにキョウセイセイは あったとおもう。でも キョ

ヒすることはできた。おおきくくくればだけど、ベツに くくらなくてもいい。コジンの

シュウゴウがシャカイなんだから。いまみてもそういうあぶなさはあるとおもう。でも、

センソウ、わたしにいわせれば「わるい」センソウだ。ヘイがにげられないんだから。そ

のハンセイをいかすなら、そういうキョクメンでもキョヒすることがダイジなんだろう。

センゴクのとき　みたいだったらしょうがないメンもあるが。
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ニジュウサン、『ア』ハチジュウ

　

エイキョウリョクのあるひとが、やすくて いいものをたべていたら、まねとかして その

やすくて いいショクリョウはタイリョウにショウヒされるかもしれない。

だから、たべものを ショウカイするテレビばんぐみでは、ジュウヨウなショクリョウで

なく、チュウカメン とかパン とかを シュザイするんだろうとおもってしまう。ヨウす

るに、チュウカメンとか パンはしなぎれしてもいいと、シュザイするひとはかんがえて

いるが、タブン、やきニクは しなぎれしては まずいとおもっているのでは。

そういえば、ナナジュウネンイジョウまえのセンソウは、ニホンジンが　ギュウニクを

たべはじめたからタイヘンだったという「すきやきセンソウ」ともいえるかもしれない。

カチクをきりくずすっていうのは ショミンにとってのセンソウである。さかなくって

りゃいいのにとおもってしまう。そういうセンソウがおこってはたまらない。だからと

いって まったくニクをたべないのはむずかしい。でも、そういう、ううしい とか、うま

い はモンダイだと。うしはノウギョウとか、うまはイドウにとかにやくにたつ。だから、

「ぎょい（しい）」がいいか。

　

ニジュウヨン、『ア』キュウジュウ

　

フクがやぶれたのでなおす。でも それは「シンカ」か。なおったらまぁ「イジ」なのか

もしれないが、かんがえかたによっては「シンカ」とかんがえられる。ブヒンコウカン

なら「シンカ」じゃないんだろう。でも、つくるサイショのダンカイでジョウブになっ

ているなら「シンカ」させなくてもすむかもしれない。でも、やはりレッカしていくん

だろう。マルクスのキョウクン（●ニジュウ、『ア』ロクジュウゴ）からいうとはやくな

おせだ。なおせるとはかぎらないが　なおしたホウがいいだろう。そのホウが ジョウブ

だろうしごみもでない。

　

ニジュウゴ、『ア』キュウジュウニ

　

やきニクというのはいいセンタクシである。しかし、なにをたべたらいいか というのが

ベンキョウブソクであればつきものである。だったらと　わたしはステーキをえらぶ。

あかみだけのホウがいい。よくかんがえればそれが わたしをつくったといえなくない、

ちいさいころたべにつれていって　もらったからだ。たしかに、やきニクをたべにいき、

ノウミソというセンタクシがあれば、ベンキョウもできるようになったかもしれない。

だが、ザンネンながらそういうセンタクをしなかったし、そんなものだとは しらなかっ

た。だからウンドウがよくできたというわけ。ガッシュウコクジンと たまけりやっても

あたりまけはしなかった。

ただ、こどもとたまけりして、ちょろちょろやられるとまけてしまうというケイケンが
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あるので、かならずしも、その、ジュウセンシャ、ホウシキをスイショウはできない。

ジュウセンシャ でもキドウリョクがあれば、ちょろちょろにまけないだろうか。ニクを

たべて、さらに はしりこみだろうか。

　

ニジュウロク、『ア』キュウジュウサン

　

からだをおおきくするというのでは、ハンバーガーというセンタクシもある。でも、ハ

ンバーガーをたべてユウメイなセンシュとかって いるんだろうか。はじめてたべたのが

ヨウチエンのとき、かみセイの テツドウレッシャの モケイがついてきていたくカンシ

ンした。サイキンは それが　マンガのキャラクターのしなものにかわっているようだ

が。ゲンジツより 　ゲンソウということだろうか。あるおおてハンバーガーショップは

ブンカテキだとおもう。わたしはニホンのマンガセイヒンより、ガッシュウコクのレッ

シャモケイのホウがいい。でも、そのかたのレッシャはむかしのなので、いまも ジッサ

イのテツドウにてはしっているわけではないとおもう。そういえば、それからジュウゴ

ネンくらいで、ガッシュウコクの　にしカイガンのテーマパークでそのてのミニチュア

レッシャにのった。トウキョウにある（これはちがうといえばチバにあるから ちがうの

だが）ガッシュウコクでキカクされたテーマパークにもおなじようなものが　あったと

おもう。そっちのホウをさきにのったかもしれない。ガッシュウコクのテーマパークで

は、そらの えだかシャシン（サンジュウメートル　かけるジュウメートルくらいあった

だろうか）、にえらくカンシンした。

　

ニジュウシチ、『ア』キュウジュウハチ

　

「シャザイガイコウ」がなぜモンダイか。センキュウヒャクヨンジュウネンごろのセンソ

ウは、あまりいいセンソウではなかった。よく、「タイショウがうちとられて、ヘイがカ

イソウした。」といういくさについての　キジュツがあるが、そういった、カイソウ（ヨ

ウするに「にげる」だ）が　しにくいセンソウだったからだ（●ニジュウニ、『ア』ナナ

ジュウハチ）。ヘイはトウゼンキュウヨをしはらってもらいたいし、タイショウがうちと

られたら、キュウヨがみばらいになるカノウセイがあるから、にげる。しかし、カイガ

イで、もしくは、カイジョウで、センソウしていると、しらないトチやうみだから にげ

にくい。だからよくないセンソウという。タブン、ホンドケッセンというのはヘイがに

げるだろうから むずかしかったんだろうと おもう。センソウはセンソウで かちまけが

あるわけだから、それはガイコウでどうにかすればよい。「シャザイ」すべきはヘイのホ

ウにで、よくないセンソウをしたことについてあやまればいい。ベツに グンのナイキな

どについてはガイコクにあやまることではない。あやまるあいてが ちがいますよと。

ただ、そういう、ゴカイの ゴカイが ガイコウに エイキョウをおよぼしているともおも

う。ま、ヘイに あやまったのならガイコウすればともおもう。だれのかんがえはともか

く「シャザイ」、ガイコウ、なんだから（「シャザイ」してガイコウすればよい）。そのカ
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ンテンからいうと、ガイコウがすすまないことがヨソウされるが それなりのたちばのひ

とが いわないと いけないんだろう。

　

ニジュウハチ、『ア』ヒャクヨン

　

チツジョと ブンカどっちがダイジだ。サンわりのブンカとナナわりのチツジョでどうだ

ろう。それくらいだと チョウド キンムビとキュウジツテイドのわりあい。でもキュウジ

ツを ブンカにつかっているってあまりきかないけど。やくわりで わけてしまうとサンわ

りのブンカジンになるんだろうか。でも、ヒセイサンジンコウもだから、ニホンでいう

とサンゼンロッピャクマンニン。これだけのかずだと、ブンカジンっていってもちょっ

とわからない。かくれたブンカジンがケッコウいるとか。ただ、あまりにブンカテキな、

シャレた、キカイとかがふえちゃ こまるとおもってしまう。

サンわりがた エラーじゃ イライラするかな。そうだ、キカイにもキュウジツをあたえれ

ばだ。ちょっと チツジョをふやさないとイライラするかな。ま、ブンカテキなセイヒン

をえらばなきゃいいのか。ま、ひとでも、チツジョのあるブブンとブンカテキなブブン

というように なんわりとかの　わりあいでなくみるのが　ありそうではないだろうか。

　

ニジュウキュウ、『ア』ヒャクゴ

　

ジョウホウがおかしいほうが、ものがおかしくなるよりいい。でも、デンサンキ、なん

て、デンキとジョウホウでうごくというと、ニンゲンの シンシンのレンカンににている

かも。でも、おかしいのは ジョウホウだと。ものがおかしいならコウカンしてになって

しまう。ジョウホウで うごくブンをすくなくすれば、ものとしてはまともになるかもし

れない。だから、セイヨウがダイジだったり。

ま、ニホンジンのショク、たべること、なんて、むかしからそんなにかわらなかったん

だろうが、メイジにはいってちょっとかわり、いまもかわりつづけているんだろう。つ

まり、ニンゲンをコウセイするのに、むかしとちがうブヒンを つかいはじめたというこ

と。だから、ニジュッセイキのセンソウは「すきやき」トウソウだったんだろうっておも

う。でも、たしかに そういうギュウニクをきりくずしたりしているから ニホンジンはタ

イカクがよくなったんだろう。いつまできりくずしつづけるのか　わからないが、まぁ、

そういうジダイだ。センソウじゃないんだけど、きりくずしつづけるって。ヨーロッパ

では、キンダイまえからのながいセンソウでうしをきりくずしたんだろう（●ニジュウ

サン、『ア』ハチジュウ）。それをヘイジにまねしなくても いいのにとおもう。それで、

ノウギョウに キカイうしとかをつかってるんじゃ ネンリョウダイもかかるだろうな。そ

こにキンダイノウギョウの　よわさがある。

でも、いまシジョウにでまわっている、ギュウニクは、ガッシュウコクセイがおおい。

つまり、えらんだりしなければ、ガッシュウコクのセイブンをセッシュすることになる。

だから、いってみると、ギュウニクをたべるとガッシュウコクジンにちかづくことにな
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る。そういうわけだから、ガッシュウコクぎらいなら、ギュウニクをたべるべきではな

い（ニホンのデントウシュをデントウヨウチクされたギュウニクもあるだろうが）。そ

れは、ケンカになるからだ（ロクジュウサン）。サイアクあなたのからだが センジョウ

になる。もっというと、あなたがベイチュウタイリツを しんじるなら、そのどちらでそ

だてられたニクやノウサンブツをたべるべきではない。それか、どちらかシジするほう

のニクやノウサクモツをたべればよい。どうせケンカになるのだから。そういう「ジミ

ントウタイシツ（●ジュウハチ、『ア』ロクジュウサン）」をつくってきたのがセンゴナ

ナジュウネンだ。そのジミントウタイシツを やめられるかといったらなかなかむずかし

い。ま、さかなと こめくってりゃなんだけど、ニクをたべてしまったり。だから、ジミ

ントウがタイショウする。でも、シュギテキにドクリツをめざすのなら つよいシンネン

で、ガッシュウコクセイのセイブンをたべなきゃいい。サイキンは、チュウゴクセイも

ふえたからきをつけないと、ジーツーロン（ガッシュウコクと　チュウゴクのツゴウで

コクサイシャカイがシンコウするというシュチョウ）がテンカイしたら、からだのなか

にカットウをためこむことになる。だから、イシキテキに、ホントウにキケンかどうか

はともかく、セイジシュギテキにチュウゴクセイヒンをたたく。それがよくいるニホン

ジンだろう。なぜならジミンシュギを、すくなくとも、やめたくないから。だから、ダ

イブツシュギテキなひとがチュウゴクセイのノウサンブツをたべるのはモンダイないが、

むずかしいおおきな ワゴウを からだのなかにかかえこむことになる。でも　それはむず

かしいカダイだから、わたしはセイヒンをセンタクしようと　おもっている。

　

サンジュウ、『ア』ヒャクロク

　

すくなくとも「ジミントウタイシツ（●ニジュウサン、『ア』ハチジュウ、ニジュウニ、

『ア』ナナジュウハチ）」でおさえたい。なにしろこどものころに、ユウメイハンバーガー

テンでハンバーガーをかってたべた。それからちょっとあったが、そういうセンタクを

したのだ。しかたない。でも、ユウメイハンバーガーテンがうりあげをへらしていると

きくと、チュウゴクセイのザイリョウをつかっていたのが きいているとおもえる。やっ

ぱりすくなくとも「ジミントウタイシツ」にあわせないと。

ま、ジキュウリツを あげられるようにとがんばれたらいい。なぜなら、ジキュウリツ レ

イ はニホンジンのおわりだからだ。たしかに、コクセキなどのジョウホウはのこる。し

かし、ニホンジンっぽいセイブンがないとなると ニホンジンの・・・である。いまのと

ころ、ジミントウがキンコウテンなんだろう。そのリョウタンもある。ドクリツ、キョ

ウチョウと。でも、ゲンジテンでジキュウリツ ヨンジュッパーセントだから むかしとく

らべてニホンジンのかずが ロクわりへっていることになる。まぁ、ジンコウがふえすぎ

たのかもしれないが。

　

サンジュウイチ、『ア』ヒャクキュウ
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シャシンをとるときに、なんかいったりすることがある。「チーズ」なんていわれてもお

いしそうなかおすればいいのかと。でもサイキンになって、ポーズ（ふたつの ドウオン

ゴがあり、どちらかはわからないが）といっていたのが、シャレというか、テキになっ

て、そういうようになったと。

「バタバタ」するとか「ドキドキ」するっていうのもよみといてみると　おもしろい。ゼ

ンシャは、おいしいコケイタイのショクヒンと、センソウでつかわれるもので、コウシャ

は、エイゴの　なまりだとおもう。「なつバテ」というのもなつのホウゲキ（タイホウを

うつ）ってことでしょ。だから「しちゃった」だったら、「あついのにゴクロウさん」だ。

「バター」か「タイホウ」かってなんのことかとおもっていたら、「バター（ビーユーティ

ティイーアール）」か「バッテリ（ビーエーティティイーアールワイ）」かというダジャ

レだった。ま、ギロンはあったのでしょうけど。そこから、「バタバタ」するになったの

でしょう。

　

サンジュウニ、『ア』ヒャクジュウゴ

　

きのうに てがみをおくることを かんがえたり、あしたなら ジョウケンシダイでタッセ

イカノウだ。だが、きのうのジブンがいないからとどかないだろうとか。ジカンってい

うのはウンドウリョクなんだとおもう。だからイチ「ロコモーティブ」ではかれると。そ

ういうのはむかしからで　チキュウのカイテンではかっている。そこまでおおきなウン

ドウだと　なかなか　イチニチすすめるのは タイヘンだがまぁ、イチニチたつだろう。

ま、ひかりなんかでおなじようにかんがえている。

てがみはむずかしいが、デンシジョウホウならおくれそうだ。ジョウホウ、デンキ は チ

キュウのウンドウよりはやい。しかしどこにおくるかとおもう。きのうにおくっても、あ

したにおくっても、ジュシンソウチがなければうけとれない。

ジカンっていうのが ウンドウだとすると、カンゼンにセイシしている　なにかでは ジカ

ンがすすまない。しかし、ザンネンながらそういうなにかは みつけにくいんだろう。ウ

チュウだったら なにかにひきつけられたり。うごかないっていうのがフカノウだから、

ニンゲンはやがてしぬと。

　

サンジュウサン、『ア』ヒャクジュウシチ

　

ゲンダイシャカイの モンダイは ノウギョウセイサンをタンジカンで　おわらせて ジカ

ンができたということだ。そのヨカというかをどうすごすか。ホンは むかしからあるが、

それをよんでヨカをすごすではなくて　コウギョウセイサンしようとか。コウギョウセ

イサンすれば　ゲンダイと　にたようなセイカツなんだろう。いまは、コウギョウチュ

ウシンなんだろうか。だから、サンギョウカクメイって。でもコウギョウセイヒンはた

ベられないわけだから。コウギョウセイヒンを あまりかわなければむかしっぽいセイカ

ツができるんだろう。
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サンジュウヨン、『ア』ヒャクジュウハチ

　

「モータリゼーション（ジドウシャ シャカイ カ）」。くるまがあればいろいろなものがか

いにいける。だからくるまをかう。でも、そういうみせにいってみても、ほしいものは

かえなかったりする。じゃ くるまはヒツヨウかとなる。セイカツがかかっているような

ひとが くるまをつかう　でいいのでは。アンガイかえないものはおおい。だからエンポ

ウからおくってもらう。「モータリゼーション」より「デリバライゼーション（ウンソウ

シャカイ カ）」だ。くるまより デンサンキにかねかけたホウがいいとおもう。

　

サンジュウゴ、『ア』ヒャクニジュウ

　

サイキン、コウゾウシュギテキというかになってきた。わかいころは、ゲンバのコウド

ウをみてかんがえるとかだったが、いまはコウゾウシュギテキだったりする。そのシテ

キする「コウゾウ」がまとをえていなくても、すくなくともわたしの「シンリコウゾウ」

にはある。だからこそ、ゲンバのひとこととしてはいいんだけど、コウゾウにひびきそ

うな ことばはさけたりする。トクになにもないがいいとおもう。もっというと、しらぬ

がほとけである。

　

サンジュウロク、『ア』ヒャクニジュウロク

　

いまおもうと、ガッコウっていうのは、まなぶ「なかみ」がダイジなのでなくて、まな

ぶ「シセイ」をタンレンする ばなのだとおもう。ホントウに まなびたいことは それぞ

れちがうわけでそういうのを イッコイッコやってられない。ただ、まなぶ「シセイ」を

タンレンしておけば、ジブンで まなぶことができるということだろう。

ただ、「なかみ」をジュウシしてしまうと、あとで わすれたりするてまがかかるようにな

る。いらないチシキだったりするからだ。だから、ホントウにヒツヨウそうな、イッカ

モクだけ、たとえばコクゴとか、まなぶとかでいいんだろうとおもう。

　

サンジュウシチ、『ア』ヒャクニジュウシチ

　

なぜ、かみをちゃいろくするのか。タブンそれは、「ジユウ」のあかし、もしくは、「ジ

ユウシュギシャ」のあかしで、それがニジュウネン、サンジュウネンつづいている。ヘ

ンないいかたをすれば「ボウメイ」みたいなもので、いまでもイッテイスウ「ボウメイ

シャ」なり「ジユウシュギシャ」がソンザイする。みてわかるからいいが、サイキンの

わかものはそういう　トウショの こころざしみたいなのをわかっているかギモンだ。な
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んとなく「ボウメイ」してしまうのだろうか。トウショはガッコウで キョウシたちと た

たかいながら タッセイしたみなりである。

　

サンジュウハチ、『ア』ヒャクニジュウハチ

　

センシンコクビョウ（●『ア』サン）とはセンシンコクにおける、トウルイ（さとうな

ど）のケツボウである。どうしてもみなみにむきがちだ（トウルイがとれるから）。さら

に、ネンリョウももとめたりする。そういうシゲンをめぐって　あらそったり。うまく

セツヤクしながらやっていけばいいが。

　

サンジュウキュウ、『ア』ヒャクサンジュウハチ

　

サイキンは、かんがえたりするブブンを、「あたらしいノウ」、ドウブツテキなブブンを、

「ふるいノウ」といっている。よのなかには、「サノウ」と「ウノウ」といういいかたがあ

るようだがまぁ、そうよんでいる。あまり、「あたらしいノウ」がカッパツだと、ねれな

かったりする。そういうときは、「ふるいノウ」をカッセイカさせるようにこころみたり。

　

ヨンジュウ、『ア』ヒャクヨンジュウシチ

　

やっぱりジユウって ダイジだとおもう。シッパイすることは あるけど、シッパイをくり

かえしたくないだろうし。laissez faire（ジユウホウニン［●ジュウ、『ア』ヨンジュウサ

ン］）でいいんだと。なにかをえらばせることもできるが、やっぱり すきなものが すき

だったりするわけで。ジブンでなにができて なにができないかが わかるだろうし。ジブ

ンのしごともみつかるだろう。ただ ながしているとジカンをうしなったりする、わたし

がそうだった。でも それもガクシュウだし。

　

ヨンジュウイチ、『ア』ヒャクヨンジュウキュウ

　

ヒャクネンまえぐらいは、「レンガづくり」のたてものでシッパイして、ヨネンまえくら

いは「ゲンパツ」でシッパイしたのではないだろうか。たしかにいいセイヒンなのだろ

うが、ジシンにはよわい。また、「シッパイ」したセイヒンをうごかしそうだが。

　

ヨンジュウニ、『ア』ヒャクゴジュウサン

　

マルクスはシホンカによる「サクシュ」があるといったらしい。その「サクシュ」をふ
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せぐためにレンタイするのは、タブン ソレンのがんばりからもたしかなんだろう。しか

し、ロウドウシャがすぐにでもシホンカに　なれるかといったらむずかしい。それはそ

ういう、かねをウンヨウするドリョク とかについて シホンカのホウがはやくとりくみ

はじめたからだ。だから、シホンカがロウドウシャになるのもむずかしい。それは、ロ

ウドウするドリョクはすでにロウドウしている ロウドウシャのホウがはやくとりくんで

いるからだ。ケッキョク、マルクスとそのエイキョウがあったひとたちは なにをしめし

たかというと、「はやくドリョクしたひと」が　ほかのそうでないひとよりもユウリで

ある。ということではないだろうか（●ニジュウ、『ア』ロクジュウゴ、ニジュウヨン、

『ア』キュウジュウ）。わたしはそれを マルクスのキョウクンとよんでいる。

　

ヨンジュウサン、『ア』ヒャクゴジュウゴ

　

なぜ、ニホンジンはエイゴができないといわれるのか、ふたつおもいついたことがある。

ひとつは、ガッコウで「アイプレイ ギター」とか いいカゲンなエイゴをいうようにうな

がされること。「アイ プレイ ギター」ならまだいいが、「アイプレイ ギター トゥデイ」

だったら、ホントかよってなる。「おまえ ギターもってなかったよな」って。そういうう

そつきエイゴばっかりやっているものだから いやになっちゃう。わたしもギターをひく

ようになりましたよ、ならさせられた、かもしれない。ただ「ウェル」かどうかはわか

りませんが。でもまだ、テニスはやっていません（●ゴ、『ア』ニジュウニ、ロクジュウ

ニ）。やろうとおもっていますけど。うそつきになっちゃうからね。

もうひとつが、よむことをジュウシすること。どういうことかというと、ジブンのいいた

いことをワエイジテンでしらべて いうのではなく、エイワジテンばかりをリヨウするこ

とをすすめられる ということ。たしかに、よむのにかずをこなしていけば、しらべたタ

ンゴを うまくつかっていうことができるのだけど、そのドリョクはジュウネンとかかか

る。それに　よまされるホンがジブンのカンシンにあっているともかぎらない。でも、う

まくつづけると、よむのはできるようになりますね。リョウをこなすっていうのが、ニホ

ンジンのゴガクシュウトクホウなんでしょう。わたしも　シンブンよむのにジュウネン

くらいエイワジテンをひきまくりましたよ。まぁ、いいエイゴのジュギョウとは、「わた

しはユウシュウな ロウドウシャに なります」とかエイゴでいわせることかもしれない。

　

ヨンジュウヨン、『ア』ヒャクゴジュウロク

　

「ショウヒシャ」ということばがあるが、「ロウドウシャ」とか「シツギョウシャ」のし

たに「ショウヒドレイ」カイキュウがあるようにおもう。わかりやすいレイでいえばア

ルチュウとか。さけのショウヒを やめられず、また、ドをこしてさけをかってシャッキ

ンつくるとか。ほかのものでもそうだ。そういう「ショウヒドレイ」カイキュウにはな

らないようにしたい。シツギョウシャは さらにシツギョウしないが、そういうカイキュ

ウにおちるかもしれない。
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ヨンジュウゴ、『ア』ヒャクゴジュウキュウ

　

センゴ、ニホンジンは「ジミントウタイシツ（●ジュウハチ、『ア』ロクジュウサン、ニ

ジュウキュウ、『ア』ヒャクゴ、サンジュウ、『ア』ヒャクロク）」になっていった。パン

ショクしかり、ギュウニクしかり、オレンジしかり。これらのショクリョウは ベイコク

サンだから、ヨウするにニホンジンのからだが、ベイコクサンで あるテイドコウセイさ

れるようになったということ。それを「ジミントウタイシツ」という。だから、ソレン

ががんばっていたレイセンキ、ソレンセイのノウサクモツをたべていたら、ガッシュウ

コクセイのセイブンとカットウをおこしただろうし、チュウゴクが　がんばっていると

き、チュウゴクセイをたべれば、やっぱりガッシュウコクセイのセイブンと カットウを

おこす。いまはセンタクシがあるから、ニホンセイをたべるのもよいし、ガイコクセイ

をたべることもできる。しかし、ながねんジミントウタイシツで やってきたことを わす

れてはいけない。イジならガッシュウコクセイだ。カットウがありそうなうちは そのチ

イキでつくられたたべものは ひかえたほうがよいとおもう。

　

ヨンジュウロク、『ア』ヒャクロクジュウ

　

なんかのやくについているひとを、「サービスマン」でなくて、「サービス パーソン」と

いうかんがえかたがある。「マン」だと おとこだから おんなにそうよぶのはということ

で「パーソン」にするようだ。しかし、それにもモンダイがある。「パーソン」の「ソン」

はむすこだからむすめがふくまれないのではないかと。で、「パーパーソン」といっても

ずっとモンダイがつづく。だから、「パーチャイルド」ならいいんじゃないかと。でも、

「チャイルド」じゃない。しりません、わたしは。

　

ヨンジュウシチ、『ア』ヒャクロクジュウイチ

　

しゃべるはやさが はやいホウがしごとがはかどっているといえないか。セツメイなんか

も、しゃべるはやさがニバイなら、ニブンのイチのジカンですみ、ほかのしごとができ

る。ながいといわれるカイギもサンバイのはやさのしゃべりなら、サンブンのイチのジ

カンでおわる。それなのになぜ ガッコウに、ニバイソクコースとかサンバイソクコース

がないか。おしえられるひとが いないのかもしれない。

　

ヨンジュウハチ、『ア』ヒャクロクジュウニ

　

「われおもうゆえに われあり。」というひとが いたらしいが、わたしは「われあるくゆえ
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に われあり」とおもう。ニンゲン、あるかなかったらあたらしいハッケンはない。ホン

をよんだり、デンブンに ふれたりするのもおおきなイミでの「あるく」だ。あたらしい

ハッケンがないとシコウはほとんどおなじことのくりかえしだろう。だから、シコウを

すすめたきゃあるきなさいとなる。「あたらしいハッケン」をすればかんがえるから、デ

カルトフウに、われあり、となる。

　

ヨンジュウキュウ、『ア』ヒャクロクジュウサン

　

「ジュウリョク」というのは そもそもないのだとおもう。じゃあなぜ　りんごが きから

おちるんだという。それは カイテンのチュウシンに　むかうちから だと セツメイする。

チキュウが ジテンしているカイテンジクのチュウシンにむけて うごいた と いえるだ

ろう。それをわたしは「うずまきリョク」という。しおのうず（うみの）のヨウリョウ

だ。そうすると、なぜチキュウや カセイなどのワクセイが タイヨウのまわりを　まわる

かセツメイでできる。つまり うずをまいている ということだ。でも それじゃワクセイ

は タイヨウのホウに イドウして ぶつかるじゃないかというかもしれない。しかし、タ

イヨウは エネルギーというかひかりをはなっている。そのひかりのちから、おもさとい

うか、でキョリをたもてる。だから、タイヨウがエネルギーをハッしなくなったら、そ

れを「ブラックホール」というかもしれないが、チキュウをはじめ、タイヨウケイのワ

クセイは、シダイにヘンカしたタイヨウに ちかづきショウトツしてしまうだろう。つま

り、「りんご」もチキュウの ジテンにヒッテキするちからがくわわればおちない。ただ、

それがないだけだ。だから、チキュウのジテンがなくなれば、ひとはチュウにうくよう

になるだろう。でも、ニュートンのジダイには、テンドウセツがまだはばをきかせてい

て そういうことをいいづらかったのだとおもう。だから、ダキョウとしての、「ジュウ

リョク」だったのではないだろうか。もっとも わたしはニュートンについてくわしくな

いので、ジカンがあったら しらべようとおもうが、ニュートンがどうかんがえたかは セ

イカクにはわからない。

でも、こうかんがえるようになって、なぜ ワクセイが カイテンするのかというなぞがと

けた。「かみ」の なせるわざだとかかんがえなくてすむようになった。

　

ゴジュウ、『ア』ヒャクロクジュウヨン

　

「あるくゆえにかんがえる（●ヨンジュウハチ、『ア』ヒャクロクジュウニ）。」ホンをよ

むのもおおきいイミではそうだ。おなじホンを なんかいもよむのと、よむたびにちがう

ホンを よむのでは ケッカがちがってくる。モチロン、おなじホンをよんでも イゼンと

ちがうカンソウをもつことはあるだろう。しかし、「かんがえる」、「ハッケン」というサ

ギョウからいうと、ちがうホンをよんだほうが、それらはおおくハッセイするだろう。

この「ハッケン」なり「かんがえる」を「ノウトウ（あたまがうごく）」するということ

にする。ノウトウするとシンカするかんじだから、シンカをおさえたければ、サコクと
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か、セキショをもうけたりするのが ユウコウだろう。ただ そのドがすぎてしまったのが

えどジダイだろう。ショガイコクとさがついてしまった。シンポのないヘイワとはおそ

ろしいものだ（ここちいいような きもするけど）。だから わたしもノウトウさせている。

　

　

　

ゴジュウイチ、『ア』ヒャクロクジュウゴ

　

ニンゲンの「ノウトウ」は ケイソクカノウである。デンジケイでもシツモンシでもいい。

それで はかられたブンだけハッセイしていることになる。ところで、ニンゲンそのもの

については、タヨウセイがあるとされる。あるテレビばんぐみをみて、「わらいごえ」も

イッショにながされることがある。タブン、「おおきな、シャカイセイがたかい」わたし

なら そのとき わらうんだろう。しかし、「ちいさなジコシコウの」ジブンは そのとき わ

らえなかったりする。テレビばなれがなされている というから、「ちいさな」ジブンがつ

よいのかもしれない。ゲンダイは、キョウツウセイより タヨウセイがシコウされている

のかもしれない。たしかに、ユウメイカシュがうたっていた。

　

ゴジュウニ、『ア』ヒャクロクジュウロク

　

ガッシュウコクセイの ギュウニクをたべ、ガッシュウコクセイのこむぎをたべるひと

は、ジミントウタイシツ（●ジュウハチ、『ア』ロクジュウサン、ニジュウキュウ、『ア』

ヒャクゴ、サンジュウ、『ア』ヒャクロク、ヨンジュウゴ、『ア』ヒャクゴジュウキュウ）

といえるだろう。ジミントウは、「ニチベイアンポ」をすすめたし、ガッシュウコクセイ

のギュウニクや こむぎを ユニュウするようにした。あるハンバーガーや（それもガッ

シュウコクキギョウのケイレツだ）もやっぱりうけている。その「ジミントウタイシツ」

のひとは、たべものが、ガッシュウコクジンとにかよっているゆえに キンジセイをもつ

だろうと。たしかに イデンシはニホンジンだろうけど、からだをつくる ブヒンが ガッ

シュウコクセイもまじるということだ。サイキンよくみる、セッケイはニホンでやって

いるが、セイゾウは ガイコクというセイヒンににている。だから、ガッシュウコクのひ

ととケンカしにくいだろう。サイキンは、チュウゴクセイのたべものがあるから、「シン

チュウゴク」タイシツのひともいるだろう。そういうタイシツのひとも、やっぱり　チュ

ウゴクジンとケンカしにくいだろう。

　

ゴジュウサン、『ア』ヒャクロクジュウシチ

　

だれがどうした、とか なにが どうした、とか、そういうジョウホウはダイジだろうか。

タブン、カンシンの あることがらについてはしりたいんだろう。しかし、カンシンのな
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いことについてはしりたくない。その「しる」についての「センタク」は アンガイむず

かしかったりする。テレビだ ラジオだつけていても、カンシンのないこともホウコクし

ていたりする。それならと「ダツチ（しらない、わすれるなど）」することもできる。ヨ

ウするにホウコクをうけないだ。

なにが どうしたといっても、それはだれかのケンカイであって、トウケイテキにユウイ

（トウケイガクテキにただしい）といえるなにかであっても、はずれチ（かたよっている

あたい［ばあい］）があるわけで、わたしのケンカイではないから、あえて、しらずに、

ジブンでなにかをカンサツしたりして、ジブンのケンカイをもつことをしてもいい。だ

れかの、ケンカイがダイジなわけじゃないから、そういうのを「ダツチ」すると、だれ

かのかわりにロンソウするみたいなのが へっていいとおもう。

　

ゴジュウヨン、『ア』ヒャクナナジュウヨン

　

ひらがなはまるっこくて かわいげがある。しかし、カンジはどちらかというと、チョク

センテキで トシテキな かんじがする。チュウゴクのレキシテキトシは、チョクセンを

コウサしたりで ほぼシカクにコウセイされている。ジョウヘキを つくるうえからもそう

したセッケイに なるのだろう。だから、そういうかんがえかた、ブンカがカンジをハッ

テン させたりしたのだろう。しかし、ひらがなは むかしニホンもチュウゴクのチョクセ

ンテキトシのようなトシ、ヘイジョウキョウ、ヘイアンキョウをつくったにもかかわら

ず、できあがった。それからかんがえると、ニホンのばあい、トシのシハイとかブンカ

がチュウゴクとくらべ、よわかったのではないかと。ゲンダイになって、チホウブンケ

ンなんていうけど、むかしは それができていたんだとおもわれる。

　

ゴジュウゴ、『ア』ヒャクナナジュウゴ

　

サイキンになっておもうのは、「ジコジツゲン（マズローハクシ［ガッシュウコクのシン

リガクシャ］のいうもの）」というのがゴカイされていて、ゴヤクだったのではないか と

いうこと。ダイタイこのことばをきくと、ジブンのやりたいことを タッセイするという

ようなイミでとらえるとおもう。しかし、わたしは、そういうことじゃなくて、ジブンの

やりたいことをやりつつ、かつ、それが タシャにも リエキになるということでは　ない

かとおもう。それってむずかしいから、マズローハクシはタッセイダンカイの ジョウイ

に それをおいたんだろうとおもう（ほかには、たべものにフジユウしないダンカイ、タ

シャにショウニンされるダンカイなどがある。）。だから、ジブンのやりたいことをやっ

ただけでは、その、ジコジツゲンとはいえないのだとおもう。たしかに、ジブンのやり

たいことをやるのは、そのタッセイカテイの イチブだ。しかし、どうもゲンロンテキに、

「ジブン」のことばかりキョウチョウされていたとおもう。だから、ヤクのイミとしては

「ジタジツゲン」なんだとおもう。ゴカイのないようにヤクせばそうなる。
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ゴジュウロク、『ア』ヒャクナナジュウロク

　

なぜかチュウカそばを たべたくなったりする。ニホンのチュウカそばは ほとんどエイヨ

ウがない（レイガイテキにチャーシューがある［そんなにやすくなかったりする］）。そ

れなのにである、レイセイにかんがえると ギュウドンやに いったほうがいい。しかし、

なぜかたべたくなってしまう。まぁ、しるが よいのだろうか。しかし、ニクじるのぬけ

たニクと　ニクジルならニクジルのぬけたニクをえらぶはずだ（●サンジュウサン）。し

かし、ニクじるが　いいときもあるということか。

いや、ニクじるのうまさにユウワクされているんだと。きをつけないといけない。ただ、

マイニチたべたいわけじゃないので、たべたくなったら　たべたらとおもう、わたしは、

マイニチたべていたジキもあったが、さすがにやせた。

　

ゴジュウシチ、『ア』ヒャクハチジュウニ

　

ヨーロッパでは、シュウキョウカイカクなどで ひとのあつまり というかがばらけた。そ

のゴ、センソウをしだした。このシジツからいえるのは、ちがうとかベツだといいはじ

め そうしてしまうと、「ベツもの」だからとフンソウになってしまうことがある。という

ことだ。だから、ヨーロッパは、もうイッカイゴウイツしようとしている。それはただ

しいとおもう。ニホンでは、ドウシュウセイとかいうが、やっぱりしっかりしないとセ

ンゴクジダイのようになりかねない。「ちがう」とか「ベツ」にはチュウイしなくてはい

けない。

　

ゴジュウハチ、『ア』ヒャクハチジュウサン

　

「あるくからかんがえる（●ヨンジュウハチ、『ア』ヒャクロクジュウニ、ゴジュウ、『ア』

ヒャクロクジュウヨン）」、かんがえるとドクトクのイケンを もったりする。それをセイ

ヒンにすればドクトクのセイヒンができる。だから、ヘンカをもとめないとなると、「サ

コク」や「セキショ」をつくるのがいいホウホウであろう。つまり、イドウにセイゲン

をかける。まぁ、えどのころにやってたんだろうけど、そのおかげで、ブブンテキには

ヘイワだっただろうが、コクサイテキにみるとよわくなってしまった。ケッカとして ギ

ジュツなどを ユニュウしてがんばろうとしていたのだろうが、まぁ、カットウになって

しまった。やっぱりあるかないとだめなんだ といえるだろう。しかし、ヘイワなジダイ

にはきらわれるかもしれない。なにか センモンテキな しごとをしているとなかなかある

くジカンがなかったりする。でも、あるくようにしたホウがいいだろう。

　

ゴジュウキュウ、『ア』ヒャクキュウジュウニ
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なぜ、セイヨウでは ドソウで ニホンでは カソウなのか。タブン ニホンではごみをやく

から ごみドウヨウに ニンゲンもやかなければならないのでないか。だから、ごみをやい

たりしなければ、ニンゲンも やかなくていいのかもしれない。たしかにムダにやいてい

るきもする。ごみをださないことがダイイチだが、うまくジュンカンさせられるものは

ジュンカンさせればいい。ジュウネンくらいまえから、もえるごみとサイセイさせるご

みとかに わけるサギョウをしているが、もやすごみはへったんだろうな。ヘンなことを

かんがえてしまった。カソウジョウでハツデンって。「まるまるさん、あのかたはばつば

つワットハツデンされましたよ。」「いやいや、まるばつさんは、ばつまるワットだから

まだおよびませんな。」とか。

　

ロクジュウ、『ア』ヒャクキュウジュウゴ

　

ニホンジンは「チョウジュ」といわれているが、ショクリョウのジキュウリツは ヨン

ジュッパーセント。カンサンするとハチジュウネンいきたひとの ヨンジュウハッサイブ

ンは、ユニュウということになる。だから、なんかのリユウで ショクリョウユニュウが

テイシされると、ニホンジンのジュミョウはサンジュウニサイにちかづいていく。それ

なら ユニュウにたよらずになんだがあまりうまくいっていないようだ。キカイものを

うって、「ジュミョウ」をてにいれるなんてまるで レンキンジュツだ。

　

ロクジュウイチ、『ア』ヒャクキュウジュウシチ

　

シコウをすればするほど、そのカテイの ロンテンがふえていく。そのすべてがただしけ

れば、「セイロン」といわれるのだろうが、まぁ、ケイトウジュテキにみれば、シコウす

るほどそのかずが ふえていく。ひとはかならずしも、ただしい といわれるケンカイをと

るわけで ないだろうから（まぁ トウケイの ユウイスイジュンみたいなはなし。カンタ

ンにいえば「ゴサ」があると。）、シコウもすればするほど、その、ギロンへの「シジ」が

へっていく、「シジ」がブンサンするからだ。だから、もっともユウシュウなシソウカは、

「おなじこと」しかいわないであろう。「セイジカ」は、シソウカ、とちがうかもしれな

いが、サイキンは「ニンキ」をもうけて、「セイロン」レースをする。なぜ「ニンキ」を

もうけるかというと、それイジョウ「セイロン」がつづかないのであろう。ゲンダイの、

コウホウ（ホウソウやシンブンなど）があるシャカイでは、なにもいわないのは むずか

しいし、あえて、「バキャク」をあらわさせてやろうと シツモンすることもある。こうし

た コウホウジンのシツモンに「シジ」をおとさずにこたえられるのは、ながくてヨネン

なんだろう。つづくとハチネンと。だから、まるまるハクシがそういっていたとか、まる

ばつセンセイの セツではとかいえばながもちするかもしれないが、いまのジダイ、その

まるまるハクシがシジをしなければ セイロンじゃないとなってしまうかもしれない。だ

から、むかしのことばとか、しんでしまったひとがいっていたことばをいうのかな。「セ
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イロン」レースはきょうもつづく。

　

ロクジュウニ、『ア』ヒャクキュウジュウハチ

　

ニンゲンには、「ふるい」ノウと、「あたらしい」ノウ（●サンジュウキュウ、『ア』ヒャ

クサンジュウハチ）があるとおもう。カイボウガクテキには、「あたらしい」ノウは「あ

たらしい」とされているようだ。では、「あたらしい」ノウはなにをしたかというと、そ

れまで、なかった、あたらしいものをつくったか、「あたらしい」ものをつかうために で

きたんだろう。あたらしいなにかが できたりするまでヒツヨウなかったんだから。まぁ、

「ショッキ（ドキなど）」なんかがイチバン はじめのころに つくられた ニンゲンのハツ

メイヒンではないだろうか。それ　イコウ、ことあるごとに ハツメイヒンが ツイカされ

いまにいたっている。みまわすと、ハツメイヒン だらけというところもあるんだろう。

「ショッキ」がさきにできたのか、「あたらしい」ノウがさきにできたのかはわからない。

しかし、いままでないものをつくっているうちに、「あたらしい」ノウができたとはスイ

ソクできる。いままでにないサギョウをするわけだから。そのできた「ショッキ」を つ

かうホウも やはりいままでしていなかった サギョウを するわけだからやっぱり「あた

らしい」ノウが　できあがる。そんなハツメイヒンがふえるごとに「あたらしい」ノウ

がふえていったと。まぁ「あたらしい」ハツメイヒンの ほとんどはホンシツテキには フ

ヨウだろうが、そうはいっても ジンルイシをヒテイできない。なぜなら わたしも、ハツ

メイしてしまうからである。

　

ロクジュウサン、『ア』ニヒャクサン

　

カガクというのは、エイゴで「サイエンス（エスシーアイイーエヌシーイー）」という。

ドウギゴに、「シザース（エスシーアイエスエスオーアールエス）」がある。これははさ

みで、キョウツウするのは、「きる」とか、「きりわける」ということである。「ブンセツ」

ということばがあるが、たとえれば、「ショウユ」を、「ショウ」と「ユ」にわけてしまう

ことだ。「ショウ」と「ユ」に　わけてかんがえる。それぞれをケンキュウして、さらに

「ショ」と「ウ」、「７」と「｜」にもわけてしまうのはありうることだ。で、それについ

て ロンじたとしても、それを わかるひととわからないひとに わかれてしまうから、「カ

ガク」は ひとをわけるともいえるかもしれない。

わかるひとと わからないひとが あらそいはじめるとタイヘンだから、「ケイモウシュギ」

とか、「ガッコウキョウイク」といってカガクのセイカをひとにおしえこんでしまう。「ケ

イモウ」や「キョウイク」をうけるひとも、よりおおくの、カガクのセイカをまなびた

いとかおもったりするから、また、ショトウキョウイクはともかく、よりよいキョウイ

クを　うけたい、うけさせたいといって、たかいかねをはらう こどもやこどものおやも

いるから、ケッコウ「ケイモウ」や「キョウイク」はハンジョウする。くにや ジチタイ

がトウチのソクメンがあるから、ヒヨウを、ショトウキョウイクではフタンするが、そ
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れイジョウに キョウイクを とおもうようだ。

　でも、よくかんがえれば、それは、だれかがみつけたり、かんがえたことだから、そ

のひとは それを しんじようがしんじまいが、そのひとジシンで、ハッケンするキカイ

をうばってしまう。たかいおかねをはらってまで、そのひとの「カガク」のキカイを う

ばってしまうことはわたしには あほらしくおもえる。だから わたしは、どうしてもコウ

トウキョウイクを というのであれば、そのひとがダイジにしてないブンヤを センタク

して リシュウすることをすすめる。それならば、ダイジなブンヤは まるで シゼンのよ

うに、てつかずでオンゾンされる。ムリヤリカイハツするヒツヨウはないのだ。そうす

れば、ゴヒャクネンおくれのニュートンみたいなひとや、サンビャクネンおくれのダー

ウィンみたいなひとがでてくるカノウセイがあるし、もっといえば、ゲンダイのだれそ

れがでてくるかもしれない。わたしも どうでもいいブンヤをセンコウしてよかったとお

もっている。

　

ロクジュウヨン、『ア』ニヒャクヨン

　

チュウゴクのレキシなんかでは、セントウにまけはじめと、ヘイがにげちゃったりして

いたとおもう。そういうのにくらべて、サイキンのセンソウは，ヘイがにげにくいんだ

とおもう（●『ア』ナナジュウハチ、ニジュウシチ、『ア』キュウジュウハチ）。むかし

だったらそれで タイショウが ころされたりしてイッカイおわり。イッカイまけちゃうと

ヘイも あつまりづらいだろうからキュウリョウもあがるんだろう。しかし、またつぎの

たたかいでもまけちゃうとまたにげるだろうから、そのトウスイ、オウだったり、のと

ころにはヘイがあつまりにくくなり、そのトウスイが ころされて おわりとなる。

　でも なぜ にげにくくなったか。それは、くにみたいのをキョウチョウしたり、「コク

セキ」とか「パスポート」とかつくったからだ。そういうのをやめちゃえば、ヘイはに

げられるから、「わるい」センソウでなく、「よい」センソウになる。

　

ロクジュウゴ、『ア』ニヒャクロク

　

サイキンおもうが、「セイギ」っていうのは、「ただしいこと」ではなくて、「ながくつづ

いていること」なのだとおもう。ながくつづくリユウがあるのだろう。それは、「おおか

たがみとめつづけた」という、ジジツ、シジツである。だから そういうものにとってか

わるというのは それなりのものでないと といえそうだ。だからわかもののウンドウを

「ガクセイウンドウ」というのだろう。ロンリテキなセイギが どれほどのものなのか。や

はり つづいているホウが、おとながかつのだろう。

　

ロクジュウロク、『ア』ニヒャクジュウ
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つづいているのが「セイギ」、つづけるのが「アイ」だとすれば、「セイギ」を「アイ」す

るのがただしいのだろうか。でも、コジンの「エン」っていうのもあることだから、レキ

シのみじかいものを「アイ」したりするだろう。でも、レキシのながいものでもみじか

いものでも、「アイ」することがコウヘイだろう。ただ どうしてもアイせないとか アイ

しづらい　なにかがでてくる。いわゆる「ごみ」である。そういうのを ださないように

とかおもうが なかなかむずかしい。たまに、「ごみ」といわれるようなもの、ですら「ア

イ」するひとがいるようだが、「アイ」がふかいとは、ひとはあまりいわない。でも、「ア

イ」とはそういうことだろう。だから、イッパンテキにいう「セイギ」とか「アイ」って

いうのは、いくぶんレッカしたものなんだろう。レッカするまえの「セイギ」や「アイ」

をロンじたり、シンポウすることを、「アイデアリズム（リソウシュギ）」、レッカしたあ

との「セイギ」や「アイ」をロンじたり、シンポウすることを「リアリズム（ゲンジツ

シュギ）」というんだろう。

　

ロクジュウシチ、『ア』ニヒャクジュウニ

　

わたしは、「シホンシュギ」というのは、それぞれのオーナーが、「わるいやつ」からザイ

サンを まもるために いろいろなクフウをしていこうとするかんがえとおもっているが、

そのひとつのレイとしてき（くだものがなる）のケイタイがある。「わるいやつ」は、「は

しご」をもっていないので、「くだもの」をとれない というソウテイである。くだものは

たかいところになり、みきのしたのホウはえだがない。そういうケイタイが　おおいと

おもう（●ハチ、『ア』ニジュウキュウ）。きがさきか、シホンシュギがさきかはわから

ない。それをわたしは「シホンシュギのケイタイ」とよぶ。そのシホンシュギの ケイタ

イに ニホンの ネンレイベツジンコウコウセイズが にている。いってみれば、ショウシ

コウレイカはシホンシュギだからしかたない、といえる（しかしあるカンサツでは、し

たのホウが さかえることもカノウなようだ。ただ、ニンゲンが あたらしい「シホンシュ

ギ」のケイタイになれるヒツヨウが ありそうだが。）。つまり うえのホウがさかえている

のだ。ま、わかいひとのカンシンは、「み」がおちてくるかというところだろうか。

　

ロクジュウハチ、『ア』ニヒャクニジュウ

　

ひとはまねることを こどものうちにおぼえさせられる。もし、おぼえなかったら、イシ

ソツウはできないであろう。なぜなら、まねるノウリョクをつかって、ことばをききと

り、しっていることばとショウゴウして、そのイミをしるからである。だから よく イ

シソツウするにはことばを　まねできなくてはならない。だから ブンをよんだりエイゴ

のジショを　しらべたりする。それなら、よみあげるニカコクゴのシィディ、「すいか

ウォーター メロン」などと いろんなゴについて エンエンととくものがあればエイゴは

フトクイでなくなるとおもうがどうだろう。
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ロクジュウキュウ、『ア』ニヒャクニジュウニ

　

「ジユウ」はタイセツ。でも「ヘイワ」よりタイセツかはわからない。「ヘイワ」なときは

「ジユウ」はそれほどヒツヨウなかったりするかもしれない。でも「ヘイワ」でないとな

ると、「ジユウ」でないとこわいとかがでてくる。だからキセイをして「ジユウ」でなく

せとかになるんだろうか。そうだとすると、「ジユウ」がギロンされるときは「ヘイワ」

ではないかもしれない。ジユウシュギテキにヘイワをタッセイするか、キセイをして　

ヘイワをタッセイするかという。

　

ななジュウ、『ア』ニヒャクニジュウゴ

　

　けさ、ジーディーピーをカンサツしたら、あまりうごいていなかった。ヨジごろよりも

ゴジごろのホウがうごいているとおもう（イゼンのカンサツより）。やっぱりニッチュウ

がおおいのか、いや、ヤカンのホウがコウソクにうごけるし、つまらずにうごけるから

シンヤによくジーディーピーはうごいているのではないだろうか。しかし、ショウケン

などは ニッチュウにうごくから そういうのはニッチュウだ。

　

ななジュウイチ、『ア』ニヒャクニジュウキュウ

ゲンにあるものは「シゲン」という。じゃ、なかったりするものはなんというか。わた

しは、それをシゲンテキにリヨウできそうな「ない」ものを「クウゲン」とよぶ。ホンだ

ながイッパイになって、あきクウカンを つくったときに かんがえた。ガクシャとかセイ

ジカは チョシャのシュチョウを インヨウしたりしながら はなすからホンは ジュウヨウ

なシゲンで、あればあるだけいいと なりそうだが、そんなにおおきいショサイを　もて

ないわたしなんかは、それイガイのリユウもあるが、ホンをあるテイド　かたづけない

とベツのホンがおけなかったりするから、やりくりしなければならない。わたしがブン

をかくようになってからはほかのチョシャの　ホンがへりつつある。しごとカンケイの

ショルイもシュウノウしなければならないし、まぁしょうがない。ケッコウ、シゲンを

かったりしていたが、「クウゲン」がないとしごとがすすまなかったりする。

　

ななジュウニ、『ア』ニヒャクサンジュウイチ

　

ドウロがあったほうがジーディーピーははやくうごける（●ななジュウ、『ア』ニヒャク

ニジュウゴ）。だから ニホンもやたらドウロを つくったんだろう。でも トシコッカなら

はこぶキョリがみじかいから ジーディーピーも はやくジョウショウする。だから　もっ

ともひとりあたりジーディーピーがたかいのはかねもちのカテイとか、よくあるフウに

いえば トシコッカなんだろう。だからトシコッカとくらべて ひくいとか あまりきにす
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ることはないとおもうが。なんなら メンセキヒをくわえてサイケイサンするといい。

　

ななジュウサン、『ア』ニヒャクサンジュウサン

　

ニホンの「キンダイ」はシケンのセイゲンだったとおもう。コクユウキギョウをつくり、

コウリツガッコウをつくったり。ケッキョクは、グンがボウソウするまでになった。そし

て、「にげられないセンソウ（●ニジュウニ、『ア』ナナジュウハチ、ニジュウシチ、『ア』

キュウジュウハチ、ロクジュウヨン、『ア』ニヒャクヨン）」でケッコウな かずがたおれ

た。もっとも コクセキカンリとかコセキがあったりするから、にげにくいのだが、そう

いう、ボウソウがおこるかもしれない というと そういう　コクセキ、コセキをなくした

ほうがいいかもしれない。それか、「グン」が、「ダッソウフリー（カノウ）」にするしか

ない。でも、シンリャクテキなジダイだったからというエクスキューズをしてしまう。

ななジュウヨン、『ア』ニヒャクサンジュウゴ

　

ストーリーという。ニホンでは、ものがたり。それにビンカンであれば、なかなかむず

かしいメンもある。なんかのなんかをすてたとか。あるセイヒンの はこにちがうセイヒ

ンがはいっている、いれたとか。むかしはあまり、ショウヒョウが つけられているもの

がすくなかったのだろうから　あまりモンダイにならなかったとおもわれるが、サイキ

ンのショウヒシャカイでは、ショウヒョウがついたものがおおい。

ホウソウなどで ごみが たまるメンが（そのセイヒンがよくないからではない）あるから

そのショブンにこまったりする。しかし、ごみやしきに　したいとはおもわない。どう

したらとなやんでいたら、サイキン、「ボーンアゲイン」をおもいだした。ニホンでも、

リンネテンセイとかいわれるようなかんがえ（ホンライテキにいわれているのとは ちが

うかもしれない）があるがそういうかんがえかたである。あのかんがえかたは ゲンダイ

のショウヒシャカイの たすけである。

　

ななジュウゴ、『むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ』ニ

（アメリカ）ガッシュウコクが「ゲンバク」のケンでせめられるとしたら、ミンカンジン

を セントウにまきこんだということかもしれない。グンジンにあてたのなら、センソウ

だったからしょうがないけど。ニホンジンも「ヘイがにげられない」センソウ（●ニジュ

ウニ、『ア』ナナジュウハチ、ニジュウシチ、『ア』キュウジュウハチ、ロクジュウヨン、

『ア』ニヒャクヨン、ななジュウサン、『ア』ニヒャクサンジュウサン）をしたし、ガッ

シュウコクも「ミンカンジン」をまきこむセンソウをした。どっちもモンダイだ。

　

ななジュウロク、『む』ジュウク

　

むかし、「ブブンテキ（ゼンタイテキでなく）なヘイワをみとめるか」というといをかん
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がえていた。なんかおおきなことをかんがえているからわかいとおもうのだが、それぞ

れのドリョクではないかといまはおもう。「ブブンテキなヘイワ」じゃなくて、「ヘイワ

シサン（ザイサン）」があると。それぞれの「ヘイワシサン」をどうそれぞれが あつかお

うが それはキホンテキにジユウであろうと。いってみれば、「ジユウヘイワシュギ」だ。

イチバンはじめに かんがえたそのころは、しごとはコウムインが いいのでは とおもっ

ていたりしたのだが。

　

ななジュウシチ、『む』ニジュウ

　

「なんでいきているのか」ととわれたとき、「なぜ」というイミなら、「なにかをたべるか

ら」とこたえ、「なにが」「いきさせるのか」なら、「ブッシツがうごけるから」とこたえ

る。そのこたえだと、もし、ブッシツがうごかないようだったら、「いきられない」んだ

ろう。たとえばまわりのオンドがひくいとか（それだとブッシツのジョウタイがコタイ

ばかりになる）。そういうブッシツが「うごける」ジョウケンがあるからいきられると。

　エキタイやキタイだとブッシツはうごけるカノウセイがある。だからタイヨウからと

おい カセイより、スイセイ、キンセイのホウがセイブツはみつかりそうだとおもうが、

そういう、エキタイセイブツとかキタイセイブツはソウテイガイなのだろうか。

　

ななジュウハチ、『む』ニジュウサン

　

「ジブンらしさ」をツイキュウするなら、いまのニホンでは「ニホンセイ」のたべものを

たべるヒツヨウがあるかもしれない。モチロン、ニホンジンドウシのケンカもあるだろ

うが、すくなくとも「ニホンジン」であろう。もっと「ジブンらしく」なりたかったら、

あなたのいえのにわにはえ、かつ、ほかのだれもたべていないくさでもたべるといい。

それは、あなたしかたべないから、すなわち「あなたらしい」。でも、フツウの「ジブン

らしさ」をもとめるのだったら、ほかのひともたべているものをたべるだろう。あなた

がジミントウシュギシャだったら、「（アメリカ）ガッシュウコクセイ」のたべものもた

べていいのだとおもう（そのわけは、●『ア』ロクジュウサン、ヒャクゴ、ヒャクロク、

ヒャクゴジュウキュウ、ヒャクロクジュウロク）

　

ななジュウキュウ、『む』ニジュウロク

　

リサイクルのツゴウでゴミをブンベツしなければいけない。とはいってもゴミばこは ひ

とつだから、しょうがなくゴミぶくろにまとめたりする。ゴミばこを ふたつにすればカ

イショウされるモンダイであるが、ふたつもおくと あきクウカンがなくなってくる。い

いカイケツホウをさぐっている。ゴミばこを たてにチョクレツにおくとか。
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ハチジュウ、『む』サンジュウヨン

　

ジカンを「エル（アルファベット）（ロコモーティブ）」ではかるとしたら、キオンがと

てつもなくひくくなれば、セイブツはウンドウが（つまり、キタイ、エキタイがトウケ

ツして）テイシされるだろうから、いきられない（●サンジュウニ、『ア』ヒャクジュウ

ゴ、ななジュウシチ、『むしのツゴウニンゲンのツゴウ［イカ、『む』］』ニジュウ）という

かジカンがそのコタイについてはながれない。だから、ニンゲンは（いきられる）うご

ける、つまり「エル」であるが、きびしいジョウケンでは「エル」にはならない。

ニンゲンのイッショウをかりに「エル」とすると、そのナイヨウは、ニジュウヨン（ジカ

ン）かけるサンビャクロクジュウゴ（ニチ）かけるハチジュウ（ネン）になる。ケイサン

すると、ナナジュウマンハッピャクである。このスウジを、ウンドウのおそいジョウケ

ンでかんがえてみる。たとえば、ハチわりのはやさだったら（さむいところなどで）、「エ

ル」はドウイツジョウケンとしてかわらない（ウンドウのソウリョウはかわらない）が、

ソウリョウがナナジュウマンハッピャクとしても、そのウンドウ（ソウリョウ）をカン

リョウするのに、ハチジュウナナマンロクセン（ヒャクサイ）かかることになる。つま

り、テイオンでセイゾンしたほうが、ウンドウのソウリョウはかわらないとしても、ニ

ジュッサイながくいきられるカノウセイがある。つまり、さむいくにのホウが、ながく

いきられるということである（ジッサイみなみのくによりキタのくにのホウが ながいき

である 。）。

　

ハチジュウイチ、『む』サンジュウハチ

　

セイジカがまるばつセンセイのセツを インヨウしてかたったけど、まるばつセンセイは

それはちがうといいはじめることもあるだろう。そうすると、トウヒョウシャからの「シ

ジ」がわるくなるから、セイジカはむかしのことばとか、しんでしまったひとがセイゼ

ンいっていたことをいえばアンゼンだ。しかし、そこに、「レイコン（たましい）のフメ

ツ（なくならない）」みたいなかんがえがドウニュウされると、そういうこともいえなく

なる（レイコンにヒテイされてしまうからだ）。そうすると、ごジブンのことばでいいは

じめるのだろうか。そのホウが セイジカのシツがよくなるような。すくなくともセキニ

ンテンカはできなくなる。そういうわけで、セイジカのシツをあげたきゃ「レイコンの

フメツ」をドウニュウすればよい。

　

ハチジュウニ、『む』ヨンジュウイチ

　

「かんがえる」とよくいうが それはアンガイかなしいことばかもしれない。「カン」がえ

られたのであるが、それを「かえて」しまうということでないか。だから、「かんどおり」

とか「かんすすめ」とかだったらかなしくないのではないだろうか。
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ハチジュウサン、『む』ヨンジュウニ

　

ストーリーという。これには「ものがたり」というイにくわえて、「（たてもののたかさ

による）カイ」というイがある。だから、あるカイソウでのまとまりというガンイがあ

るのだろう。だから、そのひとにあわないストーリーがある。デパートでかんがえれば、

サンカイのフジンフクうりばはわたしにはあわないとかだ。デパートでなくても、とく

にカイキュウシュギなら（ニホンではイチオクソウチュウリュウといわれるが）、それぞ

れのはなしをもつだろう。だから、ガイコクセイのコウキュウヒンというのはショミン

テキではないストーリーをもつのだろう。イチジキやたらとコウキュウヒンをかう ニホ

ンジンがいたらしいが、まぁタショウそういうストーリーに ふれることはできても、ほ

かのコーディネートができていなかったのではとおもう。

　

ハチジュウヨン、『む』ヨンジュウサン

　

コウジョウなんかではニジュウヨジカンソウギョウをしている。なぜはじめたかはセイ

カクにはわからないが、コキャクに はやくセイヒンをとどけたいからとかキカイをレン

ゾクでつかいつづけたいからとかなんだろう。そうするとシンヤにはたらくニンゲンも

ヒツヨウになる。そういうひとがいないとニジュウヨジカンソウギョウはなりたたない。

ショウテンもニジュウヨジカンエイギョウをしていたりする。いつでも かいにいけるの

でベンリだ。しかし、なぜニジュウヨジカンガッコウがないのか。ニジュウヨジカンソ

ウギョウやニジュウヨジカンエイギョウのキギョウで はたらくロウドウシャがいるはず

なのに。かんがえてみれば、シンヤにあつまるショウニンズウをあいてにジュギョウを

やるのはヒコウリツである。だからそういうジュヨウは、オンライン（ツウシン）がみ

たすのであろう。

　

ハチジュウゴ、『む』ヨンジュウヨン

　

「レイセン」とかいったりする。まぁ、ケイヨウテキなことばかもしれないが、ジッサイ

にそうなるとやっぱりさむいのだろう。ニセンジュウニネンのふゆはさむかった。ある

ところでは、そのてのアニメエイガができるほどさむかったのだろう。ただ、ニジュウ

ネンほどまえ、「ロウドウカンレイキ」みたいなことばがあった。いうホウはあまりきに

しないようだが（わたしもおなじことをしているカノウセイがある。）、そのことばをブ

ンカイして、「カンレイキ」になったらたまらないとおもう。どうしてそういうことをい

うのかであるが。たまにそういう ひどいことばに でくわす。
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ハチジュウロク、『む』ヨンジュウゴ

　

「デザート」とはむかしよくきいたものだ。しかし、サイキンはそのてのものを「スウィー

ツ」というようだ。たしかに そのホウがセイカクなようなきがする。イッタイいまでは

なにに「デザート」というのであろう。「デザート」は「コウロウ（よいつとめ）」という

イミがある。あまいカシなどは、まったくひとのショクヨクをみたす「コウロウ」をす

るものであり、またそれをショクするひとも「コウロウ」をなせしものがふさわしいで

あろう。たいして いいこともしないのに、あまいものにくらいつく というのが いまの

リュウコウで、それなら「スウィーツ」にしようとだれかがかんがえたのではないか。

　

ハチジュウシチ、『む』ゴジュウイチ

　

（たべる）ショクがみだれると、（ビョウキをなおす）イリョウにかねがかかることにな

る。タブン、ニホンジンなんてイリョウにかねをかけすぎだろう。コジンのカンテンから

みると、そんなにイリョウにかけているきはしないが、ホケンだ、ホジョキンだでしはら

うガクが ひくくおさえられるからだろう。ジッサイはケッコウなガクがかかっている。

ショクがみだれるのも、やくわりのセンモンカがすすめばしかたないかもしれない。ショ

クという ニンゲンのもっともキソテキなことも「ガイチュウ」するからである。いっそ

のこと メニューのセンタクまでセンモンカにまかせてしまえばいいが、さすがにそこま

ではできないであろうから、エイヨウのジョウタイがよくなくなるのであろう（そうい

うブブンはセンギョウシュフがよくやっていたのだとおもう。）。ニホンのわかいひとも

そうだが、ハッテントジョウコクなどで、そういうシッパイをくりかえさないようにと

おもう。そういいつつ、わたしもガイチュウをしているのだが（エイヨウはかんがえて

います。）。

　

ハチジュウハチ、『む』ゴジュウニ

　

こどものころかったテレビゲームキは、「クロウ」だったのではないかとおもう。あれに

シュウジュクしたところで、ゲンソウしかのこらない（コウウンにも「メイジン」になれ

たところでたいしてかせげるとはおもえない。）。ホンでもよむべきだったのだろうとお

もう。ただ、そういう「バカ」なわかものは、ロウドウシャとしてはつかいやすいのかも

しれない。ただ、そのゴに「ジュケン」とかあったから「バカ」ではなくなっていたかも

しれない。それもかんがえると「チュウトハンパ」だ。としをとってくると、わざわざク

ロウはかってきたくない。そういうわけで わたしはこのごろテレビゲームをやっていな

い。「クロウはかってでもしろ。」とだれかがいっていたのをおもいだすが（「わかいころ

の～。」だったかとおもう。）、そんなのをわざわざかわなくても、ほかのクロウがある。
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ハチジュウキュウ、『む』ゴジュウサン

　

ヨーロッパでは、ローマのシハイからドクリツしてくにをつくり、やがてあらそいはじ

めた。そういうレキシをかんがえる（さきのシテキどおり、「かんどおらせる」といっ

たホウがいいかもしれない。［●ハチジュウニ、『む』ヨンジュウイチ］）とニホンもチホ

ウブンケンをすすめると あらそいはじめるのではとおもう（おきなわのベイグンキチで

もめているが、あれを「しったことか」というようになったらもうドクリツさわぎだろ

う）。すでにあらそったレキシはある。あらそわないように うまくやるのがダイジなの

だろう。そういうしくみができるかというのがチホウブンケンのカダイなのだろう。

　

キュウジュウ、『む』ゴジュウゴ

ちかごろは、なにかのサギョウをおえるときに、～を「ソツギョウする」といういいか

たをするひとがいる。しかし、「ソツ」というのは、ゴリンジュウのイミがある。そのひ

とたちがいうのは、「ギョウ」をおわらせてしまうというイミだろうが、ガクモンや わざ

や ダンタイをシュウソクされてはこまるメンがある。こういうかんじだから、ニホンジ

ンはガッコウや そのガクセイセイカツをすんなりと「ゴリンジュウ」させてしまうのか

もしれない。せめて、「わたしにかぎっていえば」「ソツギョウしました。」とかのシュゴ

や セツメイがあるといいとおもう。どうも「～を」というのにジュウテンがおかれてい

るように おもってしまう。

　

キュウジュウイチ、『む』ゴジュウキュウ

　

あるくからかんがえる。とはわたしのイッサクめのホンのダイだ。あるくからシゲキが

えられてかんがえるというイミだ（●ヨンジュウハチ、『ア』ヒャクロクジュウニ、ゴ

ジュウ、『ア』ヒャクロクジュウヨン、ゴジュウハチ、『ア』ヒャクハチジュウサン）。し

かし、あるくならトカイよりいなかのホウがいいだろう。それは トカイだと、タイテイ

のものはサクシャがセツメイすればわかるようになる。だが、いなかだと、そういうセ

ツメイはえられない（モチロン、ガクシャのセツメイやカセツはあるだろうが）。だから

かんがえる。

　

キュウジュウニ、『む』ロクジュウ

　

ビル（カンジョウがき）が たくさんたまるとケッコウなたかさになる。モチロンつめば

であるが。イッコイッコすばやくケッサイしていけばたかくはならないが たまると た

かくなってしまう。ちかごろは むかしよりよくためているのだろうか。なぜなら コウソ

ウのたてものがふえているからだ。エイゴではビルディングというが、ニホンでは「ビ

ル」といわれたりする。つまりたかいビルがたった というとき、たかく カンジョウがき
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が つみあがったともべつのセンでいえるのである。ホントウにカンジョウがきがつみあ

がっているのか。かんがえてみると、タジュウサイムでジコハサンみたいなはなしがた

まにある。ジコハサンはカンジョウがきがショリできなくなっておこることだ。あまり

きかないがジツはよくあるのかもしれない。ビルのかずだけ、カンジョウがきがつみあ

がっているといえるのであろうか。

キュウジュウサン、『む』ロクジュウサン

　

「カイケン（ケンポウカイセイ）」さわぎなどあったりする。これはみおとしがちなので

あるが、いまのケンポウには、ショク（たべる）のジユウが「ある」とはかかれていな

い。「グルメ」だのなんだののはなしをきくと、ちょっとやりすぎかとおもう。そういえ

ば、おさないころ、おやじに「いやならたべるな。」といわれたものだ。おやじは センソ

ウもしっているセダイなのでセットクリョクがあった。たしかにケンポウに「ジユウが

ある」とはかかれていない。もし、そのジユウをみとめてしまうと「ガッコウキュウショ

ク」もなりたたなくなるかもしれない。あまり、「ショク」にこだわらないというのはダ

イジだろうか。

　

キュウジュウヨン、『む』ロクジュウシチ

　

たしざんっていうのは カンタンなようにおもえるが、それは、どこかでひきざんが な

りたっていないとフカノウだ。たとえば、ニヒャクエンのさかなを キャクにうるとなる

と、「さかな」イッピキが ひきざんされて かわりにニヒャクエンをうけとるわけだ。さ

かなは ムゲンにあるようだが、やっぱりエサとかシゲンに かずがサユウされる。ジブン

のこづかいをひきざんするというのはつらいが、ベツのものを たしざんするためにしか

たなかったりする。

　

キュウジュウゴ、『む』ナナジュウヨン

　

なぜガッシュウコクのひとたちが「ショウヒ」のケンインヤクとされるのか。それはタ

ブンガッシュウコクのひとのいえがおおきいからである（ここではブツリテキにおおき

いといっている。）。だから、ガッシュウコクのひととくらべてニホンジンのショウヒが

すくない（ショウヒがのびなやんでいる）というのはやむをえないことだろうとおもう。

ニホンジンのいえは「ちいさい」といわれるし、いえのおおきさのハンイでしかものは

シュウノウできないからだ。そういうわけだから、「ものがうれない」というのをなげく

のだったら、「おおきな」いえをたてることにキョウリョクしたホウがいい。

　

キュウジュウロク、『む』ナナジュウキュウ
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「ヘイワ」というのは、ちいさくはあったかもしれないが、おおきくはなかったかもしれ

ない。いまでも、どこかとどこかがどこかであらそっている。ニンゲンが センソウジョ

ウタイをキソにしているとすれば、ヘイワは ニンゲンがシンカしないとタッセイできな

い。つまり、あたらしいノウ（あたま［●サンジュウキュウ、『ア』ヒャクサンジュウハ

チ、ロクジュウニ、『ア』ヒャクキュウジュウハチ］）をハッタツさせなければヘイワは

タッセイできないだろう。そのあたらしいノウをハッタツさせたひとがふえていくと、

だんだんヘイワになっていく。でも、その「ヘイワ」はシンカのケッカタッセイされるあ

たらしいものだから、ジュウライの「ヘイワ」とよべるかは ギモンだ。まぁかりに「あ

たらしい ヘイワ」にしとくか。

　

キュウジュウシチ、『む』ハチジュウハチ

　

ビーダマをなにかのまわりでシュウカイ（まわる）させようとすると、タイヘンなエネ

ルギーがヒツヨウであろう。デンキでうごくくるまをつけてまわすではいけない。その

ものを まわすのだ。チエシャならもっといいアンをかんがえるかもしれないが、タブン

センタクキのようなところにいれてしまえば、まわりつづけることができるだろう。そ

れだって ケッコウなエネルギーだが。つまり、あるクウイキがまわっているというかん

がえかたをすれば、チキュウのコウテン（レヴォリューション）をセツメイできる（チ

キュウが「まわっている」のではなくて、クウイキが「まわる」とかんがえる。これが

わたしのゼンチョ『アルクカラカンガエル』でとなえたクウカイロンである。ダイニテ

ンドウセツといえるかもしれない。●ヨンジュウキュウ、『ア』ヒャクロクジュウサン）。

このばあい、「センタクキのカイテンリョク」、もっといえば、「モーターのカイテンリョ

ク」がわたしのいう「うずまきリョク」である。チドウセツ（ビーダマはうごく）、テン

ドウセツ（クウイキがうごく）でもある。

　チキュウがコウテンするのはセツメイできるが、「うずまきリョク」とはなにかという

のがまだセツメイできていない。タイヨウが それほどのエネルギーをもつのかというの

は、ビーダマをまわすジッケンをすればわかるが、ソウトウなエネルギーだとおもう。

　

キュウジュウハチ、『む』キュウジュウヨン

　

よく「セイジ」とか「セイジカ」とかいう。なぜ そういうかはレキシ（もしくはカコのジ

ンブツ）からきている。（チュウゴクの）シンのくにのオウジ セイはシンのくにをつぎ、

やがて チュウゴクのほかのくにすべてをほろぼし、コウテイとなのるにいたった。デン

トウテキなオウコクは、シンカのものにリョウドのイチブをあたえるが、シンではグン

ケンセイをとっていた（コウムインがチホウをおさめる）。また、ホウ（リツ）によるト

ウチもおこなっていた。このシンテイコクは、ほろぼされたオウコクがハンランをおこ

したり、イヤク（くすり）やノウギョウなどのショモツをのぞいたほかのショモツをや

きはらったり、シンカのものが にげだしたりするようなキュウクツなテイコクであった
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が、ジュウリョウや はかりのタンイをそろえたり、モジをトウイツしたりとそれなりの

ケッカをのこしている。そういうシンのシコウテイ「セイ」のなまえをとって、セイヂ

（セイのチ［トウチ］）というのだろう。ヨウするに、いまでもくにのウンエイの てほん

になっているわけである。

たとえば、グンケンセイやホウチシュギである。だから、チュウゴクとちがうことをし

たければ、「セイジ」ではなくて「ムジ（つとめる、おさめる）」としたり、「セイフ」で

はなくて「ムフ」とかにすればよい。「セイジ」や「セイフ」はそういういわれがあるゆ

えに、バッポンカイカクは むずかしいだろう。

キュウジュウキュウ、『む』ヒャクヨン

　

ひとはなぜ「フロ」に はいるようになったのだろう。わたしがおもうにきもちがよかっ

たのだとおもう。ただ ゲンショのころの「フロ」はいわゆる「フロ」ではないとおもう。

タブン、かわとか みずたまりにはいったのだと。それが あまりに きもちよかったので、

トカイやジブンのいえにも「みずたまり」をつくりだしたのだろう。さらに だれかがみ

ずをあっためるようにしたのだろう。それがいまゲンザイでもつづいている。ただ、み

ずをタクサンつかい、ネンリョウもつかう「ゲンザイケイ」のフロははっきりいってゼ

イタクだ。

レキシをみると、ネンリョウをタクサンつかい、サバクになってしまったチイキもある。

そういうのをまねすることはない。みずにしたってダイジなシゲンだ。なかったらセイ

カツできない。だから わたしは ここのところ フロにつかるのをジセイしている。かね

もちは ゾンブンにフロにはいっていいかもしれないが、そんなにザイサンのないニンゲ

ンはすこしのシゲンでクフウしていかなければならない。だから、（センメンキ）サンバ

イのみずでかみをあらったり、からだをあらったりだ。なつはカネツしなくてもきもち

いいのでヨクソウにはいる。きもちいいからだ。それはナンゼンネンとかわらないのだ

ろう。

ヒャク、『む』ヒャクゴ

　

フロは「かわ」や「みずたまり」に ひとが はいってからできたとかいた。そんなきもち

いい「かわ」や「みずたまり」であるが、いまではいじわるしてはいらないように させ

ているといううわさをきく。たしかに、かわのてまえにサクがはりめぐらされていると

ころがある。そういうところでは、サクをのりこえないと「かわ」にはいれない。まぁ、

ジコをシンパイしているのはわかる。

ただ、こどもならともかく おとなはダイジョウブだろうともおもう。だから、おとな

は、「サク」をのりこえて かわにはいってもいいのだろうとおもう。しかし、なんとな

く、「サク」をのりこえられない「おとな」からモンクをいわれそうなきがする。やっぱ

りかわにはいりたいのだろう。なんかのシカクシケンなどでは、あまりそういうモンク

はでていないようだが、「サク」をこえてかわにはいるという シカクシケンでは モンク

がでそうだと。
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ヒャクイチ、『む』ヒャクロク

　

どうもかんがえてみると、わたしは、チュウショク（ひるごはん）のモンダイをかかえ

ていた。「あさごはんをたべないと～」というはなしをきいたことがあるが、まったく そ

のとおりだと サイキンはおもっている。「ひるごはんをたべないと」やっぱり「～」で

ある。もっともいまでは なにかをたべるのであるが、キュウショクのあるショウ、チュ

ウガクセイのころは（わたしのばあい そのキカンのおおくがベントウだったが）まとも

であったが、コウコウセイのときに、ジブンでチュウショクをかっていくことにしてい

たら、まもなく、ジュギョウをうけるのがいやになった。ひるに パンと のみものをイ

ンショクし、あまったおかねでシィディをかった。そのおかげでオンガクにはくわしく

なったが、コウコウセイのキョウカショにはくわしくならなかった。

「パン」でもいきられるが、エイヨウをかんがえると「ジュウブン」ではない。ベンキョ

ウをしたかったら、ひるはガクショクでおやこドンやカツドンをたべればよいだろうが、

トウジのわたしにはそういうチエがなかった。まぁ、コウコウセイのころは、そういう

「ショク」と「セイカツ」についてまなんだとおもえば わるくはないとおもう。キャッ

カンテキにいえばエイヨウブソクでどこまでやれるかのジッケンであるが。「めし」は、

「めす」という「よぶこと」をあらわすゴからきているから、ジブンがひとりでかってき

てたべるのにそういうのは どうかであるが、ショクジはダイジだとおもう。

　

ヒャクニ、『む』ヒャクハチ

　

このまえドウロコウジをしているのをみかけた。タブン、ギョウセイがフタンするので

あろう。たしかにジーディピーをあげるためにはドウロはヒツヨウだ（●ななジュウニ、

『ア』ニヒャクサンジュウイチ）。ドウロをいいジョウタイに しておけば、ジーディピー

は あがりやすい（なぜならショウヒンがはやくとどき、とりひきがカソクされるから

だ。）。でも、デンシツウシンにゼイキンをトウニュウしたとはきかないから、ギョウセイ

はゲンブツシュギなのだろう。やっぱりいまではとりひきに デンシツウシンをつかうか

ら、それをエンカツにおこなえるようにすれば、ゲンブツのうごきはともかくジーディ

ピーはあがる。まぁ、ゲンブツがダイジだからいいが。

　

ヒャクサン、『む』ヒャクジュウイチ

　

きょうもジーディピーがうごく（●ヒャクニ、『む』ヒャクハチ）。なんでもジーディピー

をニワリゾウカさせようというのがセイフのモクヒョウらしい。ということは、いまま
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でよりもニジュッパーセント うごかすソクドをあげて、あいたジカンでやっぱりやりと

りすれば ジーディピーはあがる。ただ、ヨユウができても、やりとりするとはかぎらな

い。チョチクするというセンタクシがあるからだ。

じゃ、ジーディピーは あがらないのか。ひとつホウホウがある。ツウカにショウヒキゲ

ンをつけてしまうのである。そうするとつかうしかないので、ジーディピーはあがると

おもわれる。ただ、そうすると、ショウヒキゲンがないツウカにかえてつかいはじめる

だろうからコウカはゲンテイテキだ。やっぱり、ニジュッパーセントおおくはたらかな

ければなのだろうか。

　

ヒャクヨン、『む』ヒャクジュウニ

　

ことしも「みずブソク」といっている。みずのセツヤクをかんがえたのは、ニネンまえ

になるが（●『ア』ジュウ、ニジュウサン）、やっぱりそれはダイジなようだ。ベンジョ

にながすのを サンカイにイッカイとかゴカイにイッカイにしたりセイカツハイスイでな

がしたり。イチバンタイセツなのはノウギョウだ。そういうドリョクをして ノウギョウ

にまわす。こめもみずがなければたけない。ショウリョウなら、うみのみずを ロカした

りでつかえるだろうけど、みずをはこぶのがむずかしい。だから、フロとかセンタクと

か ベンジョの つかいかたをクフウするといい。フロのみずはやはり セツヤクすべきだ

ろう。あれイッパイでイッカゲツのセイカツヨウスイが まかなえた。だから マイニチみ

ずをかえるなど ゼイタクなはなしである。

　

ヒャクゴ、『む』ヒャクジュウサン

　

ニホンはみずのモンダイを かかえているといえる。みずブソクだからそういうかという

と たしかにそれもあるのだが、いわゆる みずブソクはヘンドウする。そういうことでな

くて、コウゾウテキなみずブソクである。それは、ショクリョウのユニュウにあらわれ

ている。

　ショクリョウジキュウリツがちいさくなったといってたびたびはなしになる（●サン

ジュウ、『ア』ヒャクロク）。ジキュウリツをおおきくするにはノウギョウをするようだ。

しかし、みずブソクであればノウギョウはできない。だから ゲンジョウでは そうカンタ

ンにジキュウリツはカイゼンしない。つまり、すでにショクリョウをユニュウしなけれ

ばならないほどの コウゾウテキなみずブソクなのである（みずをユニュウしているとか

んがえてよい。）。だから、みずの ジョウズなリヨウをしないと ジキュウリツがあがらな

いし、ショクリョウのセイサンがガイコクだのみになる。だから、みずをジョウズにつ

かうのはダイジなのだ。

　

ヒャクロク、『む』ヒャクジュウヨン
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どこかにコウセイインがいるいえがあったとする。そのだれかが「めしがまずい。うま

いものをくわせろ。」といいだしたとする。そうすると、そのことについてタイオウしな

ければならないだろう。「おかあさんもがんばっているんだ。ガマンしなさい。」と だれ

かがいうかもしれないし、「じゃあ、スイハンキを あたらしいものにかえてみよう。」と

だれかがいうかかもしれない。なにがいいたいかというと、そういう「フマン」がセイ

ジのはじまりではないかということ。

おおむかしも、「そこは わたしのいえのはたけだ。」「いや、わたしのいえのだ。」とあら

そったかもしれない。だからトチのリヨウにかんするとりきめやトウキセイドができた

のだろう。だから、トクにフマンがなければ、それイジョウのセイジはヒツヨウないか

もしれない。ニンゲンのフマンに タイオウしてきたのがセイジである。と。だから、ミ

ンシュシュギかどうかはともかく、「フマン」にうまくタイオウするのがダイジだとお

もう。もっともほんものの「（シンのシコウテイの）セイジ（●キュウジュウハチ、『む』

キュウジュウヨン）」は、それはほうっておいてほかのことを（キュウデンをつくったり）

するのだろうけど。

　

ヒャクなな、『む』ヒャクジュウロク

　

ひとつの～といういいかたがある。「～」はなんでもいいのだが、マンジュウとしよう。

「マンジュウをたべていいか。」ときくだれかがいたとする。しかし、マンジュウはフク

スウあったので、「ひとつだけなら」とこたえる。ハイケイにあるジョウケンがわからな

いと、「フクスウ」のことをいっているのだか、「イッコ」のことをいっているのだがわ

からない。だから、「イッコ」とつけくわえるとわかりやすい。そういうのはメンドくさ

いサギョウであるが、つけくわえておくとまちがえないだろう。そういう「イッコ」を

つけないで つうじるというのはソウトウなかがいいのだろう。イッコシャカイをコウセ

イしているかもしれない。

　

ヒャクハチ、『む』ヒャクニジュウイチ

　

ジユウボウエキジョウヤク（サイキンはエフティエーということがおおいようだが［フ

リートレード トリーティである］）などにノウカはギモンをもっているのだろう。たし

かにカンゼイがなければ、そのしなものがやすくてにはいる。しかしながら、カイガイ

からはいってくるやすいノウサンブツにおされて ノウカが ダゲキをうけていいのかと

もいえる。カイガイから ノウサンブツをユニュウして、コクナイでつくったコウギョウ

セイヒンを ユシュツしていればいいというかんがえかたもある（ショウヒンサクモツを

タリョウにつくって、ショクヨウのサクモツをすこししかつくらないのはよくないと わ

たしがちいさいころにおそわったことがある。）。なんかのリユウでユニュウができなく

なったらうえじにである。
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むかし、あぶらをもとめて ニホングンは トウナンアジアにシンコウした。セキユがサン

シュツされるからだ。セキユがないとふねがうごかない。コウクウキもうごかない。だ

からセンソウをするときめたら、ただちに セキユをもとめて ナンシンした。なぜナン

シンせざるを えなかったか。それは オウベイが ニホンへのユシュツキンシソチをとっ

たからだ。それとおなじように、ショクリョウのユニュウがとまれば、ニホンジンは ま

たセキユのとときとドウヨウに、にしなり みなみなりにシンシュツするようになりかね

ない。

まえのセンソウでは、オウベイジンや シンシュツサキのヘイシが たまをうってニホンジ

ンをコウタイさせようとした。しかし、ショクリョウがフソクのばあいはニホンジンを

たおすには「たま」はいらない。ただ くにやジンチをかたくまもっていれば、そのうち

ニホンジンはうえてたおれていくのだ。ギャクに せめこまれても うえがあってはまも

りきれない。ショクリョウジキュウリツ（●サンジュウ、『ア』ヒャクロク、ヒャクゴ、

『む』ヒャクジュウサン）がヨンわりといわれている。だからゲンジョウでは、そういう

ジョウキョウになってもヨンわりは いきのこる。それでも、コクナイセイサンをギセイ

にしてユニュウしろというのか。むかしは まかなえていたはずである。

ヒャクキュウ、『む』ヒャクニジュウニ

　

ケイザイのことをかたるとき、とめるものから まずしいものにと「とみ」がこぼれる と

いうことをいう。それは なくはないとおもうがむずかしいとおもう。ゲームセンターに

コインをいれて、そのコインのアツリョクで ほかのコインをおとしよりおおくのコイン

をカクトクするというゲームをゴゾンジだろうか。なかにはジョウズな（トウシガクよ

りもカクトクガクのホウがおおい）ひともいらっしゃるだろう。だが、タイテイのひと

は、トウシガクのホウが、カクトクガクよりもおおきくなってしまう。

ジッサイのゲームでそうなんだから、「とみ」がこぼれることをキタイしても、「とみ」

のイチブがとどくまえに おおかたの「とみ」はだれかにぬかれてしまうのだろう。あの

ゲームは ニンゲンシャカイのホンシツを おしえてくれたとおもう。ほかにケイヒンを

つりあげるゲームもあった。やっぱり これも「とみ」がぬかれるようだ。だから「さか

なつり」のホウがいいかといえば、「ギョギョウケン」がどうのとやっぱりぬかれるので

ある。

　

ヒャクジュウ、『む』ヒャクニジュウシチ

はらがへるとしごとにシショウがでる。だから ショクジをして ホキュウする。たべすぎ

るとふとるが、あまりたべないと やせる。ショクジがタショウたりなくてもしごとはつ

づけられるだろう。ガマンとかそういうはなしだ。しかし、それがスウネンつづけばキ

ケンではないか。むかしのニホンはヨネンカンセンソウをしたことがある。ヨネンカン

センソウをしたというか、ヨネンしかもたなかったということではないか。センソウの

まえ、ニホンジンはそれなりにロウドウもセイカツもしていたのだろう。つまりケンコ

ウであったはずだ。

しかし、セキユのユニュウがあぶなくなるとカイガイにうってでた（●ヒャクハチ、『む』
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ヒャクニジュウイチ）。それからはセンソウである。センソウははげしいロウドウだから

ショクリョウがタクサンヒツヨウだろう。テキとなったガッシュウコクはかたてまにセ

ンソウをやっていたようでもあるが、くらべてニホンでは、わかものをグンにチョウヨ

ウしたり、シゲンをテイキョウさせたりとソウリョクセンみたいなことをしていたとお

もえる。それはガマンをキョウヨウしただろう。しかし、「ガマン」だけでつづくもので

はない。センキュウヒャクヨンジュウゴネンなつにはまけをみとめることとなった。セ

ンキュウヒャクヨンジュウイチネンからヨネンである。

そういうレキシから、ニホンジンのガマンはヨネンしかつづかないということができる

かもしれない。だから、セイジカがゴネンのガマンをもとめるセイサクをシュチョウし

たらそれはジツゲンがコンナンであるということだ。

　

ヒャクジュウイチ、『む』ヒャクサンジュウイチ

　

ゴリンチュウだから、ニホンジンセンシュがとったメダルのかずをホウコクしていたり

する。くにベツでみると、やはりアメリカガッシュウコクが もっとも とったメダルのか

ずがおおい。これはわかるようなきがする。タイコクだから。そしてチュウゴクもおお

い。これもタイコクになってきたからわかる。ジーディピーでいうと このニコクのつぎ

はニホンがあらわれるはずである。しかし、メダルのかずではエイコクがあらわれ、さ

らに ほかのくにがニ、サンあらわれる。ジーディピーは つまるところニンゲンのロウド

ウだから（サイキンはキカイや コンピューターがふえているだろうが）、ジーディピー

が たかいほどいいしごとをしているはずである。だから、ゴリンでもニホンのセンシュ

はカツヤクしそうなものだ。でも、なぜゴリンでとったメダルのかずがゴイイカなのか。

それは、ニホンのホントウのジーディピーがホウコクされているスウジよりすくないか

らではないか。くわしくいうと、ニホンのホントウのジーディピーはホウコクされてい

るハンブンのスウジテイドで、あとのハンブンは、おかねをひだりからみぎにながして

ムリヤリスウジをあげているのではないかと。そんなだから、ケイキタイサクをしない

とスウジがひどくおちてしまうので それをやめられないのではないか。たてものやドウ

ロをつくるのではなく、ジツはおかねをひだりから みぎにまわすことがジーディピーを

あげるためカンゲイされているのかもしれない。かりにエイコクのジーディピーがコウ

ヒョウされたスウジよりおおきいとしても、エイコクジンはよくはたらき、ニホンジン

は エイコクジンよりは はたらかないか タンにニホンジンのウンドウノウリョクが ひく

いといえそうだ。

　

ヒャクジュウニ、『む』ヒャクサンジュウニ

　

ニホンのチュウガッコウのエイゴのジュギョウでは、「ハロー」ということばをサイショ

のホウにまなぶ。でもエイゴをちょっとしっていれば、そのあぶなさにもきづく。なん

といったって、ジゴクをあらわすゴ（エイチイーエルエル）に「オー」をつけたことば
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だ。「ジゴクっぽいな。」「そうだな、ジゴク。」とかのろいことばといってもいい。しか

し、「ジゴク」でなくて､ニバンめのつづりを「エー」でいうこともできる（エイチエー

エルエルオー）。ホンライテキには、そちらがただしいのだろう（どうもセイジンさま

［エイチエーエルエルオーダブリュから］）。それがあそびをくわえて いううちに、「ジゴ

クでおあいしたかたですよね。」というようないいかたができあがったのだろう。それが

「かぼちゃまつり」にもつながる。「ジゴク」なんだからとヘンソウする。しかし、ニホ

ンのチュウガクセイがまなぶのは、そのあそびがくわえられたホウのつづりだ。センソ

ウでまけた うらみなのかわからないが、これでは「コクサイコウリュウ」どころではな

いだろう。

シャシンをとるときの「チーズ」というかけごえもそうだが（●サンジュウイチ、『ア』

ヒャクキュウ）、オウヨウからはいるともとがなんだかわからない。わたしも きづくの

にニジュウゴネンかかった。「チーズ」は「ポース（ニシュルイのつづりがある。）」のオ

ウヨウだ。チュウガクセイにいきなり、「おぉアクユウよ。」といういいかたを おしえて

もしょうがないとおもう。

　

ヒャクジュウサン、『む』ヒャクサンジュウヨン

　

なつはあさになるのがはやい。ひるはあついから、レイボウキなどをつかわないと、し

ごとのノウリツがあがらない。はたけしごとは だからあさにする。オクガイまで レイボ

ウはきかないからである。それなら もっとソウチョウから フツウのしごともすれば ノ

ウリツも あがるとおもうがザンネンながら デンシャがうごいていないのでツウキンは

できない。そのイッテンのためにわざわざレイボウをつかってしごとをするようになる。

セキユのショウヒリョウがふえる。それをセツヤクするならやっぱりあさがたのやりか

たにかえたホウがいいとおもうが。あるセンシンコクでは「なつジカン」を ドウニュウ

している。たかがイチジカンらしいがそういうことだとおもう。

　

ヒャクジュウヨン、『む』ヒャクサンジュウロク

　

「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」なのか、「ビ

ンボウ」だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないのかわからな

い。イッパンテキには「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないこと

と「ビンボウ」なのはカンレン（ヒレイ）するだろう。しかし、これらのどちらがさきに

ハッセイするのかは あまりセツメイされない。

あるひとは「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」

というだろうし、あるひとは、「ビンボウ」は つぎのセダイにケイショウされる（つまり

「ビンボウニン」は「ビンボウ」のままだ）という。だから、「ビンボウ」をカイケツす

るために、「キュウリョウ」をあげようというはなしはよくきく。そうすると、「キュウ

リョウ」があがったから「ビンボウ」ではないというロジックだ。しかし、「ビンボウ」
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だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくない といういいかたはあ

まりしないし、「キュウリョウ」をあげずに「ビンボウ」をカイケツするようなはなしは

あまりきかない。

わたしがおもうのは、「ビンボウ」なひとは ショクセイカツがまずしくながいロウドウ

ジカンに タイオウできずにいて、したがってキュウリョウがすくなくなってしまう と

いうジョウキョウが ハッセイしているのではないかということ。それをカイケツするの

は ショクセイセイカツをカイゼンするのがいいが、「キュウリョウ」がすくないと、ほか

のセイカツヒもあるから、なかなかカイゼンしにくい。だから、「ビンボウ」と「キュウ

リョウ」がすくないというアクジュンカンがハッセイしてしまう。そこに「キュウリョ

ウ」をあげるようなジョウキョウをつくると、「ビンボウ」なひとの ショクセイカツがカ

イゼンされるカノウセイがでてくる。しかし、そのあがったブンをテレビコウニュウに

つかってしまうと、ショクセイカツはカイゼンされない。だからまた「ロウドウジカン」

がすくないままになる。そうすると、そのひとをコヨウしているキギョウの フタンだけ

がふえる。それがわるいようにつづけば、キギョウのギョウセキがアッカして、サイアク

のばあい トウサンしたり、ジンインサクゲンにふみきって、そのひとは カイコされるか

もしれない。それではその「ビンボウ」なひとはさらに「ビンボウ」になってしまう。だ

から、キュウリョウがあがったブンをそのひとの ショクセイカツのカイゼンにつかわれ

るのなら（ショクセイカツのカイゼン、ロウドウジカンのエンチョウ、キュウリョウの

ジョウショウと）「ビンボウ」なひとの「ビンボウ」のカイゼンにやくだつが、ほかのな

にかに つかってしまうようだとキギョウのフタンばかりがふえる。だから、ひとのリョ

ウシンやリョウシキをしんじないのだったら、タンジュンに「キュウリョウ」をあげる

のは さけるべきだろう。

「ビンボウ」なひとは「ビンボウ」なままだといういいかたもあるが、ニホンジンは セ

ンソウにまけて あまりゆたかでないジョウキョウからセンゴシュッパツした。かならず

しも「ユウフク」になったとはいえないだろうが、それなりにセイチョウしたといわれ

る。チュウゴクも「ゆたか」になってきているという。だから、「ビンボウ」をカイゼン

するのは、やりかたをまちがえなければ カノウだとおもう。

　

ヒャクジュウゴ、『む』ヒャウサンジュウシチ

　

わたしは、サイキン デントウテキな ニホンショクの チョウショクからとおざかってい

たが、ひさしぶりにナットウとたまごをたべた。おもいだしてみると、あとうめぼしと

か（サイキンのベントウは うめぼしがみられなくなった。）、のりとか、たらことか、つ

けものがあったとおもう。チュウイぶかくみると、たまごと たらこは ドウブツのこども

がらみである。こうしたものを むかしはたべていたから ニホンジンのこどものかずが

ふえたのかとおもう。ジカンがあったら、たまごや たらこのシュッカリョウと ニホンジ

ンのこどものかずのソウカンケイスウ（カンレンのつよさ）をケイサンしてみたい。サ

イキンのわかいひとは たべないから「ショウシカ」なんだとおもうのである。
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ヒャクジュウロク、『む』ヒャクヨンジュウヨン

　

ジンルイシのショキには「アイ」はなかったようにもおもう。「アイ」がなかったという

よりも、「アイ」というコンセプトがなかったんだろう。「アイ」があればセンソウはお

きないかもしれないが、レキシをみると たびたびセンソウがおこっている。トクに、ニ

ジュッセイキのセンソウはおおきかった。だから セカイタイセンなどとよばれる。じゃ

あニジュッセイキの ひとは「アイ」がすくなかったのか。ヘイワなジダイにくらべて「ア

イ」が すくなかったかもしれない。なぜニジュッセイキのひとは「アイ」がすくなかっ

たのか。ジンルイやジンルイの「アイ」は シンポしてもよさそうである。

ひとついえそうなことは、「アイ」を「かね」にかえるようになったのではないかという

こと。いってみればシホンシュギのヘンカである。ウェーバー（ドイツのシャカイガク

シャ）さんはキンヨクテキにはたらく キリストキョウのカイカクハが シホンシュギを

ハッタツさせたといったが、そのケッカは たしかにシホンシュギをハッタツさせたかも

れないが、そのひとたちがくらすくにはショクミンチをもつようになった（ていた）。そ

こからゴウインなサクシュもしただろう。それなら、キンヨクテキなひとのはたらきと

いうよりも、カクトクした ショクミンチのとみが シホンシュギをゆたかなものにした

んだろう。サクシュがあるようなケイザイタイセイは（そのタイセイをシジするひとは）

「アイ」があるとはいわない。

なぜ ショクミンチで サクシュしなければならなかったか。ひとつはロウドウケイザイの

ヘンカだとおもう。つまり コヨウされるひとの「アイ」、わかりやすくいうと、ジカンを

コヨウシャにあずけ、かわりにかねをうけとるという「アイ」を「かね」にかえるロウド

ウがタスウをしめるようになり、また、そのキギョウタイは、ほかのキョウソウアイテ

ときそうようになっていたのだろう（コジンケイエイのショクもあっただろうが、すく

なくなっていったのではないか。）。そうすると、われさきにとほかのチホウでサンシュ

ツされるケンエキをカクトクするようになるだろう。イッポウ、コジンショウ（ジエイ

ギョウシャ）は「アイ」をたもてていたともおもえる。ロウドウシャをコヨウするキギョ

ウタイのショユウシャはあつめた「アイ」で ゆたかなセイカツをおくったかもしれない

が（だだし、かねは でていった）、ヒコヨウシャは「かね」をうけとるかわりに「アイ」

がすくなくなる。つまりあれるのである。ダイタイ、キギョウのショユウシャよりヒコ

ヨウシャのホウがおおいから、かずのモンダイでシャカイはあれていく。キョウカイも

ちからをうしなっていた ときく。

ニジュッセイキには ミンシュシュギを とるくにがおおかったからそれはセイジにハン

エイされる。だから、センソウがおきたのだろう。ハンセイとして、「アイ」はあれるテ

イドに「かね」にかえないようにとか、いくらシャカイがあれてもセンソウをしないよ

うにとか あれたシャカイをなだめるしくみをつくるようにとかが いえるとおもう。

　

ヒャクジュウなな、『む』ヒャクヨンジュウロク
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どこどこジンと なになにジンの コンケツのことを「ハーフ」という。「コンケツ」といっ

ても「ち」がまざっているのではなくて、イデンジョウホウという セッケイズがまざっ

ている。こういうひとは「コクサイカ」のシンテンにともないふえてきているだろう。し

かし、つぎにあげるひとは「ハーフ」とよべるだろうか。ニホンサンのこめをたべ、ア

メリカガッシュウコクサンのニクをたべているひとたちである。

イデンテキにはニホンジンだとして、ニホンのこめをたべるわけだから、からだのセイ

ブン（イデンジョウホウでない）はハンブン ニホンセイである。ところが、アメリカ

ガッシュウコクサンのニクをたべるので、からだのセイブンのハンブンはガッシュウコ

クセイとなる（ランボウな いいかただが。）。そのひとはジュンスイなニホンジンと よべ

るのだろうか。こういうひとを「コンニク」ということにする。ゲンザイは、コクセキ

などはケットウシュギで きめられるために、ギョウセイテキにいえば このひとはイデン

シが ニホンジンゆえにニホンジンとされる。だが、セイブンからいえば、「ハーフ」だろ

う。ジンタイの「セッケイズ」がダイジなのか、「ゲンブツ」がダイジなのかむずかしい

モンダイである。

　

ヒャクジュウハチ、『む』ヒャクヨンジュウハチ

　

いいカンキョウだと、しごとがはかどる。わるいカンキョウだとみのキケンをかんじた

りして しごとは はかどらない。いいしごとをしたきゃいいカンキョウをつくるのがい

い。ヨーロッパなどでは、ナンミンがはいってきてちょっとカンキョウがかわってきて

いるのだろう。だから、ひとにはシンセツにしたホウがいいとおもいつつもフマンがつ

のる。だれにも やさしくできるのは すごいが、わたしなんかはそうはできないとおもっ

てしまう。だから、ジョウシキテキなカイケツでいいのではとおもう。「ミンシュシュギ」

のいいところは「ジョウシキ」にといかけることなのだから。サイゼンではないかもし

れないが、まぁまぁだろう。タブン、ヨーロッパのひとたちのジレンマは、みすててし

まってよいのかということではないか。わたしなんかは できるかぎりのことを してあげ

ればいいのではなかとおもう。たしかになやましいが、できるイジョウのことはできな

い。ただ、そうなやませるブンカは いいブンカなんだろう。

　

ヒャクジュウキュウ、『む』ヒャクヨンジュウキュウ

　

いやなことが あったりする。しかし つぎのシュンカンにはそのいやなことをわすれて

わらっていたりする。ジブンやジブンのセイシンがあたらしいジカンジクに ながされて

いるのか いやなことが カコのホウにながれているのかはわからない。しかし、イチドも

おもいださなければそのいやなことは カンゼンにわすれさられるだろう。

エイゴのベンキョウをしていると、ラテンゴがたまにでてくる。また、ラテンゴから ハ

セイしたタンゴもおおい。ラテンゴはローマジダイから つかわれていたとおもうが、そ

のゴ さらに スペインゴやフランスゴや エイゴなどができていったとおもう。タブン
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ローマのシハイがよわまるにつれて それらのゲンゴがハッタツしたのだとおもう。た

だ、ローマジダイからタショウのチホウゴはあったのだろう。いまでは、ベツのゲンゴ、

ベツのコッカというわけである。イタリアゴというのもある。ローマがあるのになぜと

もおもう。しかし、ニホンにも コゴというのがある。なぜおなじチイキであるのにもか

かわらずコゴと ゲンダイゴがソンザイするのか。こたえは さかえていた トシのちがい

にあるかもしれない。

イタリアでは レキシテキに ローマがつよかったが、やがてホクブのトシのホウがつよ

くなった。ニホンでは レキシテキにカンサイがつよかったが、トウキョウがつよくなっ

た。そのつよさをヒョウゲンするために ことばもベツにしたというかんがえかただ。ま

た、かつてつよかったチイキが またもっともつよくなったら、むかしのことばをつかお

うというキウンになるのであろうか。

　

ヒャクニジュウ、『む』ヒャクゴジュウ

　

ニンゲンのレキシは シハイと ドクリツでかたれるかもしれない。あるチイキで シュ

リュウハとカットウがあるひとたちは ドクリツして あたらしくくにをつくったりする。

どこかに つよいくにがあると、そのくにがよわくなったときに ブンリドクリツしたりす

る。なぜドクリツするかというと、ドクリツするだけのリユウがあるのだろう。そうす

るとあたらしいブンカが うまれていく。それを ひとは シンカだ シンポだいうかもしれ

ない。

ショクブツやドウブツのレキシも アンガイそうなのかもしれない。ショセツあるだろう

が、チキュウのゲンショはいわがもえているとかそういうのだったろうから、タンサイ

ボウセイブツができて、くさができて、むしができて、ヨンソクドウブツができてとブ

ンリ、ドクリツを ナンカイもつづけたのだろう。だから、ニンゲンももっとシンカする

かもしれない。しかし、ニンゲンには、シハイというのがあるのでそうシンカするとは

かぎらない（クローンのひつじをつくっただけでおおさわぎになる。）。

チュウゴクのレキシは、だれかが うえにたち、そのだれかが つぎのひとにとってかわら

れるまで シハイする というしくみをえがいている。しかし、あまり ドクリツさわぎに

はならなかった。なぜか、ひとびとがシハイをみとめるか、シハイにつきあったからで

あろう。さらに、チュウゴクで、あたらしいなにかができなかったとはきかない。シン

ポはあったということだ。いってみると、ニンゲンの「シハイ」は「シンカ」をもシハイ

してしまおうとするのかもしれない。だから、シハイがつよいところではなかなか えだ

わかれした シンカやドクリツは むずかしいのだろう。

　

ヒャクニジュウイチ、『む』ヒャクゴジュウロク

ヒッキヨウシがハツメイされたことにより、ひとはそのかみにキロクするようになった。

それによって、チョウブンをキロクすることも カノウになったのだが、ひとつのことを

ながながとかくように なったともいえる。そうするとその「ひとつのこと」はショウサ
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イに シュウショクされ、マルさんがそのブンをみておもう「ひとつのこと」と バツさん

が そのブンをみておもうその「ひとつのこと」は ちかづいてくる。よりおおくその「ひ

とつのこと」をしるせば、マルさんとバツさんのおもう「ひとつのこと」はよりちかづ

くだろう。わかりやすいレイが ホウリツである。ホウリツのブンがみじかいと、それぞ

れちがったカイシャクをするが、ながいと カイシャクのはばがせばまってくる。なにが

いいたいかというと、ブンがながいと、キョウツウニンシキができやすいということだ。

それをケイモウシュギというかはともかく、「かみ」と それをつかうリョウをふやすこ

とで、「キョウツウニンシキ」がハッタツした。それをガッコウでまなぶというのが メイ

ジイコウのニホンのやりかただろうか。その「キョウツウニンシキ」のために、たとえ

ばホウリツによってヘイワがもたらされる。しかし、ショウバイは、「キョウツウニンシ

キ」だけではなりたたなかったりする。タンブンの ジユウドもいいものである。

　

ヒャクニジュウニ、『む』ヒャクロクジュウイチ

　

しごとをする。おかねをかせぐ。ここまではいい。フツウのロウドウシャのすがたであ

る。そのおかねをチョキンにまわすと どうなるか。むかしはともかく、いまはテイキン

リなので、イッパーセントもリシがつかない。トウシにまわすとどうなるか。ゴパーセ

ントでまわしたジュッパーセントでまわしただと、ジュウネンでガンキンがニバイにな

る。なんのことはない、そういうことなのだ。

ジブンの しごとをこなして キュウリョウをもらうだけではイチバイのしごとである。し

かし、おかねにもかせいでもらえば、もっとセイカツがゆたかになる。だから、いまの

ジダイはチョキンではだめなのだろう。そのおかねのウンヨウのしかたで セイカツにさ

がでるのだ。

　

ヒャクニジュウサン、『む』ヒャクロクジュウサン

　

「みずはジュンカンする」などという。タンジュンにいえば、チジョウのみずがジョウ

ハツして、あめになってふるというものである。たしかにフロにはいっていると みずが

ジョウハツしたのか テンメンにしずくができる。しかし、なぜそうなるのか。ショウ

ガッコウでは、みずはヒャクドシーでジョウハツするとおそわった。ヒャクドシーでキ

カするというわけである。ジッサイにフットウさせて、オンドケイではかったおぼえが

ある。

だが、フロのゆはヒャクドシーにカネツするわけではない。せいぜいヨンジュウゴドシー

だ。うみやいけのみずだってそうだ。ヒャクドシーにカネツされるわけではない。なのに

なぜジョウハツするか。ひとつのかんがえかたは、ネツが ブブンテキにヒャクドシーに

タッして、みずがジョウハツするというかんがえかただ。もし、そのようにネツがイッ

カショにあつまるのなら、そのブブンでないみずは ネツをうばわれてニジュウドシーと

かに（もとのスイオンがサンジュウドシーだったとする）なるのではないか。もうひと
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つのかんがえかたは、ヒャクドシーでみずはキタイにかわるというのは うそ（うそとい

うかヒャクドシーでキカがカンリョウするというところだろう。ヒャクドシーでもジョ

ウハツするとか。）で、ジョウオンでも みずはキカするというものである。

たしかにヒャクドシーでジョウハツする。だが サンジュウドシーでもジョウハツすると

かんがえる。どういうことかというと、みずは キオンよりオンドがたかければ、ジョ

ウハツするし、キオンより オンドがたかくなければジョウハツしない となる。これな

ら、なぜホッキョクのホウでゆきがふるのかをセツメイできる。なぜゆきがふるか。そ

れは、ふゆにゆきがふるチイキでは、キオンよりスイオンのホウがたかいことがおおい

のだ。だから、みずがジョウハツして、サイドひやされてゆきがふるということだ。み

ずのジョウハツがヒャクドシーでおこるとかんがえていたら ゆきがふることをセツメイ

できない。

　

ヒャクニジュウヨン、『む』ヒャクナナジュウヨン

　

なぜニホンでは「エンカ」がニンキあったりするんだろう。いわゆる「サビ」というや

つである。イッポウ、わかいひとはやたらあかるいキョクを うたったりする。わたしは、

わかいひとのあかるいキョクよりもエンカをききたいとおもう。センソウがあって、く

るしいセイカツがつづいたからあろうか。たまにきくのならちょっとあかるいかんじの

キョクもすきだったりする。わかいひとのあかるいキョクは、センチュウ、センゴとシ

ダイにゆたかになったからであろうか、なんか「カクメイ」テキなきがする。もしかす

ると、センチュウをムシしているのかもしれない。たしかにニンゲンは、くらいひとよ

り あかるいひとのホウがすかれるとおもうが、ブンミャクをぬきに あかるいというのは

ちょっとわからない。わかいひとは そんなにしあわせなのだろうか。わたしは、「カクメ

イ」というより「カイカクハ」かもしれない。

　

ヒャクニジュウゴ、『む』ヒャクナナジュウロク

　

わたしがわかいころには、「ゲンテンホウ」でものごとをみるくせがあった。もっとも、

そうなるまでにはものごとをしることがかかせない。たとえば、あるシュルイのオンガ

クをききこむと、ひとつのそれと ほかのそれのちがいがわかってくる。その「ちがい」

をもとにものごとをヒョウカするのである。あるラーメンテンのあじのヒョウカもそう

だ。あるコウセイされるもののちがいをもとにヒョウカする。タンジュンにいえば、ビー

ルのメイガラにこだわるみたいなものである。「わたしは、ビーシャのビールがすきだ。」

というやつだ。そのほかのビールは、「こくがすくない。」とかいって、ゲンテンヒョウカ

するのである。そうすると、のむビールがきまってくる。そういうことだが、サイキン

は、カテンヒョウカするようになった。ビールをのめればうれしいからというのがひと

つのリユウだが、ほかにもリユウがある。なぜかというと、ゲンテンヒョウカできるほ

どタクサンのビールをのんだわけではないからである。イチマンシュルイをのんで「サ
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イコウ」のものをヒョウカしたわけじゃなく、どうせ たかだかゴシュルイのものをのん

でえらんだ「サイコウ」のものだからである。ゴシュルイをのんだかもうたがわしい。つ

まり、ほかのひとにもツウヨウする「カガク」のようなものでなく、イッコの「このみ」

にすぎないのである。ゴシュルイのビールをのんだだけで、「ビール」をえらそうにかた

れるほどはじしらずではないし、イチマンシュルイをのんで、それぞれヒョウカするほ

ど「キリョク」も「ザイリョク」もない。だから、「サイコウ」のものからかたる「ゲンテ

ンホウ」ではなく、それぞれのよいテンをヒョウカする「カテンホウ」にかわった。ひ

とのありかたも、「かくあるべき」というのがつよいと、ゲンテンヒョウカにつながりや

すいが、「キョネンよりマルマルがジョウタツした。」とみれば、いやにならない。

　

ヒャクニジュウロク、『よろこぶゲンシジン』イチ

　

「ひやめしをくわせる。」などというが、「ひやめし」はあまりジュウヨウでないひとにく

わせるという。つまり、だれかのいえにいって、ひやめしがでてきたら、あまりカンゲ

イされていないということだ。これはブンカというかフチョウであるからさからいづら

い。わたしはひやめしをよくたべる。わたしのいうコウゾウシュギテキにいえば、「わた

し」は「わたし」にとってカンゲイされていないことになる。そういうブンカ、フチョウ

コウゾウがあるのだからそういうことになる。しかし、わたしはわたしに ひやめしをだ

すときけっして「カンゲイ」していないわけではない。ただ、あたためる（ヒツヨウが

あるにせよ）のにはエネルギーがかかる。そこまでしてあたたかいものをたべたいとは

おもってないからだ。これはキノウシュギテキで「エネルギー」のセツヤクがモクテキ

されている。しかし、ブンカやツウヨウするフチョウからすれば「カンゲイされていな

い」というイミがそこにあるとされてしまう。いやいやそういうことではないんだ。と

いっても、コウゾウをダイジにするひとからは、「カンゲイ」していないやつ、「カンゲ

イ」されていないやつといわれてしまう。しかし、わたしは「ひやめし」をたべること

をやめない。そのコウゾウをまもることよりも、エネルギーのセツヤクのホウがユウセ

ンされるのである。

わたしもダイブ「コウゾウシュギ」テキになったが、ときおりこういったダツコウゾウ

するのである。わたしはジチョ『アルクカラカンガエル』で、「ダツチ」をテイショウし

た（●ゴジュウサン、『ア』ヒャクロクジュウシチ）。「ダツチ」とは、あるチシキがある

と、その「あることがら」にタイして、センニュウカンをもってしまうことがあるが、そ

ういうヘンケンといったりするが、そういうみかたからダッして、ジブンジシンでカン

サツしてみようということだ。そういう「ジゼンチシキ」もキョウイクなどでキョウカ

されたり、いくつかのコウゾウをたもっていたりするから、ユウキがないとダツコウゾ

ウはできない。たとえば、キンリをさげるとひとがショウヒをはじめるというセツがあ

る。ツウカのカチがさがるわけだから、ほかのものにシサンをうつすというまっとうそ

うなセツだが、これはかならずしもただしくない。キンリがさがるといっても、さがる

キンリはセイサクキンリ（コウテキキカンとギンコウのとりひき）についてだけだから

（サラキンがキンリをさげるわけではない）、ケッカ、ひととギンコウのとりひきにはそ
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うエイキョウはない。さらにコクガイシジョウもあるので、ニホンではキンリがさがっ

ても、コクガイのキンリがたかいツウカやショウケンでウンヨウすることができる。だ

から、キンリがさがってもキンリはさがらないのである。こういうことも「ダツチ」を

するとみえてくる。

　

ヒャクニジュウなな、『よ』ヨン

いつからだか、「スパゲッティ」や「ピザ」がはやりだしたようなきがする。また「ラー

メン」とか「パン」もなにかとうれているようなきがする。しかし、ひるごはんに、スパ

ゲッティをたべたロウドウシャがテッコツをもちあげられるきがしないし、ひるめしに

ラーメンをたべたカイシャインがモクザイをタクサンはこべるとはおもえない。

ジツはそうやって、ニホンケイザイは、ちからしごとがゲンショウして、デスクワーク

のわりあいがふえたのかもしれない。「ショク」のヘンカがさきか、「ショクギョウ」のヘ

ンカがさきかはわからないが、すくなくともタイリョクをつかわないしごとがふえてい

るんだろう。このケイコウはバブルのあたりから（パンとラーメンはまえからよくあっ

た。）つよくなり、いまもつづいているようだ。きつくいえば、ニホンジンのヒンジャク

カがすすんでいると。

そのころから（ケイザイの）テイセイチョウがはじまった。そういうショクリョウをこ

のみつづけるとしたら、（ケイザイ）セイチョウはむずかしいとおもう（やはりタイリョ

クショウブであろう）。むかしのセンソウは「ショク」にこまったらしいが、そのケッカ

だろう、たたかいつづけられなかった。いまはたべるものがあるとはいえ、エイヨウカ

のひくいものでは、たたかいつづけるのはむずかしいであろう。

ヒャクニジュウハチ、『よ』ハチ

　

ニホンジンにとって、このふゆはさむいものになりそうである。それはあぶらのねだん

があがるだろうからである。そうするとデンキリョウキンもあがる。くにのタンイでみ

れば、ユニュウガクがふえてボウエキあかじがでかねない。それはつまりおおきくみた

コジンのカテイがあかじになるということである。これはヘイキンテキないいかたなの

で、そんなにくらしむきがかわらないカテイもあるだろうが、あまりおかねをもってい

ないカテイにとってはシカツモンダイとなる。ヘンサチでいうとゴジュウイカのカテイ

があかじになるということだ。つまり、ニホンのゼンカテイのハンブンが「あかじ」に

なるわけだ。だからネンリョウをダイジにつかわなければならない。それができなけれ

ばあかじだ。

わたしはあまりさむいときは、コートをきてねることにしている。チャンチャンコなら

ワフウだが、あまりうっているのをみかけない。これがあったかいので、ねるときにダ

ンボウはヒツヨウない。ニッチュウにつかってもよい。ダンボウダイがセツヤクできる。

とはいえ、こたつをつかっている。ヘヤゼンタイをあたためるとねつがムダになる。テ

ンジョウまであったかくするヒツヨウはないからだ。ブブンテキにあったかければよい。

あとエネルギーをつかうのがフロだ。シャワーならつかったブンだけであるが、ゆぶね

をつかうとヒャクリットルイジョウをわかすことになる。だからわたしはキョクリョク
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ゆぶねにははいらない。みずあびですませるのである。

こうしたクフウで、さむいふゆをすごせばあかじはへっていく。ドリョクすればいいの

である。くにのボウエキがあかじということは、コクナイのいえやキギョウのソウワが

あかじということだ。なかにはくろじのいえやキギョウもあるだろう。しかし、ゴジュッ

パーセントイジョウのカテイやキギョウがあかじだと、もはや「チュウリュウ」とはい

わない。

いまのところシサンがあるだろうからモンダイにはならないが、あかじがつづけばやが

てそれもつきる。たとえばイッチョウエンのボウエキあかじだとしたら、ダイタイひと

りあたりイチマンエンのあかじだということになる。キュウリョウがサンジュウマンエ

ンあれば、たいしたガクでないようだが、まみずのイチマンエンなので（ボウエキはコ

クサイトリヒキだからシンヨウのあるツウカでおこなわれる。キュウリョウはかならず

しもそうではない。）おおきいとおもう。キュウリョウをはらってくれるだれかもイチマ

ンエンのあかじだから、さきざきキュウリョウはへるだろう。

もしそれでも「チュウリュウ」なんてことばをつかうとしたらそれは「ビンボウ」のこと

だ。ネンリョウのセツヤクもそうだがほかのムダもはぶいていかなければならない。わ

たしはみずのセツヤクもしているが（●『む』ヒャクニジュウロク）、もっとムダをはぶ

いていかなければならないとおもう。いまは「フケイキ」ではなくて「ビンボウ」なの

だとニンシキをあらたにしなければならない。

　

ヒャクニジュウキュウ、『よ』キュウ

　

ふゆになるとよくみるとりがいる。タブンきたのホウからやってくるのだろう。わざわざ

さむいところにいくとりがいるというはなしはきいたことがない。そのとりをよくコン

ビニでみかける。チュウシャジョウによくいるのだ。たかいところではないからキケン

だろうに、しかしよくいる。なぜ「コンビニ」なのか。かんがえてみると、このニジュウ

ネンで、コンビニはゼンコクテキにひろがった。いまではショウガッコウとチュウガッ

コウのかずよりおおくのコンビニがゼンコクへひろがった。

そこでこうかんがえるのである。あるひとがとおくへリョコウにいったとする。そこで

キュウにひげそりがヒツヨウになったらどうするか。そのひとがジタクちかくのコンビ

ニでいつもかっていたとするならそのひとはリョコウさきでもコンビニでかうだろう。

コンビニにあるショウヒンはゼンコクでほぼドウヨウだからである。つまりそのレイと

おなじように、きたからやってきたとりもコンビニがいいのではないか。タブンチュウ

シャジョウでひなたぼっこしているからなつもきたのホウでそうしているのだろう。

　

ヒャクサンジュウ、『よ』ジュウイチ

　

わたしのオヤジがしんでイチネンになる。イチネンまえのキョウはビョウインにいき、

コキュウがあらくなっていることをカクニンしてわたしはいえにかえった。いきている
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ホウはショクジをとらなくてはいけない。ずっとみていることもできたが、ナンニチか

つづき、おふくろもたおれてしまうというのをさけたかった。コウタイでみればいいと

かんがえた。かえってしばらくすると、おふくろかデンワがあった。それからしばらく

でリンジュウだったようだ。かけつけても、まにあわなかっただろう。すぐにいえにむ

かえるジュンビをととのえた。

なにしろうちは、ゲンカンからいままでチョクセンでははいれない。つまりかんおけが

はいらないのだ。うらにわからはこんでもらうジュンビをととのえた。タンカみたいな

ものにオヤジはのせられてトウチャクした。うらにユウドウしてうちにいれた。サイダ

ンをつくってもらってソウシキのはなし。そのゴはジュンチョウにすすんで、サイゴに

みたのがカソウばでの「どくろ」だ。はがジョウブだったからちゃんとととのっていた。

なるほど、カハンシンのほねからつぼにいれるのだとカンシンした。オヤジもジュジョ

をおもんじていたからマンゾクだろう（「マンゾク」というのはどうかとおもうが。）。

イッカゲツちょっとたってノウコツした。それっきりだ。ただ、オヤジは「いきること」

とはどういうことかをおしえてくれた。しにそうになると、イドウができるキセイして

いたちいさなむしなどはにげるのだろう。しかしイドウのできないサイボウなどはヒッ

シになっていきながらえさせようとする。セントウにまけたヘイとおなじだ。にげられ

なきゃ、ボタイをおもんじ、うちじにするかコウフクするまでたたかうだろう。「いきる」

とはそんなものだと。

　

ヒャクサンジュウイチ、『よ』ジュウゴ

　

「ジカン」とはなにかというといには、あるブッタイがあるキョリをイドウするのにかか

るまだとこたえられる（●サンジュウニ、『ア』ヒャクジュウゴ、ハチジュウ、『む』サ

ンジュウヨン）。それで、テンタイのイドウをカンサツして、「ネン」、「ゲツ」、「ニチ」、

「ジ」、「フン」、「ビョウ」とはかれるようにしている。あまりテンタイをみないひとは、

とけいのうごきのホウがわかりやすいかもしれない。「フンシン」がうごいたら、それが

うごくまえより「ジカン」がおおきくなっていると。

「もの」がイドウするばあいには「ジカン」というガイネンでかぞえることはカノウだ

というのにタイテイイギはないだろう。しかし、それが「ジョウホウ」だったらどうか。

あるデンシブンショがベツなところにおくられるのに、それを「ジカン」がかかるとい

えるのか。

いまのジョウホウギジュツではチキュウナイであれば、ほぼすぐさまおくられるのであ

る。むしろサイキンは「ラグ」などという。そういえばむかしはチキュウのうらからの

ジョウホウが、キタイされているよりおくれることがあった。なぜおくれるか、デンキの

ながれにムダがあったり、ほそいケーブルでつないでいたりしたために、「ジュウタイ」

のようになっていたのだろう。それをおもいだすと、「ジョウホウ（もっというとデンキ

になってしまうが）」のイドウもやはり「ジカン」がかかるといえそうである。

もし、イドウにカンしてまったく「ジカン」がかからないでカンリョウするなら、もう

イドウするジュンジョで（もっともはかりづらいだろうが）ケイソクするしかない。ト
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シにいるひとのコウドウをジュンジョづけてハアクするのににている。そんなかんじで

はほとんど「とき」というガイネンがむずかしくなる。それでも「とき」をセイリツさ

せようとすれば、なにかのブッタイやジョウホウをどこかにイドウさせて（ゼンテイで

はすぐというか「ドウジ」についてしまうのだが）わずかなずれをさがして、「ジカン」

や「とき」にするんだろうか。もっというなら、ドウジにつかないジョウケンをさがす

だろう（たとえば、かがみをタイリョウにつかって、あたかもチョウキョリをイドウさ

せたかのようなやりかたで。）。そうしないと「とき」だとか「ジュンジョ」がむずかし

くなるのである。

かりにそういう「とき」のない（すべてイッシュンですんでしまう）カンキョウができた

ら、ニンゲンはブッシツのイドウがイッキにすすみ、あっというまにしんでしまうかも

しれないし、ブッシツのイドウをいつでもできるからと、うごかすことをせず、いつま

でもいきるかもしれない（いまのところ「シ」はコクフクされていないので、ゼンシャ

かとはおもうが［ヨダンだが、ひとりのニンゲンがしぬまえに、そのひとのサイボウを

セッシュしバイヨウしてそだてれば、とりあえずまだいきていることにもなる。モンダ

イはジョウホウのイテンだ【ジョウホウをイテンしないとなまえすらわからない。】。]。）。

ニンゲンのジュミョウはハチジュッサイがセンシンコクではヘイキンテキだが、ブッシ

ツのイドウがはやくなると、あっというまにしんでしまうということだ。「シ」までの

ショリがシュンジにおこなわれるからだ。タンジュンにいえば、ジカンリョコウをする

のは、なまけものじゃないと（すぐにしんでしまうから）たえられないのではないかと

いうこと。そういうわたしもよくねるなまけものである。タブンねなかったらしんでし

まう。ドウジにイドウできるなにかは「ある」が、それはしんでしまっていると、また

なまけものは「うごかない」。「デッド」か「セキゾウ（モノ）」がジソウはできないもの

の、かつてジソウしていたかもしれないなにかだろうか。ソクドがサイコウの「ドウジ

にトウタツする「ブッタイ」はあるかもしれないが、「あった」のホウがテキセツかもし

れない。そのブッタイは「しんでしまう」ゆえにみつからない（「シタイ」はあるだろう

が。）。たとえば、なにかのおきものがそうかもしれない。おきものになるまえはイドウ

していたと。

「シタイ」や「セキゾウ」からもういちど、サイコウのソクドをもブッタイにすることは

むずかしいであろう。ただジンルイは「ひかる」ワクセイをつくりだしているからフシ

ギだ。ニンゲンがつくる「セキゾウ」もキョウミぶかい。ゲンリョウからジンコウテキ

につくられたものだが、それにもソクドをつけたりする。バイクやロケットである。し

かし、「シタイ」にソクドをつけているようなきがする。

　

ヒャクサンジュウニ、『よ』ジュウハチ

　

ことしはわがやのゆずがよくなった。ひどくえだをきられてからサンネンたつ（●サン、

『ア』ハチ）。きられたとしは、みがならず、ヨクネンもゴコテイドのみしかならなかっ

た。そのヨクネンはニジュッコテイドとれ、ことしはヒャッコほどになった。あとでみ

をとろうとしていたら、またおふくろがえだをきってしまった。
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どういうフウにきったかというと、いわゆるきのかたちである。みきをロシュツさせた

かたちだ。それをわたしは「シホンシュギのかたち」とよぶ。それはこういうことだ。み

のなるきをショユウしているひとは、わるいひとにみをたべられないように、たかいと

ころにみをおいておこうとする。そのためにわざわざはしごをかう。そうやって、はし

ごというドウグがうれ、「わるいひと（ビンボウニン）」にみをとらせないようなやりか

たをするのである。わたしは、ひくいところにみがなってもかまわないのだが、「シホン

シュギ」をキバンにするひとはそうやって「シホンシュギのかたち」にするのだろう。

　

ヒャクサンジュウサン、『よ』ニジュウイチ

　

「タイムマシーン」というのはよくワダイにだされるはなしである。タブン「できない」

けどあったらおもしろいものとかんがえられているだろう。たしかに「ジカンリョコウ」

はむずかしい。しかし、のぞくことならできそうである。タンジュンにいうと、チキュ

ウからイチコウネンはなれたところにかがみをおく。そうするとチキュウのあるイチニ

チのえ（えというよりドウガだろう）がイチネンかけてそのかがみにトウタツし、そこ

ではねかえった「え」がイチネンかけてチキュウにもどる。つまりどういうことかとい

うと、ニネンまえの「え」がみられるのである。

くわしくみるにはクフウがヒツヨウだろうが、まぁかがみをおくイチをかえれば、もっ

とちかいカコやとおいカコもみられるようになる。もっともすでにかがみがセッチされ

ていれば、そのキョリかけるニのブンのカコがみられる。そういう「え」をだれかがみ

ているとすると、ものごとのカイゼンがすぐにすすむのだろう。もっともその「え」の

みかたによっては「カコ」でセイカツすることもカノウかもしれない。ただしくいうと

スウネンおくれの「カコ」である。

　

ヒャクサンジュウヨン、『よ』ニジュウニ

　

「わらっている」からおもしろいのか、「おもしろい」からわらっているのかはどちらが

さきかはそのときシダイのようなきがする。ひとのコウドウ（このばあい「わらい」）を

みてというソクメンもあるからだ。いかりのばあいもそうかもしれない。「どなりちらし

ている」から「はらがたっている」のか「はらがたっている」から「どなりちらしてい

る」のかだ。

ひとりでカンケツするばあい、ゼンシャがおおいひとは、カンジョウハとでもよぶべき

か、あまりカンゲイされないようなきがする。しかし、「わらおう」とおもったばあい、

とりあえず「わらえ」ば、「おもしろく」なるかもしれない。「わらい」でも「いかり」でも

そうだが、そういうコウドウはだれかとキョウユウされることがある。それがないと「お

わらいゲイニン」のゲイは、どこのブブンがイチバンおもしろかったのかわからない。

ダイタイひとはおなじカショでわらう。「おわらいゲイニン」のホウは、おキャクがわら

うカショがダイタイわかっている。そして「わらい」をねらってブタイにのぞむ。セイ
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リガクテキにいえば、サイボウがコウフンするシゲキをわかっているということだ。も

し、あなたがウチュウジンをさがしたかったら、そうおもわれるひとにわらいばなしを

するといい。わらえるだけのしくみをもっていなかったらわらえない。つまり、「べつも

の」かどうかわかるのだ。

「いかり」がキョウユウされると「ボウドウとかになったりする。でも、ひとのカンジョ

ウがながつづきするのはケッコウむずかしいことだろう。ベツのことをやればすぐわす

れてしまう。とすると、「ボウドウ」もそうながつづきしないはずである。「ヘヤのデン

キをけしわすれてきた。」そんなことをおもいだすと、やっぱり「かえる。」となってし

まう。

カンジョウもニンゲンのタイナイのヘンカだろうが、そういう「いかり」についてのカ

ガクブッシツがカッパツになるから、そのカンジョウが、ながくつづき「ボウドウ」が

カノウになるのではないか。だから、まもるほうも「サイルイダン」とか「チンセイザ

イ」とかをつかったりする。「サイルイダン」はなみだをださせるキタイがこめられたた

まだ。このキタイをあびることによって、ひとは「なみだ」をだすハンノウをする。その

「なみだ」と「なみだ」をだしたときのキオク（つまり「かなしい」）がそのひとにイシキ

され、「いかり」がソウタイテキにおさまっていく。「チンセイザイ」はもっとてっとり

ばやく「いかり」をカガクテキにおさえてしまう。だから、シンジダイのボウドウには

「いかりザイ」がヒツヨウなようにもおもう。タンジュンにいえば「ドーピング」だ。モ

チロン「オリンピック」ではつかえないが。

　

ヒャクサンジュウゴ、『よ』ニジュウゴ

　

なにかをハツメイしたひとは「えらい」という。とくに「えらい」とおもわなくても、そ

のハツメイをリヨウしたものをつかっていたりする。そんなものがタクサンあってセイ

カツがなりたっていたりする。だから「えらい」だろう。

　そういうハツメイがとくにおおかったところを「ブンメイ」という。ガッコウでもお

そわるが、メソポタミアとかむかしのチュウゴクとかがそうである。なぜ、チュウトウ

にテロリストとよばれるひとがおおくて、チュウゴクセイフはイキがたかいか。それは

イスラムシソウでもチュウカシソウがそうさせるのでもなく、これはおそらくブンメイ

をもつくにだからであろう。ブンメイをうみだせば、それなりにもうかるだろうし、ジ

フがでてくる。それをくじこうとすれば、ハンパツするわけである。もうちょっという

と、タブン、チュウトウやチュウゴクがおこるあいては、「メソポタミアブンメイ」とか

「チュウカブンメイ」をソンケイしていないのである。

ちなみにニホンセイフも「メソポタミアブンメイ」はソンチョウしても、「チュウカブン

メイ」をソンケイしていないのだろう。オウシュウのブンメイをシジするのはジユウだ

が、ブンメイにタイするソンケイはわすれないようにしたいものだ。

　

ヒャクサンジュウロク、『よ』ニジュウキュウ
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ニジュッセイキはアメリカガッシュウコクがコウギョウセイサンのメンでつよかったと

いわれる。ニジュッセイキコウハンになって、ニホンがそれにつづくようなハッテンを

した。ニジュウイッセイキにはいるとチュウゴクである。ニホンでもチュウゴクセイヒ

ンがあふれることになっている。しかし、チュウゴクのコウギョウハッテンは、これイ

ジョウカノウなのだろうか。わたしはむずかしいとおもう。

ニホンのジンコウはイチオクニセンマンテイドで、かりにコクミンすべてがコウギョウ

セイサンをしてもななジュウオクのチキュウのジンコウすべてにセイヒンをうってもひ

とりロクジュッコつくってうることができる。しかし、チュウゴクでそれをやると、ジ

ンコウがジュウサンオクだからゴコしかつくらなくてよい。つくりすぎてもかいてがい

ないし、カカクもさがる。それではさすがにたべていくのにクロウするだろう。だから、

チュウゴクでもサービスギョウのヒリツがあがるのではないだろうか。

　

ヒャクサンジュウなな、『よ』サンジュウイチ

　

フロイドセンセイ（セイシンブンセキのソ）はファルスをといたといわれる。それはただ

しいかもしれない。なにかをカンケツさせようとするわけだ。くるまのいきさきも、フ

ロイドセンセイはヨキしていたかもしれない。

くるまはエイゴで「カー」という。ただそれだけではフジュウブンなようだ。サイゴの

トウタツ、いってみれば、トウゲンキョウのようななにかがヒツヨウなのだ。そのキタ

イをしてナンニンのひとがくるまをかっただろう。あるひとはそのトウタツテンをみつ

けてしまった。ユウメイなハンバーガーやである。タブンそのカンバンをみて、はいる

ことをきめたんだろう。そういうフウにゴをつづけると「カーム」となる。ただザンネ

ンながらホンライテキなモクヒョウとつづりはちがうようだ。

エイゴがコクサイゲンゴになったといわれるゲンザイだからもっと「カー」がうれるか

もしれないが、エイゴのキョウカショはこたえてくれない。フロイドセンセイフウにい

えば、いまのニホンのわかものはキョウヨウがなさすぎるか、タシャにカンシンをもっ

ていないか、キンヨクシュギテキなのだろう。

よのなかの（みぢかなでもいい）おとことおんなのなかがわるくなるほど「カー」はうれ

るかもしれない。トウタツをさがしてだ。いってみれば「カー」がうれることはセイリ

ゲンショウなのだ。そしてそのなかのナンニンかはユウメイハンバーガーテンにはいっ

ていく。それはセイメイのシュクメイかもしれない。そのかわりはあなたがみつけるべ

きだ。コンペンゼーションといわれないような。

　

ヒャクサンジュウハチ、『よ』サンジュウハチ

　

セカイのとみのハンブンを なんパーセント（ひとけた）のかねもちがにぎっているとい

われることがある。それにタイしてけしからんということはできるが、それだけそのかね
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もちがいいしごとをしたのだからしょうがないともいえる。なにもしないでおかねをか

せげるわけではないのである。そういうジョウキョウがあるから、そういうとみをショ

ミンにこぼしあたえるみたいなはなしをしたりする。でも、やっぱりゲームセンターの

コインゲームのように（●ヒャクキュウ、『む』ヒャクニジュウニ）そうカンタンにはこ

ぼれおちるわけではない。どうすればこぼれおちるだろう。どこかにおかねをおとせば、

ナンニンかがひろっておわりである。それなら、こぜにをタクサンおとせば、ケッコウ

なかずのひとがひろえるかもしれない。しかし、そのばにいるひとしかひろえない。

あるキセイをカンワすれば、そのカンワされたギョウシュにひとびとがサンニュウする。

それでセイコウすれば、それにカンレンするギョウシュもうるおうのである。これはあ

らたなかねもちのつくりかただが、そういうチャンスをあたえるのもいいかもしれない。

ビョウドウにケッカをあたえると、あまりはたらかないひとが、はばをきかせて、やる

きのあるひともやるきをなくしてしまう。かねもちのやるきをうばえば、とみはいきわ

たるかもしれないが、それはどうなのか。ゴルフのハンディキャップのようなものをあ

たえたとしても、やっぱりまたおかねをかせいでしまうようにもおもえるのである。し

かし、ゼイのルイシンカゼイとはそういうことある。

　

ヒャクサンジュウキュウ、『よ』ヨンジュウシチ

　

セイショには、かみさまがむいかカンはたらいたあとに、イチニチやすんだとかかれてい

る。だからタブンオウシュウのひとはまねをして、シュウにイチニチやすむようになっ

たのだろう。ニホンではメイジのころにタイヨウレキをドウニュウして、そのかんがえ

かたをとりいれたのだとおもう。しかし、サイキンはふつかやすみなさいという。なぜ

かみさまがむいかはたらいて、ニンゲンがイチニチおおくやすむのだろう。たしかにそ

うすることでハッテントジョウコクにもケイザイセイチョウのチャンスがまわっていく。

しかし、それをいっておいてまだまだ「ケイザイセイチョウ」などといっている。ドヨウ

ビ、ニチヨウビにやすんでしまうと、ケイザイセイチョウはにぶるだろう。ジーディー

ピーがあがらないからだ。だからあそびにいきなさいというかもしれないが、そんなこ

とをいうのは、フキンシンなようなきがする。

　

ヒャクヨンジュウ、『よ』ゴジュウイチ

　

なにかが「かぞえられる。」というときは、ジッサイに「ある」ものをかぞえているだろ

う。キョリなどをはかるときはまきじゃくなどをつかってはかる。あしをつかってはか

ると「フィート」というタンイになる。「フット」ということばからだ。

しかし、ホントウにそうなのかというケイリョウもある。「あなたはおこっていますか。」

というシツモンをななダンカイでたずねるようなばあいだ。なながもっともおこってい

て、イチがまったくおこっていないなどのシツモンだ。サンとかは、ややおこっている

とかにセッテイされるだろうが、まぁそれでわかることがあっても、ややウサンくささ
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がのこる。これはシンリガクなどでつかわれている。こころが「ある」とされているか

らこうなんだろう。

しかし、カンサツしづらい。シツモンにこたえるひとしかわからないであろう。だからう

そがあるとなりたたないケンキュウだ（シンリガクだから「うそ」をふくめてケンキュ

ウしてもいいのかもしれない。）それをもっとつきつめると、「こころ」ではなくて「コ

ウドウ」をしらべる（これもシンリガクケンキュウだ。コウドウシュギとよばれる。）。

コウドウはカンサツカノウだからだ。こういったシンリガクのケンキュウにくらべると、

ジーディーピーのホウがわかりやすいかもしれない。もっとももとデータなんかみせて

くれないだろうけど。ショミンがカンサツできるのはブブンテキなものである。

　

ヒャクヨンジュウイチ、『よ』ゴジュウゴ

　

ガッシュウコクでセイサクホウシンへのハンタイウンドウがおこっているときく。ジブ

ンのところをダイジにするか、ほかとなかよくするかというタイリツだ。それは「ふるい

ノウ」と「あたらしいノウ」のカットウなんだろう（●ロクジュウニ、『ア』ヒャクキュ

ウジュウハチ）。たとえばななジュウハチネンまえからのセンソウでは、オウベイやひが

しアジアのくにのひともクロウしただろう。ヘイワがいいにきまっている。

しかし、それはあたらしめのかんがえかもしれない。ジンルイはほかのドウブツとセイ

ゾンキョウソウしただろうし、またゼンインがヘイワをえらぶかといったらそうではな

いだろうからだ。まだたたかっているチイキもある。だからそういうひとたちとむきあ

うとしたら、ふるいかんがえもダイジになってくる。そうニンゲンが「あたらしい」ノ

ウばっかりつかっていきるわけではないだろうともおもう。タブンほかのくにでおこっ

ているセンソウなどがおわってはじめて「あたらしいノウ」のホウにかじをきれるので

はないだろうか。

　

ヒャクヨンジュウニ、『よ』ロクジュウイチ

　

ちかごろはミンシュシュギがいいというはなしをよくきく。たしかにそうかもしれない

が、それでできることといえば、トウヒョウでギインをえらべるだけだろう。そんなの

でセイジがかわるかはうたがわしい。それよりもセイジがかわるのは、セイフがサイケ

ンをうりあびさせられるようなときではないだろうか。つまり、シジョウのホウが「ミ

ンシュシュギ」のセイドよりつよいのではと。ニホンでも、セイジのサイケンイゾンは

おおきいから、そういうセイヘンがおこるカノウセイはある。

　

ヒャクヨンジュウサン、『よ』ロクジュウゴ

　

むかしのニホンジンはよくはたらいたのだろう。もっともセンゴのものブソクのなかで、
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よくはたらかないとなると、「なまけもの」ともいうだろう。よくはたらいたゆえにセン

ゴフッコウがなされた。それはわかるはなしである。しかし、いまは、はたらきすぎとい

うか、はたらかせすぎは、わるくいわれるようになった。これではケイザイセイチョウ

などむずかしいであろう。ヒンコンのはなしもきくようになった。わたしもそんなはた

らきものでないから、はたらきにでていたときは、ジカンどおりにしかはたらかなかっ

た。だからイチニチジュウハチジカンはたらくというのは、どうもいやけがさしてしま

うホウだった。しかし、むかしのひとはそうやってセンゴフッコウをなしとげたのだろ

う。そういうブンカもダイジにしなければならない。サイキンわたしはそういうのにす

こしなれたメンがある。

　

ヒャクヨンジュウヨン、『よ』ロクジュウロク

　

「やすい」ものはミリョクテキである。そういうものをかえば、おなじシキンでもより

たのしめる。おおきなやすうりテンにまけたから、ジエイギョウのちいさなショウテン

がつぶれたともいわれる。たしかにジエイギョウのそういうみせは、おおきなみせほど

やすくない。おなじようなショウヒンをあつかっているなら、おおきなやすうりテンに

いってかおうとする。それはわかる。

しかしながら「やすい」ことはそんなにトクなのか。「やすものがいのぜにうしない」と

もいう。ひとつのみせでショウヒンがやすくなると、ほかのみせもやすくしようとする

かもしれない。そうしないとうれなくなるからだ。そうすると、そのショウヒンジタイ

のねだんもやすくなる。やすうりテンがやすくしたブンのフリエキをかかえれば、それ

はそのみせだけのモンダイだが、ほかのみせもやすくして、そのショウヒンをうろうと

すれば、メーカーからのしいれねをやすくしようとするだろう。そうするとメーカーも

ねびきしてフリエキをこうむることになる。それがテイドをこえると、メーカーやショ

ウテンはあかじのブン、ジンインサクゲンしたり、ジュウギョウインのキュウリョウを

さげたりすることになる。

それはショウヒンをかうホウにはカンケイないだろというかもしれないが、メーカーも

ショウヒンのヒンシツをさげるかもしれない。そうしないとたちいかないからだ。そう

すると、やすいショウヒンをかおうとしていたひとも、ヒンシツがさがったとおもうだ

ろう。この「ショウヒン」がショクリョウヒンだとしたら、やすくかおうとすると「め

し」がまずくなるというケッカになる。だから、うまいめしをたべたきゃ、やすいもの

をさがさないホウがいいとなる。

　

ヒャクヨンジュウゴ、『よ』ロクジュウハチ

　

ニンゲンはあることをおもいださないとやがてそのことをわすれてしまう。いやなこと

だとトクにわすれたいだろう。そうやって「わすれる」からニンゲンはほかのことをで

きるともいえる。もし「わすれない」ことがあるとしたら、それはニッカのようにおも
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いだしているかそのことにとりくんでいるかだ。そういうことはわすれないが、そのこ

とにジカンをとられるので、そのほかにできることがソウタイテキにすくなくなる。だ

から、それをやっているかぎりは、キュウゲキなシンテンはないかもしれない。まるで

「わすれる」ことがネンリョウとなってすすんでいるように。しかし、なんでもわすれれ

ばいいってもんじゃない。ちゃんと「コツ」や「キョウクン」はおぼえておかなければな

らない。そうじゃないと、ナンカイやってもおなじシッパイをするひとになってしまう。

　

ヒャクヨンジュウロク、『よ』ななジュウニ

　

ひとのタイケンはすべてトゥルー（ほんもの）である。それをいうと、ゆめをみるタイ

ケンもトゥルーなのかといわれることもあるだろう。しかし、そのタイケンはほんもの

である。タンにノウのはたらきだとしても、「タイケン」ジタイはトゥルーだ。そのタイ

ケンするタイショウが、どんなにありえないこととしても、それをタイケンしていると

いうことは「トゥルー」なのだ。それをわたしはトゥルーゲンソクという。タイケンす

るタイショウはまったくイッパンテキでないとしても、そのタイケンジタイをあるもの

としてみとめなかったら、そのひとにとって、いきていないジカンができてしまう。

あるタイケンは、あるジョウケンからはなれると、それっきりになってしまうことがあ

る。たとえば、だれかがいっているつまらないはなしだ。そのタイケンは、あるひとの

こえのとどくハンイからたちさればシュウリョウとなる。だからタイケンはあるテイド、

トウセイカノウである。しかし、はなれにくいタイケンというのもある。それをどうに

かして、ジブンのジンセイのイチブにするというのが、できたおとなではないだろうか。

かんがえてみれば、テレビドラマなんかをニホンジンはタイケンしたりするのだから、

そういうのはトクイなはずである。

　

ヒャクヨンジュウなな、『よ』ななジュウゴ

でるくいはうたれるという。たしかにちょっとなにかにたけていると、うたれることが

あるようだ。しかし、ですぎていたらどうだろう。ニバイ、サンバイ、ジュウバイとです

ぎていたら、もはやそのくいはたたけない。だから、ですぎたくいはうたれないのであ

る。レイネンダイにチュウモクをあびたアイティーチョウジャぐらいじゃ「ですぎ」と

はいえないのであろう。

　

ヒャクヨンジュウハチ、『よ』ハチジュウキュウ

　

わたしはオンガクをつくったりする。もうガッキやサッキョクをはじめてニジュウゴネ

ンイジョウになる。バンドブームにショクハツされてはじめた。ただそれでセイコウす

ることはむずかしいこともわかっていた。だからほどほどにやっていたカンがある。

ただ、いいキョクをつくればうれるのだろうともおもっていた。だからプロのシィディ
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のハンブンのねだんで、いいキョクをテイキョウすれば、あるテイドうれるんだろうと

おもっていた。ただそれはあまいかんがえだときづいた。それはシィディのジッセイカ

カク（テイカではない。）をケイサンしたからわかった。

イチニチにイッカイきくシィディがあるとする。それはネンカンでサンビャクロクジュ

ウゴカイきかれるケイサンになる。イッポウ、イチネンでイッカイきかれるシィディもあ

るだろう（ゴネンにイッカイきくようなシィディはケイサンからはぶく。）。それはネン

カンでイッカイきかれる。そのイチニチイッカイきかれるシィディをジュウマイもって

いたとする。そうするとイチマイでサンビャクロクジュウゴカイきくから、ジュウマイ

でサンゼンロッピャクゴジュッカイきくことになる。イッポウイッカイきくシィディを

ヒャクヨンジュウマイもっていたら、イチかけるヒャクヨンジュウでヒャクヨンジュッ

カイきくことになる。

ここでシィディのねだんをイチマイサンゼンエンとカテイする。イチニチにイッカイき

くシィディはネンカンサンビャクロクジュウゴカイで、これをサンゼンエンとすると、

それがジュウマイあるからサンマンエンとなる。イッポウイチネンでイッカイきくシィ

ディはヒャクヨンジュウマイあつめてもサンビャクロクジュウゴカイにタッしない。そ

れをイチマイブンケイサンするとサンビャクロクジュウゴがサンゼンだから、イチマイ

はハッテンニイチエンになる。これがヒャクヨンジュウマイだからセンヒャクヨンジュ

ウキュウエン。

これをヘイキンすると、サンマンたすセンヒャクヨンジュウキュウわるヒャクゴジュウ

でイチマイあたりニヒャクナナテンロクロクエンとなる。つまり、シィディのあるソウ

テイでのジッセイカカクはヘイキンテキなものでイチマイニヒャクジュウエンとなる。

だから、プロのハンガク（センゴヒャクエン）にカカクをセッテイすればうれるかという

とそういうわけではないということがわかる。なにしろプロ（シィディをだしているの

がプロばかりとして）のヘイキンテキなシィディのねだんがニヒャクジュウエンなのだ。

だからまぁまぁのかんじだとニヒャクジュウエンでうりだすのがただしいだろう。その

ニヒャクジュウエンでシィディをうってリエキをだせるのが「プロ」ということになる。

フツウそうはできないだろう。でもそれができないのだったら、シュミでオンガクをや

るにとどめておいたホウがいい。そういうことだ。

　

ヒャクヨンジュウキュウ、『よ』キュウジュウロク

　

サイキンは「ワコンヨウサイ」という。そのことばもあまりきかれなくなったかもしれ

ない。ニホンのセイシンとセイヨウのガクモンというイミである。たしかにセイヨウの

ガクモンにエイキョウされていたりする。しかし、そのまえは「ワコンカンサイ」といっ

ていた。ニホンのセイシンとチュウゴクのガクモンというイミである。ときがかわると

そうかわったりもするのだろう。それでもまだカンジのガクシュウをするから「ワコン

カンサイ」なのだろう。わかいひとなら「ワコンカンギ（ギジュツ）」がいいかもしれな

い。チュウゴクではしばらくセイゾウギョウがカッパツだったから、チュウゴクジンに

まなべるギジュツがあるだろうとおもうのである。
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ヒャクゴジュウ、『よ』ヒャクなな

　

ニンゲンのななわりはみずでできているという。それをエキタイとしてホジしている。

チョウドそういうオンドでくらしているからだ。だからもっとあついところ、たとえば

スイセイにいけば、ほぼジョウハツしてしまうし、さむいところ、たとえばドセイにいけ

ばほぼかたまってしまう。だからそういうところでいきるには、みずイガイのなかみが

ヒツヨウだろう。たとえば、タイヨウのちかくならキンゾクだ。キンゾクがエキタイに

なってからだをジュンカンできるだろう。ギャクにタイヨウからとおいところではチッ

ソのようななかみがいいだろう。やはりエキタイになってジュンカンできる。コキュウ

もかんがえると、あついところではスイジョウキをつかい、さむいところではニサンカ

タンソなどをつかう。このようにかんがえると、ウチュウジンは、キンゾクでできてい

たり、チッソでできていたりするだろう。みずでできたニンゲンはとりあえずできてい

るが、ほかはどうかわからない。

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ、『よ』ヒャクキュウ

　

おわらいバングミをみてよろこんだり、たかいホウセキをもってよろこんだり。ニンゲン

のノウにはふるいノウとあたらしいノウがあるという（●ヒャクヨンジュウイチ、『よろ

こぶゲンシジン』ゴジュウゴ）。ふるいノウはゲンシジンのころからあったのだろう。あ

たらしいノウはブンカができてからではないか。ブンカのハッテンとともにあたらしい

ノウができあがったと。おわらいバングミをみてよろこんだり、たかいホウセキをもっ

てよろこんだりするのは、ブンカができてからだろう。だからそれらはあたらしいノウ

へのシゲキだ。ゲンシジンはそんなものではよろこばないだろう。ゾウトウヒンにショ

クリョウがある。タブン、これならゲンシジンもよろこぶからまちがいないのだ。かん

きりがヒツヨウなかんづめはよろこばないかもしれないが。

　

ヒャクゴジュウニ、『よ』ヒャクジュウサン

　

ニンゲンのノウは「ふるい」ブブンと「あたらしい」ブブンがあるという（●ヒャクゴ

ジュウイチ、『よ』ヒャクキュウ）。「ふるい」ノウはなにをしているか、タブン、ドウサ

にかかわることをしたりするブブンなのだろう。むかしからニンゲン（ゲンシジン）は

うごいていただろうから。ショクジなんかもそうだ。むかしからしていたであろう。

むかしからしていなかったのは、このようにホンをかいたりすることだ。だからホンを

かいたりよんだりするのは「あたらしい」ノウをつかってすすめるのだろう。へやをみ
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わたすと、どうも「あたらしい」ノウをつかうようなものばかりだ。それはキホンテキに

ジュウヨウでないともいえる。「ホン」をよんだってはらはふくれないからである。もっ

ともふるそうなへやというかもいえのなかにはある。それはだいどころである。なべや

ショッキはむかしからつかわれてきただろう。ケッキョクダイジなのは、だいどころと

ねどこではないか。だいどころでつくられるリョウリは、「ふるい」ノウがマンゾクする

だろう。タブン「ゲンシジン」もよろこぶはずだ。そうやって、「わたしというゲンシジ

ン」をマンゾクさせることはジュウヨウであるとおもう。

　

ヒャクゴジュウサン、『よ』ヒャクジュウヨン

　

ものをもつとへやのなかにそれがたまっていく。ものをかいすぎるとうごけるハンイが

せまくなる。イチジわたしはホンをためていたが、よんだものはショブンするようにし

た。やはりかたづかないとこまるのである。どうすればいいか。リソウテキなのは、つか

うときだけホンがあることである。つかわないときはなくていい。どこかでかりられれ

ばいいが、トショカンにおいていないホンもある。テレビなんかもそうだ。みたいバン

グミだけみられればいい。テレビジュゾウキもいらないかもしれない。そういう「パー

ユーゼージ（つかうブンだけ）」にすれば、むだなものがふえないし、ベンリだとおもう。

　

ヒャクゴジュウヨン、『よ』ヒャクジュウゴ

　

タバコはからだにわるいという。サイキンはだからタバコをやめろという。わたしがお

もうにはそういうひとはクルマにのらないであるいてばっかりのひとなんだとおもう。

なぜなら、クルマはハイキガスをだす。だからそれもからだにわるいだろうからだ。ク

ルマにのりながら、「タバコをやめろ。」だったら、「あなたこそクルマをやめろ。」だ。ク

ルマをやめてからそういうことをいってほしいとおもう。おたがいさまだとおもうので

ある。「まわりにいるひとのガイになる。」でも、「クルマはハイキガスをシャナイにださ

ない。」だ。やっぱりおたがいさまだとおもう。

　

ヒャクゴジュウゴ、『よ』ヒャクジュウなな

　

ヒコーキにのるとキナイショクがでてくる。サイキンはキナイショクがでないヒコーキ

もあるときくが、やっぱりたべたいとおもう。ゲンシジンをマンゾクさせたいからであ

る (●ヒャクゴジュウニ、『よ』ヒャクジュウサン、ヒャクゴジュウニ)。よく、ビーフオ

アフィッシュときかれた。わたしはビーフとしかこたえたことはないが、どちらかえら

べるのは、シュウキョウへのハイリョからもいいのだろう。そういうセンタクにこたえ

ていくとコセイがでる。はじめののみものもえらべるし、ショクゴのイッパイもえらべ

る。それぞれふたつのセンタクシだと、ハチとおりのえらびかたができる。ムダかもしれ
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ないがそういうコセイをソンチョウするというのもマナーなんだろう。ニホンでのショ

ウヒコウドウも、センタクシのあるコセイテキなようにかわってきているともきく。コ

セイをソンチョウするとそうなるのだろう。だから「コセイ」とはキナイショクのセン

タクのしかたともいえる。キュウショクでそだつニホンジンにはわかりにくいかんがえ

かたかもしれない。

　

ヒャクゴジュウロク、『よ』ヒャクジュウハチ

　

わたしがヨウチエンジのころに、オヤジがビデオデッキをかうのでついていった。その

ころはエーシャのかたと、ビーシャのかたというセンタクシがあった。エーシャのもの

はカセットがややちいさく、ビーシャのものはおおきかった。リョウハンテンで、オヤ

ジはあらかじめどちらかきめていたようだった。デンシブヒンのカイシャインだったか

ら、くわしかったのだろう。かたほうのかたは、いずれトウタされることになる。オヤ

ジはそれがどちらかわかっていたのだろう。しかし、トウジのわたしにもわかるリユウ

があった。それは、ビーシャのかたのカセットをつかったビデオグラムがうっていたか

らである。いまのヨンジュウダイのダンセイにニンキがあったビデオサクヒンだ。だか

らそのビデオグラムみたさにビーシャのかたをシジしたとおもう。ビデオデッキとドウ

ジにそのビデオグラムをかってもらったかわすれたが、まぁやがてエーシャのかたはト

ウタされたようである。しかし、そのときかったビーシャのかたも、やがてひかりディ

スクにとってかわられる。しかしおもいでのビデオがあるので、ビーシャのかたのビデ

オデッキもとってある。

　

ヒャクゴジュウなな、『よ』ヒャクニジュウ

　

なにかのしくみはそうそうかわるものではない。ビルもいちどたててしまえばそれはナ

ンジュウネンとのこる。だからそういうしくみに（たとえでいえば、たてものに）なれ

たホウがいいといえる。しかし、ああだったらいいとかは、だれしもがおもうことだろ

う。だから、ヘンコウがむずかしいたてものではなくて、カグなどにこったりする。カ

グもナンジュウネンともつが、とりかえることもできる。だからコウゾウシュギテキな

ひとばかりでなく、いえなどはあまりジユウにはできないが、キノウをジュウシするひ

ともでてくる（●ヒャクニジュウロク、『よ』イチ、ヒャクロクジュウ、『よ』ヒャクニ

ジュウロク）。つまりあるもののコウゾウテキなメンでなくて、キノウテキなメンをジュ

ウシするひとだ。

トクにサイキンでは、テイカカクをジュウシするようなむきもある。コウゾウでなく、キ

ノウがダイジなんだけど、テイカカクなものをえらぶシコウである。だからやすいガイ

コクセイのセイヒンがみせにならぶようになる。わたしがわかかったころは、ヨーロッ

パのブランドにあこがれたというかキョウカンしたが、そういうものがたりてきなこと

より、「キノウ」を、「テイカカク」をというのがタイセイなのかもしれない。「キノウ」
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がみたされればいい。そのうえ「テイカカク」なものがいいと。なにをえらぶかはその

ひとのジユウでしょうけど。

　

ヒャクゴジュウハチ、『よ』ヒャクニジュウサン

　

サイキン、オンガクをつくっていておもうのが、オンガクはロウドウリョクよりシキン

リョクではないかということだ。かなりのロウドウリョクをつかっても、ガッキがわる

かったら、いいオンガクにはならない。もっともサイキンだと、なまガッキのおとをシュ

ウロクしたプログラムをサッキョクなどでつかうから、よりいいおとのプログラムをそ

ろえれば、いいオンガクになるとおもう。たかいガッキをつかうようなものだ。そうす

ると、ロウドウリョクのメンもあるが、シキンにヨユウがないと、むずかしいとなる。だ

から、アーティストはレコードガイシャとつきあっているのだろう。いいおとでロクオ

ンするためである。

でも、シィディのシジョウカカクが、まえにのべたように（●ヒャクヨンジュウハチ、

『よ』ハチジュウキュウ）ニヒャクゴジュウエンだとすれば、イチマンマイうれても、ニ

ヒャクゴジュウマンエンだから、ヒヨウだけでうりあげはなくなってしまうだろう。だ

からサンニュウするのはソウトウむずかしいとおもう（ダウンロードハンバイがみこみ

あるだろう。）。キュウジュウネンダイコウハンにうれたあるカシュは、カショウリョク

とちょっとだけのガッキでナンビャクマンマイとうってしまった。あまりおかねをかけ

ずにタクサンうれたのである（コウコクヒはのぞく。）。それはカクメイテキであるが、そ

ういうジレイもある。でも、なかなかむずかしいであろう。

　

ヒャクゴジュウキュウ、『よ』ヒャクニジュウゴ

　

サンジュウネンほどまえ、わたしは、はねだクウコウをリヨウしていた。いま、おもい

だしてみると、ニホンはシャカイシュギだったのではないかとおもう。なぜなら、「コウ

キュウヒン」があのクウコウにはなかったようなきがするからだ。サンゼンエンのコウ

キュウベントウもなかったし、ブランドもののなにかがうられていたともおぼえていな

い。そのかわりに、ショミンのたべもの「やきそば」やニホンジンがクフウしてちいさ

くなったブングなどがうられていた（あるときは、カードがたのボールペンがあった。）。

コクナイセンがおもとはいえ、かねもちもリヨウしそうだが、そんなかんじだったとお

もう。もっとも、いまはたてものがかわってしまったが、タショウコウキュウヒンをあつ

かうようになったのだろうか。「カクサ」とかいっているからあつかうようになったのだ

ろう。そうでなきゃ、まだ「シャカイシュギ」のままだ。もっとも「シャカイシュギ」の

いごこちのよさはあるだろう。ステーキをたべているひとのよこで、すうどんをたべな

くてもよいのだ。そういうこともかんがえるから、「コセイ（●ヒャクゴジュウゴ、『よ』

ヒャクジュウなな）」というタンゴでごまかすかもしれない。シホンシュギだったらそう

いうしかない。
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ヒャクロクジュウ、『よ』ヒャクニジュウロク

　

さきの（●ヒャクゴジュウゴ、『よ』ヒャクジュウなな）「ビーフ オアフィッシュ」のよ

うにえらべるホウがいいのか。ショウガッコウのキュウショクが、そうかわったとはき

かない。えらべると「ジブンで」えらんだというセキニンがでてくる。モチロン、それ

にどくがはいっていれば、テイキョウしたがわのセキニンがでてくる。しかし、キョク

ロンすると、「どく」がはいっているものをたべたそのひとがわるいことになる。もっと

も、からだにヘンチョウをきたして、わるいばあいはしんでしまっているだろうから、ジ

ブンでセキニンをとることになる。テイキョウしたがわにできることはバイショウだ。

そうやって、ケッキョクジブンでセキニンをとることになるから、そういうえらべるブン

カのひとはヨウジンぶかいだろう（カタホウはフツウで、もうカタホウのリョウリにど

くがはいっているかもしれないから。）。それはテロジケンについてもいえる。なにかえ

らんだケッカがテロジケンにつながったとすれば、えらんだあなたがわるいとなる（ホ

ウリツによってハンニンはバッされるだろうが、しんでしまったらだれもいきかえらせ

てくれない。）。だからニホンでそういうギロンがでることはすくないだろうが、ウカツ

に「えらんで」はキケンなのだ。シャカイシュギはそのテンでわるくない（どくがはいっ

ていたら、ゼンインしんでしまうカノウセイはあるが。）。

ガッシュウコクセイのギュウニクをえらんだために、「シュウダンテキジエイケン」をみ

とめるホウコウにいっている。そのながれでいくと、やはり「えらんだ」セキニンがで

てくるはずだ。そういうカクゴもしなければいけないかもしれない。いやだったらえら

ばなきゃいいのだ（えらばなかったセキニンもあろうが。）。マテリアルのモンダイ（た

べもの）だから、ホントウの「コセイ（ジブンのイチブになるから。）」である。ボウエイ

テキドクリツより、ギュウニクをえらんだのだろう。

　

ヒャクロクジュウイチ、『よ』ヒャクニジュウキュウ

　

しごとがおくれるとどうなるか。コキャクにおこられたり、ジョウシにおこられたりす

る。もっというと、そのリユウをセツメイしたり、ブンショをツイカしたりする。ケッ

キョクなにかといえば、「ブンショ」がヨテイよりながくなるだろう。シッパイについ

て、それはなぜおこったかとなる。きがつくとホンができているかもしれない。そのブン

ショをかくジカンがムダだから、セイサンセイもあがらない。だからできるひとは、し

ごとをおくらせないし、おくれたとしても、ながくモンドウしないだろう。「ノーエクス

キューズ。」というが、いいわけするだけジカンのムダというかんがえかただろう。ブン

ガクはながながとモンドウするだろうが。

　

ヒャクロクジュウニ、『よ』ヒャクサンジュウ
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しごとをカンタンにおわらせてしまうことはできる。しかし、カンタンにおわらせると、

「ラクしやがって。」とかいわれかねない。だからしょうがなくしごとをしているふりを

することがないか。そのジカンはムダなのだが、つきあいをかんがえるとしょうがなく

もある。ひょっとしたら、しごとができる、できないより、そのホウがダイジかもしれ

ない。しかし、ソレンはシッパイした。ココのジツリョクのモンダイもあるが、シュウ

ダンのセイサンセイもある。むずかしいモンダイだ。

　

ヒャクロクジュウサン、『よ』ヒャクサンジュウイチ

　

なにかのしくみを「かねもち」や「ビンボウニン」にあわせるとどうなるか。あるものご

とのブンプはセイキブンプではかれることがある。カズをジョウゲにとったベルがたの

グラフである（ヘイキンがもっともおおい。）。ニホンだと、ガッコウのセイセキをその

リクツをつかってはかる。ヘンサチというやつである。ベンキョウができるひとは、で

きるほどかずがすくなく、またできないホウも、できないほどかずがすくない。ヘイキ

ンからキョリをはかるとヘンサチである。

それなら「かねもち」や「ビンボウニン」にセイサクをあわせると、そのギャクのひと

たちからのキョリがおおきく、またヘイキンからのキョリもあるから、ソウタイとして

は「ムダ」がおおそうである。じゃあどうすればいいかというと、「ヘイキンテキなひと」

にあわせるとムダがすくなくなる。それでいいかはともかく、それならムダはすくない

のである。ニホンではルイシンカゼイといって、ビンボウなひとからはすくなく、かね

もちからはおおくゼイキンをとっているが、ヘイキンテキなゼイリツにすることもでき

るだろう。

セイヒンもヘイキンテキなねだんにすることもできる。しかし、ヒャクエンでショウヒ

ンをかえるみせがはやっているから、ヘイキンテキなねだんではだめなのかもしれない。

セイヒンも「ヘイキンテキ」なものをイッコタイリョウにつくるよりも、「ビンボウニン

むけ」と「ヘイキンテキなひとむけ」、「かねもちむけ」とつくるホウが、コウリツがよ

さそうだ。ベツにイチリツにするヒツヨウはない。しかし、「テイカカク」なものがうれ

るようなきがする。そういうのをシュクショウがたケイザイというのだろう。ジッサイ

のとりひきがそうであるかはともかく、だれかや、だれからのシンリには、そのコウゾ

ウがあるのである（●ヒャクニジュウロク、『よ』イチ）。カイキュウセイにしてしまえ

ば、みっつのセイヒンをつくればいいが、ニホンではなかなかなじまないのだろうか。

ヒャクロクジュウヨン、『よ』ヒャクサンジュウゴ

　

ヒコーキのキナイで「ビーフ オアフィッシュ」ときかれる（●ヒャクゴジュウゴ、『よ』

ヒャクジュウなな）。キナイショクのメニューをセンタクするためだ。ニホンではシュウ

キョウテキなリユウでなにかをたべられないひとはすくないが、そういうばあいもある

から、センタクできたホウがよい。ほかに「コーヒーオアティー」ときかれる。わたしは

コーヒーばかりたのんだ。いえではおチャとかむぎチャだったが、そういうエンがあっ
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て、ジブンでもかってつくるようになった。あるレストランのコーヒーがおいしかったの

で、ジブンでもおいしいのをつくりたいとおもったのだろう。いえにサイフォンがあっ

たので、まめをひいてつくったりするようになった。それまでは「シコウヒン」とよば

れていた。

ハチジュウネンダイのニホンの（わたしはカイガイセイカツがながかったために、わた

しはこういういいかたをすることがある。）ジドウハンバイキなどでは、コーヒーはサン

メイガラテイドしかなかった。ほかにコーヒーギュウニュウがあった。モチロンキッサ

テンもあったが、ケッコウなねだんであった。このあとキュウジュウネンダイにはいっ

て、ジハンキでうられるコーヒーがふえたとキオクしている。なかにはおいしいのもあ

るから、ゆたかになったといえるだろうか。タイシュウむけのセイヒンになったかもし

れない。

ただ、きづくとわたしはコーヒーばかりのむようになっている。「コーヒーかコウチャ

か。」ときかれて、「みず。」とこたえられなかったからかもしれない。そういうギャクテ

イアンをするのがたしなみかもしれないが、まぁ、むずかしかった。いまのガクセイな

んかも、「センタクシ」のなかからこたえるモンダイにならされているから、そういうヘ

ンカというのはつづくかもしれない。

　

ヒャロクジュウゴ、『よ』ヒャクサンジュウなな

　

なぜかラーメンがワダイになったりする（●ニジュウサン、『ア』ハチジュウ）。カイガイ

にもシュッテンしているときく。わたしがカイガイにいたころは、そのまちにラーメン

やというのはほとんどなかった。あったのはゲンチのメンリョウリやだ。それと、ニホ

ンリョウリやがジュッケンはあった。さしみやテンプラなどをだすみせである。いえで

はおふくろのつくるカテイリョウリだったが、たまにそういうみせにもショクジにいっ

た。カツドンがゴヒャクエンくらいだったから、そんなにたかいわけではない。あじも

わるくなかった。

さて、なぜラーメンか。たしかにたまにたべたいともおもう。しかし、なまえが「チュウ

カそば」とか「シナそば（シナのそばだからそういう。シナとはチュウゴクのことだ。）」

だったら、そうワダイにならなかったのではとおもう。なぜか、「アーメン」ににている

からである。そのことばはながネンいわれつづけているらしい。だからしたしみがわく

のではないだろうか。「ラーメン」くってりゃ、エンギがいいみたいなはなしである。

　

ヒャクロクジュウロク、『よ』ヒャクサンジュウキュウ

　

あるシソウについてデントウテキなタチバをとるひとを「ホシュ」といったりする。イッ

ポウ、カイカクテキなことをいうひとを「カクシン」とかいったりする。「リベラル」だ

と「ジユウ」のハセイだから「ジユウシュギ」か「ジュウナンな」であろう。その「ホ

シュ」テキなひとがキョクタンになってくるとどうなるか。「ああしなければならない。」
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「～であるべきだ。」といいだす。ゴジブンのことをいうブンにはおおいにケッコウだが、

いくら、デントウテキにただしくても、ひとにくってかかってキョウヨウするようだと

こまる。そのひどいかんじの「ホシュ」をわたしは「ボシュ」という。ボシュはジブンが

いうことがただしいとおもい、ひとにシテキし、キョウヨウする「ボス」のようなタチ

イチだが、ザンネンながらジンボウはうすいのではないか。

　

ヒャクロクジュウなな、『よ』ヒャクヨンジュウヨン

　

よくよくかんがえてみると、シュミをダイコウしてかせいでいるひとがいる。むしろそ

れがサンギョウになっていたりする。「エイガ」だったら、ジブンででかけてタイケン

するようなことを、エイゾウとオンセイのホウコクでうけとっていたりする。オンガク

だったら、ジブンでエンソウするわけではなく、だれかがかわりにひいて、そのホウコ

ク（シィディ）などをうけとったりする。

これらのばあい、「ホウコク（ディブイディやシィディ）」にエイゾウやオンガクをふき

こむひとがシュミをダイコウしている。シャシンならシャシンをとるひとがダイコウし

ているし、ホンもかくひとがしている。えならえをかくひとがダイコウしている。なぜ

そういうダイコウがおおいのか。ジブンでみにいったり、ひいたり、かいたりすればい

いが、タブン、いまのひとはジカンがないか、オウチャクなのだろう。ネンカンシュミ

にヒャクジカンかかるところをジュウジカンで、ヒャクジカンかかることをイチジカン

ですませようとするのだろう。それにサンゼンエンはらったホウがやすいのであろう。

ジュウキュウセイキおわりからニジュッセイキにかけてキロクギジュツがハッタツして、

そういうサービスがハッテンした。もっとすすむとひとはリョコウにいかなくなるかも

しれない。ホウコクをうければいいからだ。ジムかたをしているなら、カイシャにいかな

くてすむかもしれない。ホウコクとサギョウケッカをおくって、キュウリョウがふりこ

まれればいいからだ。ショウテンもいらなくなるかもしれない。ホウコクをうけて、し

なものがおくられればいいからだ。

　

ヒャクロクジュウハチ、『よ』ヒャクヨンジュウゴ

　

どうもタバコがきらわれている（●ヒャクゴジュウヨン、『よ』ヒャクジュウゴ）。ケン

コウにわるいとされているからのようだ。しかし、けむりをだすものでもくるまはキン

シしろとかいわない。タブン、データをとれば、くるまもケンコウをガイするとでそう

だ。なぜタバコがダメで、くるまはよしなのか。タブン、タバコをやめろというひとは、

くるまにのっていないにちがいない。そのくるまがだれかのケンコウをガイしてしまう

からだ。そうじゃなければ、シイテキないやがらせだ。それならあなたもくるまにのる

ことをやめてくださいといいたい。おたがいさまだとおもう。それでもというなら、タ

バコドウヨウに、ジドウシャのシャタイに、「あなたのジドウシャのリヨウで、なんにん

かがハイガンになるカノウセイがたかまります。」とはるしかない。
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ヒャクロクジュウキュウ、『よ』ヒャクゴジュウ

　

カイガイでのはなしだが、かわでセンタクしているのをみたことがある。しかし、とき

がたつにつれみかけなくなった。ウンコとかセンザイをながすようになったらむずかし

いだろう。センタクキをつかうのがゆたかか。カンキョウオセンでセンタクキをつかう

のでは、ゆたかとはいえないであろう。かわがきれいならかわでセンタクすればいいの

である。カンキョウがいいからできる。それはまずしいとはいえないのである。

　

ヒャクななジュウ、『よ』ヒャクゴジュウゴ

コウエンにいった。なんとなくそとへでて、きぶんテンカンをしようとおもった。ショ

ウテンにいってもよかったが、コウエンがあるのにきがついて（そのソンザイジタイは

まえからしっていた。）コウエンでやすむことにした。「コウエン」というのは、たしか

ヨーロッパジンのハツメイだったとおもう。いいハツメイは、そのゴをいきるひとをた

のしませる。メイジイコウにニホンにもドウニュウされたのだとおもう。わたしもちい

さなころリヨウした。ユウグがあるとこどもはそっちにいく。きがうえられているのも

トクチョウではないだろうか。

そういえばサイキンきをみているひとをみかけない。むかしはそういうおとながいたよ

うなきがするが、きづいたらわたしがそうなっていた。どんぐりのなるきだとおもうが、

なまえはわからない。わたしはそういうジョウホウにうといからである。それでもきを

みるブン、きにくわしいかもしれない。ジブンのドウセダイとはなしていて、きのはなし

になることがすくない。もっとうえのセダイだと、きについていろいろかたる。きをみ

たことがないわけではないだろうが、そういうはなしをしない。そんなわけだから、ニ

ホンが「カガクタイコク」なんていうと、うそだろとなる。そういうシゼンカガクにう

とそうだからである。たしかに、ものしりとかケンキュウシャはいる。しかし、そうい

うはなしをしないとなると、シゼンカガクのソヨウがないといえるだろう。

わたしもわかいころは、きというと「のぼれる」きと「のぼりにくい」きがあるくらい

のニンシキしかなかった。としがたつにつれすこしずつちがいがわかってきた。くだも

ののならないきはいらないか。ランボウなといであるが、やっぱりヒツヨウだろう。そ

ういうきがサンソをキョウキュウしてくれるからである。ニンゲンだってそうだ。キョ

クロンすると、ニサンカタンソをはきだして、ウンコをだしてりゃいいのだろう。でも

「シャカイ」ではあんまりそういうことをいわない。しごとをしなくちゃいけないとか、

そういうことをいう。

むかしはたべていくためにはたらくといっていた。でもそれならノウギョウをすればよ

い。それならたべられるからだ。むかしはそうやっていただろう。しかし、いまはしご

と（ロウドウ）やなにかをコウカンしなければ、メシにありつけなかったりする。チョ

クセツたべものをつくればむだがないが（コウカンのサイのジカンのムダなど。）、どう

もそういう「ムダ」なことをするのがイッパンテキだ。もし、あなたがジカンをほしが
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るならば、ノウギョウをするといい。コウカンのてまひまがはぶけるからだ。でもいま

のシャカイは、ムダなコウカンをしつつ、うまくやりましょうというのが、そのシソウ

なんだとおもう。

　

ヒャクななジュウイチ、『よ』ヒャクロクジュウ

　

ドウブツ、ショクブツとシュルイがあるが、「ニンゲン」はかわったことをしたりする。

それは、だれかからかりたおかねがかえせなくてジサツしたり、ニンゲンカンケイをく

に、デンシャにとびこんだりというコウドウである。わたしにいわせれば、これは「ニ

ンゲンビョウ」である。ほかのドウブツではあまりきかない。そうやって「ジサツ」す

るとほかの、というかリガイカンケイシャがシカタないとおもうのだろう。そういうか

んじで「ジサツ」がビカされたりする。これはオウベイではよしとされず、またチュウ

ゴクでも、「シタイにむちをうつ。」というくらいだから、そうはならない。サイバンで

「チョウエキニヒャクネン。」なんてハンケツをだすくにもある。じゃそれは「ニホンジ

ンビョウ」じゃないかといわれるかもしれないが、そういうことじゃない。もっとひろ

いハンイのことをいう。たとえば、ベンジョをつかったら、みずでながさなければなら

ないというのもニンゲンビョウだろう。ケッコウかぞえればあるはずだ。たまにはそう

いうニンゲンビョウからはなれるのもいいかもしれない。タブン、あたらしいノウのモ

ンダイなんだろう（●ヒャクゴジュウニ、『よ』ヒャクジュウサン）。

ヒャクななジュウニ、『よ』ヒャクロクジュウイチ

　

ゲンダイはシュウキョウがスイタイしたといわれる。それでもシンコウをもっているひ

とはおおいし、シュウキョウがさかんなチイキもある。ニホンではセンゴにスイタイし

たといわれる。シュウキョウにはおしえがある。カイリツがあったりもする。それをジッ

センしていたのがシンコウシャだろう。

しかし、そういうのがはやらなくなったのはなぜだろう。ジユウになったのかもしれな

い。あなたがシンコウするのはカッテだけど、わたしはしない。というぐあいにである。

ケッコンもジユウになったわけだから、そういうジユウが、おしえにとってかわったの

かもしれない。たしかに、「ジユウ」が、めざすべきリソウだとすれば、それはシュウ

キョウタイリツをおこさない。あなたのジユウはみとめるし、わたしのジユウもみとめ

られるとなる。なのにもかかわらず、ケンカしてしまったらジユウでない。それぞれの

ジユウをみとめていないことになるからだ。しかし、ジユウをそれほどみとめられるの

かというモンダイはある。やっぱりどこかでケンカしてしまったりするだろうから。ま

た、ジユウならケッコンするヒツヨウもない。テキトウに、あいてをとりかえてもよい、

つきあえばいいのだ。「フウフベッセイ」とかいっているから、そっちのホウにすすんで

いるんだろう。とはいえ、カゲキなジユウシュギシャにであったことはないのだが。

　

ヒャクななジュウサン、『よ』ヒャクロクジュウロク
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サイキンはジョセイで「マルマルこ」と「こ」がつくなまえがすくなくなっているとおも

う。わたしのセダイぐらいでもめずらしかったかもしれない。なるほど、それならこど

もも少なくなるわけだといえないか。「こ」がすくないわけでしょと。こどもがすくなく

なったから、「こ」のつくなまえがへったのか。「こ」のつくなまえがへったから、こと

もがへったのかはよくわからない。でも、そこそこソウカン（ヒレイ）しているでしょ

と。なかなかつけづらいのかもしれないですね。でも、ヨンジュウネンまえにそういう

ことがわかったということですから。「ダイサンジベビーブーム」はおきないと。キタイ

していたむきもあるみたいだけど。

　

ヒャクななジュウヨン、『よ』ヒャクロクジュウなな

「コスト」をへらす。というとコウテイテキにとらえるひとがおおいのではないか。たと

えば、ネンピのよいくるまをかって、ガソリンイチリッターあたりジュッキロはしると

ころを、ニジュッキロはしるようになり、ネンリョウコストをニブンのイチ、ジュッキロ

あたりヒャクニジュウエンへらしましたと。カイシャでもコテイヒをへらして、ネンカ

ンナンゼンマンエンヒヨウをへらしたとかいう。でも、それにイをとなえるひとはあま

りいない。タイテイ、それをきいたひとはよかったですねとか、うちもみならわなきゃ

だろう。

しかし、そのコストは、ホントウにへるものなのか。さきのくるまでいうと、サクゲン

されたイチリッターあたりヒャクニジュウエンのもと「コスト」はどこへいくのか。そ

れはくるまホンタイのねだんにいくというのがひとつのこたえだろう。つまり、ショウ

エネブヒンをつかっているために、まえにのっていたくるまよりハチジュウマンエンた

かいとか。カップラーメンがテイカニヒャクエンのところ、ヒャクエンでうっていたら、

かうほうのコストはヒャクエンへるがそのもとコストはどこへいくのか。メーカーがフ

タンしているかもしれないし、こうりテンがフタンしているかもしれない。

つまり、ひとつのカンテンからは「コスト」はへらせるのだが、そのもと「コスト」ジ

タイはなくなるものではないということだ。だから、だれかがコストカットしたという

ときには、ほかのだれかにコストがイテンしたということだ。キュウジュウネンダイの

ギンコウのフリョウサイケンモンダイでいえば、ギンコウの「あかじ」というコストは、

イチジテキにせよ、すべてゼイキンでまかなわれた。つまりコストがノウゼイシャのホ

ウにイテンしたのである。あとでかえされたらしいが、そうやってコストをすててしま

え、コストカットしたもとコストをそとにやってしまえというかんがえかただと、むか

しのヨーロッパのデンセンビョウのはなしににているだろう。トシのジュウミンはフン

ニョウをジブンのへやのそとへほうりだした。みながそうするから、とうとうデンセン

ビョウがハッセイしたというわけだ。だからコストのもっていきさきにはきをつけなけ

ればならない。

　

ヒャクななジュウゴ、『よ』ヒャクロクジュウキュウ
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ショクドウでたべて、すくなくカンジョウをすませると、「おキャクさん、たりないです

よ。」とおいかけられる。にげきってしまうホウホウもあるが、タブン、そのみせにはそ

のゴいけなくなる。ばあいによってはタイホされる。ジュウロクセイキのおだのぶなが

コウはベツにくいにげしたわけではない。ただなにかにモンダイがあったんだろう。テ

ンカトウイツをまえにムホンにあい、ボッすることになった。ブツモンのイチブへのダ

ンアツがまずかったのか、カシンへのキュウリョウのしはらいがわるかったのかわから

ないが（ここではなにかの「しはらい」とかんがえる。タシャへのケイアイなども、こ

こでは「しはらい」だ。）、なにかへのしはらいがわるかったのではないかとスイソクす

る。しはらいがわるいとさきのようにおいかけられるし、タイホされることがある。あ

まりいのちをとられることはないとおもうが、そういうこともある。ムチャなセイキュ

ウをされてというモンダイもあるが、やっぱりしはらいがたりなかったのだろう。おお

きなしごとをするなら、フツウのしごとでもそうだが、しはらいがきちんとしていなけ

れば、シッパイすることがある。だから、のぶながコウのキョウクンとして、しはらい

をきちんとするようにきをつけたホウがいい。

　

ヒャクななジュウロク、『よ』ヒャクななジュウヨン

　

わたしのわかいころは、からだをきたえていたので、なんでもできるとおもっていた。

モチロン、うまい、へたはあっただろうが。しかし、ウンドウをせずとしがたったから

か、「なんでもできる。」とおもわなくなった。だから、あまりつかわないものをかって

もしょうがないとおもうようになった。また、ジカンはわたしにとってユウゲンだから、

ダイジなことをダイジにしようとおもうようになった。ジユウなんだけど、ジユウじゃ

ないというわけである。

いまおもえば「ジブンさがし（●ヒャクサン）」ブームは、ただわかものがケンコウだっ

ただけじゃないかというきがする。なんでもできるから、「ジブンさがし」だったのだろ

う。しかし、そうジユウでも、「かね」がなけりゃできないこともある。だから、かれら

がめぐまれたセダイだったということもできるだろう。そういうわかものは、すくなく

なってきているのではないだろうか。

　

ヒャクななジュウなな、『よ』ヒャクななジュウなな

　

まじめになにかをするということはいいことだ。しかし、いきなりヘンカがおそうとし

たら、それはスリリングなドラマになる。ショウチュウガッコウをおえたら、コウコウ、

ダイガクとすすんだり、すすませたり、すすんでくれればとおもったりする。それがわ

りと「フツウ」かもしれない。しかしである、「ヘンカ」がおそっているようにもおもえ

る。それはなにか。「エーアイ」である（●ヒャクロクジュウハチ）。

スウシキをおぼえてケイサンすることもできて、ブンショをかくこともできる。レキシ
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のネンゴウをセイカクにこたえられ、ブンシのカガクシキもあらわせる。これは、「エー

アイ」というコウコウセイのノウリョクである。それイジョウのこともできるだろう。

そのコウコウセイとキョウソウしてかてるコウコウセイがどれだけいるか。タブン、そ

のエーアイがもっともいいセイセキでソツギョウして、もっともいいダイガクにすすみ、

いいキギョウにシュウショクするのだろう。いまのところエーアイにドウタイはないか

ら（あるのもあるかもしれない。）、タイイクだ、ショドウだ、ガッキエンソウは、ニン

ゲンのかちだろう。そういうエーアイがみぢかになりつつある。

　ニンゲンのコウコウセイが、キョウソウにかてなかったらどうなるか。「くだる」のか

もしれない。エーアイのめしつかいをやるということだ。それなら、コウコウにいかず、

エーアイのセイビでもベンキョウするといいかもしれない。キョウソウにまけてもまな

びたいだったら、コウコウにいくのもいいかもしれない。それでも、キギョウにはいっ

たら、エーアイにつかわれるようになるだろう。エーアイのいうとおりにはたらかなけ

ればいけない。つまり、ニクタイロウドウするのが、ニンゲンのおもなしごとになる。

それでもコウコウにいくのか。ロボットのギジュツもハッタツしているから、やがて、ニ

クタイロウドウもエーアイがやるようになるかもしれない。そうすると、シツギョウか

もしれない。きびしいドラマだが、あまりこどもをもつおやはかんがえていないようだ。

エーアイセイビガッコウにいったホウがよいのはめにみえているようだが。キギョウっ

ていうのは、やすくて、いいロウドウリョクをつかおうとするから（みのまわりにチュ

ウゴクセイがふえましたよね。）、まぁまちがいなさそうなのです。

　

ヒャクななジュウハチ、『よ』ヒャクななジュウキュウ

　

リエキのあるところにひとはちかよっていくだろう。シュウショクさきをきめるときな

どそうだろう。あかじがおおいカイシャには、うりあげのすくないカイシャには、あま

りちかよっていかないだろう。しごとをしてジブンもリエキをえられにくいからだ。そ

れがあたりまえと「リエキ」をツイキュウする。それだけでただしいのか。

ヨーロッパのレキシをみると、ローマジダイからシュウキョウによるシハイがつよまっ

た。おうはシュウキョウとむすびついていたとおもわれる。つまりおうはシンコウして

キョウカイとつきあっていた。しかし、ジュウジグンやシュウキョウカイカクをへて、

キョウカイのちからはよわまった。それからはヨーロッパナイのセンソウがおこるよう

になる。また、コクガイにショクミンチをもとめるうごきもカソクした。ショクミンチ

は、シハイコクにとみをもたらすからだ。そうして「リエキ」によるシハイにイコウして

いった。センソウといっても、ヘイにカネをはらってするものだから、おうのちからはシ

ダイによわまっていった。ニホンもショクミンチをもつくにとたたかったし、ショクミ

ンチをもとうとした。そのたたかいのケッカ、ショクミンチはジリツするようにもどっ

た。そうして、リエキによるシハイをささえたひとつのホウホウがとりづらくなった。

しかし、おおきなたたかいのハンセイというのもある。もっとも、カクヘイキのハイビ

がセンソウや「リエキ」によるシハイをおわらせたともいえる。それをつかって、センソ

ウやリエキのツイキュウをすると、すべてのチキュウジョウのブンメイがおわってしま
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うからだ。そうしたことから、いやいやかもしれないが、コッカにおける「リエキ」の

シハイはおわった。かわりになにによってシハイされているのか。「リョウシン」によっ

てシハイされつつあるようにもおもう。だから、キギョウが「リエキ」だけでうごくと

したら、ふるいレジームでケイエイしているということだ。「リエキ」がでるということ

は、どこかに「フリエキ」がでるということだ。トクにショウケンそうばなどはそうだ

ろう。そういうキジュンでやっていれば、かちまけができるから、トクベツいいとはい

えなそうなのである。

　

ヒャクななジュウキュウ、『よ』ヒャクハチジュウサン

　

ハチジュウネンダイにハツバイされたテレビゲームのカートリッジは、よみだしヨウの

キロクブヒンがイチメガバイトがせいぜいだった（●ヒャクナナジュウサン）。タンジュ

ンなものだと、ゴジュッキロバイトとかである。それにくらべていまのゲームは、ギガ

バイトクラスのよみだしヨウキロクブヒンをつかっているとおもわれる（たしかめてい

ない）。イチメガバイトのゲームとイチギガバイトのゲームでは、ゲームのジョウホウ

リョウがセンバイちがう。そのセンバイで、タブンガシツをあげたのだろう。センバイ

おもしろくなったとか、ヒャクバイジカンがかかるとはきかないからである。オンガク

にもヨウリョウをつかっているだろう。つくるホウからすれば、センバイつくるのにジ

カンがかかるはずだ。モチロン、コンピュータによるコウリツカはしているだろう。し

かし、ねだんがセンバイになったともきかない。せいぜいハチジュウネンダイのゲーム

キノカートリッジとおなじか、ニバイくらいだろう。それならもうけはセンブンのイチ

とか、ゴヒャクブンのイチになるはずだ。

しかし、もうからないから、ゲームをつくらなくなったとはきかない。そこそこもうか

るのだろう。じゃあハチジュウネンダイのゲームキのときなんて、センバイとかゴヒャ

クバイもうかったんじゃないですか。ではあるが、キロクブヒンがトウジはサイセンタ

ンのものをつかっていたので、それにケッコウかねがかかったはずだ。

いってみれば、ハチジュウネンダイのゲームキをやっていたこどもは、ゲームやのもう

けとハンドウタイやのもうけ、そしてそれらのカイハツソクシンに「トウシ」していたこ

とになる。だから、いまごろ、ハンドウタイブヒンがやすくかえるわけだ。それでわたし

なんかはたすかっている。もっとも、ニホンのハンドウタイやはすくなくなっているが。

それはともかく、センバイのロウリョクをかけて、もうけがかわらないのではちょっと

かんがえてしまう。センバイはたらいても、もうけはかわらないというのは、きびしい

が、キョウクンかもしれない。そういうジョウキョウがあるから、「カロウシ」がモンダ

イになるのだろう。しかし、かせぎすぎてそうなったのなら、ジゴウジトクであろう。

「テレビ」というセイヒンやそのカンレンサービスもにたようなメンがある。

テレビはブラウンカンをつかっていたものと、レイネンダイにではじめたものとをくら

べると、ヤクななバイのこまかさになった。それだけジョウホウリョウがふえたという

ことだ。いまでは、さらにヨンバイ、ハチバイにしようとしている。そうすると、「え」

をとどけるホウとしては、ななバイのこまかさがヨウキュウされる。ちいさいごみやほ
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こりがうつりこんでしまったら、それはななバイのおおきさでヒョウジされるのである。

だから、サツエイチのソウジがかかせないようになるとおもわれる。それでリエキはやっ

ぱりかわらないのだろう。またカロウシみたいなモンダイがおこるのではないか。その

テン、しろうとドウガはキラクである。でもそっちのホウが、ヘンにつくりこまないブ

ン、ジツブツにちかいとなるだろう。

　

ヒャクハチジュウ、『よ』ヒャクキュウジュウイチ

　

ジブンのみちをいくことはむずかしい。わたしがわかいときは、そんなことはかんがえ

なかった。そんなことないだろう。カンタンだ。というひともいるかもしれない。すき

なようにうごけばよいと。そんなことをいうひとは、なやみもビョウキもシツギョウも

ないのだろう。「なやみ」のないように、「ビョウキ」のないように、「シツギョウ」のな

いように、うごけばいいのだからと。しかし、よのなかの「なやみ」がなくなったとは

きかないし、「ビョウキ」や「シツギョウ」もなくなったとはきかない。そんなにニンゲ

ンやシャカイはカンタンではないのだ。

きまったジカンにイッセイにツウキンしていれば、「おなじような」ひとにであう。なに

かあったら、「おなじような」ひと、ドウシにソウダンもできるだろう。そういうチョウ

シで、「みんな」のやっていることをすれば、そのコストはやすくなる。モンダイのカイ

ケツにかかるコストが、「よくある」ゆえにひくくなる。それなら、みんなカイシャイン

をやればいいだろうとなるが、そうもいかないのだろう。でも、「カクゴ」がないのだっ

たら、「ジブン」のみち」をあるくことは、やめたホウがいいかもしれない。たかくつく

からだ。

　

ヒャクハチジュウイチ、『よ』ヒャクキュウジュウキュウ

　

おいしいハンバーガーをジブンでつくって、たべて、「サンビャクエンもうけた。」とい

うひとはあまりいないであろう。このレイでは、つくったひとは、ハンバーガーやのテ

ンインではない。このハンバーガーのシジョウカカクは、シジョウをみればダイタイス

イソクできる。しかし、コストがかかるので、ショウテンドウヨウに、（ジブンに）サン

ビャクエンをうりあげたともいえる。ヒヨウをひかないと、リエキはケイサンできない。

にくがヒャクエンで、パンがゴジュウエンだったら、そのたのヒヨウをひいて、たとえ

ばリエキがヒャクエンだったりする。リエキがでるなら、ジブンでつくったホウがいい。

だが、よりおおくのリエキをえるためにあきらめるやりかたもある（カイシャインをし

ているばあいなどだ。カイシャからえるおかねがおおきければ、わざわざこまかいリエ

キをジブンでだすヒツヨウはないということだ。）ジブンでかせぐなら、たとえばホンづ

くり。シュッパンすると、かりにゴジュウマンエンかかったとする。しかし、それはギョ

ウシャにたのんでのカカクだ。ジブンでつくったばあいにサンジュウマンエンですませ

られるのなら、ニジュウマンエンのリエキとなるから、ほかにわりのよいしごとをもっ
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ていないのなら、ジブンでつくるべきだろう。

ジブンのみのまわりのかいものには、あまりソントクをかんがえないものだが（そのし

なもののたかい、やすいはベツである。）、こうやって、ジブンからのジュヨウもケイサ

ンして、かせぐことができる。あるサービスのカカクは、そのしごとをガイチュウした

ら、いくらかというキンガクでカクニンできる。ネンカンとおしてそのゴウケイをケイ

サンしたガクが、あなたのセイサンガクである。そのセイサンガクのホウが、あなたの

キュウリョウよりもひくいのなら、あなたはキュウリョウブンはたらいていないことに

なる。セイサンセイをあげるというのは、ジュウヨウなカダイであるが、いまいちケイ

サンがしづらい。でも、シジョウカカクをみれば、それはケイサンできるのである。こ

のケイサンホウをジュヨウキジュンホウとよぶことにする。

　

ヒャクハチジュウニ、『よ』ニヒャクニ

　

どうも、ケイザイモンダイというと、カクサやそのシャカイコウゾウがモンダイにされ

ているかもしれない。カクサがないホウがビョウドウのようだから、そのホウがよいと

いうのは、あるテイドわかるはなしだ。しかし、ひとびとをビョウドウにしてシッパイ

したのがソレンではなかったか。それは、はたらいても、はたらいても、ビョウドウだ

から、はたらくきのあるひとが、やるきをなくしてしまったというケッカおこったとい

われる。それなら、ビョウドウではいけないはずだ。ソレンがシュウリョウしてまだサ

ンジュウネンたたないのに、それをわすれてしまったかといいたい。

もっとも、わかいこなんかは、ソレンのことをしらないから、ビョウドウのホウがいい

といってしまうかもしれない。しかし、やはりケッカはおなじようなものだろう。むか

しはこういうことをカクメイといった。それをわすれたであるまい。カクサというのは、

ドリョクのリョウとシツのちがい、セイカのちがいといえば、みとめられるのではない

か。タブン、かねもちはまっとうにかせぎつづけたために、ケッカとしてかねもちになっ

たわけで、そういうケイイをムシして、ビョウドウにブンパイしようとおもうと、フコ

ウヘイがショウずる。それより、まじめにはたらいて、かねもちになれるというモデル

があったホウが、ケンゼンだとおもうのである。ただ、ケイザイキョウソウがあって、

セイコウするひとと、おちぶれるひとがでる。そこのところをきびしいキョウソウにす

るのではなく、おたがいがケイイをはらうカンケイにすれば、カクサのはげしさがへっ

ていくのではないだろうか。ただ、これは、「イショクたつて（たりて）エイジョク（ハ

ンエイとはじ）をしる。」というモンダイもはらんでいるから、チュウサンカイキュウイ

ジョウのかんがえかたであろう。しかし、セイフのやくめのひとつは、とみのサイブン

パイであるとかんがえ、ジッコウできれば、うまくいくのではないか。

　

ヒャクハチジュウサン、『よ』ニヒャクヨン

　

セッチョ、『アルクカラカンガエル』で、「ジミントウタイシツ」のはなしをした（●ゴ
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ジュウニ、『ア』ヒャクロクジュウロク）。それは、ガッシュウコクセイのこむぎやニクを

たべつつ、コクサンのノウサンブツをたべるひとのことだ。そういうひとがおおくなっ

たとおもわれるから、コベツのことだけでなく、シャカイのこともいえるだろう。この

イッポウで、キンネンチュウゴクからのユニュウもふえている。それなら、キョウサン

トウタイシツというのもあるかもしれない。つまり、チュウゴクサンのヤサイやにくを

たべつつ、コクサンのたべものをたべるというありかたである。もっとすごいひとは、

ジ（ミントウ）キョウ（サントウ）ゴウベンタイシツかもしれない。ガッシュウコクサン

のショクリョウと、チュウゴクサンのショクリョウ、そしてコクサンのショクリョウを

たべるありかたである。このいずれかといずれかがもめれば、タイヘンだとはおもうが

（キンユもある。）、まぁ、いまのところではある。あらそいはじめたら、マテリアルのブ

ンダンにより、コジンブンダンがありうる。ジミントウタイシツのひともいるし、キョ

ウサントウタイシツのひともいる。だから、シャカイブンダンもありうる。むかしはイ

デオロギーロンソウがあったようだが、いまは、「もの」のモンダイだ。「はなし」であ

ればごまかせるが、「もの」はごまかせない。これらのテンについて、ニホンジンがチョ

ウワするホウホウをみつけなければならないのだ。

　

　

　

　

あとがき

　

　まえがきでものべたが、このホンは、サンサツのホンをイッサツのまとめたものであ

る。ということはサンブンのイチのヨウリョウである。トクにいいたいことをまとめた。

そのほかのサンブンのニは、どうでもいいことかもしれない。そんなことをみっかにふ

つかはのべている。ジツにふまじめなヨウだ。それでもよんでくださるかたがいるんだ

からありがたい。

しかし、かくにしたがって、どうでもよいことは、はぶかれるヨウになったとおもう。つ

ぎは、ムダなブブンはすくないであろう。とはいっても、エルガク（ブツリガクっぽい）

とケイザイガクのギロンはベツのホンにしているので、タショウチョウフクはあっても、

なにかをはぶかなければならないかもしれない。つぎのホンが、ガクモンブンヤでいえ

ば、なににあたるかかんがえるのがたのしみである。しかし、やはり『シソウしそう』と

ダイをつけたイジョウ、シソウといわなければならないかもしれない。

　これからはあったかくなっていくジキである。うめもさいた。いきるにあたっては、ム

ダもダイジなのかもしれない。ニジュウヨジカンははたらけないからである。

　

　　　　　　　　　　　　　ニセンニジュウネンサンガツみっか
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